


固 スポーツとまち
山本栄彦山梨県知事

福島大学 スポーツユニオン設立で地域貢献

栃木県日光市企業スポーツから県民スポーツへ

茨械県大洋村 食とスポーツで寝たきりゼロ目指す

新潟市 市民サポーターの支援でサッカーのまちに 斎藤淳

愛知県新婦市 「いつでも、どこでも、誰でもできるJをキャッチフレーズに一一杉浦吉春

和款山県すさみ町 ダイバーと共存し観せる漁業へ 森 拓也

兵庫県芦匡市 震災のまちがフットサルで元気に

雷川県観音寺市ーノ谷地区 住民主導型クラブがまちを融和 白川剛稔

大分県中津江村 キャンプ誘致がもたらしたむらの一体感と親睦の輸一一坂本

(株)スポーツ21エン空ープライズ
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グラウンドワークで荒廃地の環境を再生

都市機能効率化で環境を解決

平成15年度全園地減リーダー費成塾修了式

過去最多の41人が修了

39 
40 

ED;i置・・・・・・・・
41 

地織づくり団体操訪
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太
々
神
楽
は
九
百
年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
岩

戸
神
楽
で
、
岩
戸
聞
き
を
中
心
に
神
話
を
組
み
込

ん
で
い
る
。
山
梨
の
春
祭
り
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

一
一
月
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
約
六
時
間
、
神
楽
保

存
会
に
よ
っ
て
二
十
一
番
が
演
じ
ら
れ
た
。
「
大
海

原
蛭
手
の
舞
」
で
は
恵
比
寿
、
大
黒
に
釣
ら
れ
た

大
蛸
が
面
白
お
か
し
く
絡
ん
だ
り
、
「
八
股
の
大
蛇
」

で
は
大
蛇
が
首
を
は
ね
ら
れ
た
り
す
る
シ
ー
ン
に

観
客
が
大
い
に
沸
い
て
い
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
分
か

り
ゃ
す
く
動
き
が
あ
り
、

一
番
一
番
の
時
間
が
程
よ

い
た
め
、
飽
き
ず
に
男
ら
れ
た
と
い
う
の
が
感
想
。

三
珠
町
は
、
江
戸
歌
舞
伎
の
初
代
市
川
団
十
郎

発
祥
の
地
で
あ
り
、
歌
舞
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の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
近
く
の
甲
府
盆
地
を
見
下
ろ
す

曽
根
丘
陵
は
縄
文
人
が
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だ
歴
史
の
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い
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で
、
前
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。
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スポーツユニオン
・福島大学スポーツユニオン (p8)
独立法人化を前に、地方国立大学はいかに地域に貢献するかが生
き残りを賭けた切り札であるといっていい。福島大学はスポー
ツ・健康の分野で地域貢献しようと、わが国で初めてスポーツユ

ニオンを01年設立。富岡町と協定を結び、子どもの競技力向上、
地減総合型スポーツクラブの創設など3つの柱の実現へ事業展開

寝たきりゼ口目指し“元気出前教室"・茨械県大洋村 (p12)
首都圏からの移住が進み高齢化率28%となった大洋村は、寝
たきりゼ口と引きこもり解消、老人医療費の軽減を目指し、
栄養とスポ ツ医学面から健康づくりにアプローチ。保健福

祉士らが村内28}也区を訪れる“元気出前教室"では気軽にでき
る健康体操などを教えることで、脳卒中の予防などに大きな
効果を上げている

企業スポーツの縮小・
廃部が相次ぐ中、名門
古河電工アイスホッケ

一部も廃部に追い込ま
れた。それを知ったサ
ボーターたちが4万人
の署名を集め提出、県
や市、スポンサーか'立

ち上がり、日本アイス
ホッケ一宇Dのクラフチ
ームが発足。今後、ジ
ュニ7チームの育成な

どを通じて県民スポー

ツを目指す

市民サボーターがサッカーのまちづくり ・新潟市 (p14)
昨年、アルヒレックス新潟はJ2優勝とJ1昇格を勝ち取った。まちは大いに
盛り上がり市民に自信と連帯感をもたらし、大きな経済効果を生み出した。

それを支えたのが市民サポーターである。「サッカー不毛の地jからの脱却
であり、今後、新潟はサッカ一文化 ・スポーツ文化のまちを目指す

2003年11月29日の優勝記念パレード



グラウンド・ゴルフを聾する里

.愛知県新総市一新総市グラウンド・ゴルフ協会 (p16)
競技スポーツはもちろんゲートポールなど既成の生涯スポーツになじめない人たち
ゃ、高齢者、 女性も楽しめるスポーツを模索していたところ、グラウンド・ゴルフ
を知り、その紹介と啓発を狙いに協会を設立。記念ツアー大会も10回目 を迎え、健
康づくり、仲間づくり、ひとづくりのスポーツとして市民に根付いている

総合型地織スポーツ

.香川県観音寺市一一ノ谷スポーツクラブ (p28)
ーノ谷地区はバレーホールを中心に、以前からスポーツの盛ん
なまちとして知られる。県の総合型スポーツクラブ事業の推
薦 ・指定を受け、体育協会、自治会、PTAなどが小学校区のエ

リアを対象とするスポーツクラブを発足。高齢者から小学生ま
でスポーツを楽しむ声が絶えない

(上)12自治体で対抗試合を行うバレ ボール親睦大会
(下)小学生から老人会まで仲良くプレーするゲートポール親睦大会

キャンプ誘致 .大分県中津江村 (p30)
2002年ワールドカップの“カメルーン事件"はまだ記憶に新しい。
誘致した中津江村はすっかり有名になり、村がブランドとなった。
大会のあとも日本各地から研修 ・見学が後を絶たず、また村民に
ふるさとへの愛着が強まるなど、言十り知れない効果を生み出した

~ 

震災のまちとフットサル ・兵庫県芦屋市 (p20)
9年前の阪神淡路大震災で芦屋市は大被害に遭った。そんな特殊な状況の中、
「スポーツでもしないと、気持ちも病んでしまう」という掛け声で、共同生活
をしていた10人あまりの仲間や大人、 子ども、先生が集まりフ ットサルを始め
た。いつしか市内のあちらこちらから仲間が増え始め、1年後には大会を開催、
今では県下有数のフットサルのまちに

獲る漁業から観せる潟業へ ・和敵山県すさみ町一クラブノアすさみ (p18)
漁業経営の悪化、海の利用を巡る漁師とダイバーとのトラブル急増といった中で、この量産聞を解決
しようと、すさみ漁協はタイピング事業の運営会社を設立、今で‘は観せる漁業が双方にいろいろな
メリ ッ卜を生み出している。同じ悩みを持つ漁協とグループを組み、現在全国4ヵ所で事業を展開
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美力・民力・創力活かし

‘ |山梨県知事

山本栄彦
観光立県へ

山
梨
は
、
首
都
東
京
の
す
ぐ
西
隣
に
あ
り
な
が
ら
も
、
里
で
は
多

種
多
様
な
野
鳥
が
さ
え
ず
り
、
嶺
々
に
は
高
山
植
物
が
美
し
く
咲
き

誇
る
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
山
紫
水
明

の
地
で
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
山
梨
に
は
、
素
晴
ら
し
い

『三

つ
の
宝
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の

一
つ
は
天
与
の
自
然
で
あ
り
ま
す
。
多
様
な
動
植
物
に
加
え
、

日
本

一
の
霊
峰
富
士
、

雪
を
抱
い
た
甲
斐
駒
ヶ
岳
な
ど
の
南
ア
ル
プ

ス
や
八
ヶ
岳
の
山
々
の
雄
姿
、
山
聞
を
流
れ
る
清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
な

ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
県
民
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
県
民
の
底
力
の
強
き
で
あ

り
ま
す
。
本
県
は
周
囲
を
山
々
に
聞
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

古
代
の
甲
斐
の
固
か
ら
現
在
ま
で
、
区
域
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
至

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
甲
州
人
気
質
と
呼
ば
れ
る
強
い
自

主
独
立
の
精
神
と
気
力
み
な
ぎ
る
県
民
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
甲
州
人
気
質
は
、
今
も
私
た
ち
の
血
の
中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
に
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
香
り
高
い
歴
史
や
文
化
、
個
性
あ
ふ
れ

る
産
業
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
こ
そ
山
梨
の
宝
で
あ
り
、
私
は
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境

み

を
美
し
い
力
「
美
力
」
、
自
立
し
気
力
み
な
ぎ
る
県
民
性
を
民
の
力

「
民
力
」
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
育
ん
だ
歴
史
、
文
化
や
産
業
、
そ
れ

を
創
り
出
し
て
き
た
力
を
創
る
力
「
創
力
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

こ
の
「
美
力
」
、
「
民
力
」
、
「
創
力
」
の
三
つ
の
力
を
最
大
限
発
揮

す
る
こ
と
が
、
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、
力
強
く
躍
動
す
る
産
業
、

そ
し
て
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
暮
ら
し
と
活
発
な
交
流
が
展
開
す
る

『誇
れ
る
郷
土
活
力
あ
る
山
梨
』
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

九・品".

e • . 
~ . 

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
資
源
で
あ
る
三
つ
の
宝
を

生
か
し
て
、
県
民
の
持
つ
底
力
を
引
き
出
し
、
新
し
い
県
士
づ
く
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
近
年
、
人
為
的
な
圏
域
と
区
別
し
て
、
気
候
・
地
形
な
ど

の
自
然
条
件
や
動
植
物
の
生
態
条
件
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
つ
の
ま
と

ま
り
を
持
つ
地
域
を
「
生
命
地
域
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
存
在
す
る
人

的
資
源
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
美
力
」
、
「
民
力
」
、
「
創
力
」
と
い
う
地
域
の
資
源
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
は
、
生
命
地
域
と
も
一言
尽
え
る

一
体
性
を
持
つ
本
県
に
あ
っ

て
は
、
こ
う
し
た
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
う
る
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
地
域
の
特
性
と
個
性
を
生
か
し
た
「
地
域
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
の
振
興
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
観
光
は
幅
広
い
産
業
を
包
含
し
た
裾
の
広
い
、
し
か
も
地
域
と

不
可
分
の
「
産
業
」
で
あ
り
、
そ
の
振
興
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と

持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
極
め
て
重
要
な
政
策
で
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
い
て
、

「三

つ
の
宝
」
と
首
都
圏
の

一
角
と
い
う
立

地
の
優
位
さ
を
活
か
し
、
誰
も
が
再
び
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
個
性

的
で
魅
力
あ
る
観
光
の
舞
台
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

観
光
立
県
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
」
観
光
振
興
戦
略
を
展
開
し
、
観

光
客
に
感
動
を
与
え
、
心
に
響
く
も
て
な
し
の
で
き
る
、
観
光
を
メ

ー
ン
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
真
の
観
光
立
県
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地踏切

鹿
嶋
市
• 
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
事
例
を
見
る

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
る
力
が
あ

る
。
二
年
前
、
日
本
と
韓
国
の
共
催
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ

ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
多
く
の
日
本
人
が
そ
の
力

を
目
の
当
た
り
に
し
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
「
祭
」
に
は

必
ず
終
わ
り
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
振
興
に
結
び
つ

け
る
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
大
規
模
施
設
を

建
設
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
継
続
的
な

取
り
組
み
が
前
提
と
な
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
開
催
地
と
な
っ
た
日
本
の
都

市
の
ほ
と
ん
ど
が
「
世
界

一
の
大
会
を
招
致
す
れ
ば
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を
持
っ

て
い
た
の
は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。
大
会
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
用
に
建
設
し
た
巨
大

ス
タ
ジ
ア
ム
を
、
ど
う
活
用
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
検

討
委
員
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
が
、
順
序
が
逆
で
あ
る
。

私
は
、
大
型
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

地
域
の
住
民
が
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
あ
る
の
か
、

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
の
か
。
そ
の
答
を
施
設
の
規

模
や
機
能
に
反
映
さ
せ
る
の
が
、
本
来
の
施
設
計
画
の
あ

り
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
招
致
に
関
連
し
て
、
当
初
の

候
補
枠
で
あ
っ
た
十
二
会
場
が
十
五
に
膨
ら
ん
だ
。「
パ

ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
式
に
次
々
と
各
地
の
自
治
体
が

開
催
候
補
地
と
し
て
手
を
挙
げ
、
政
治
力
で
無
理
や
り

増
や
し
た
た
め
で
あ
る
(
最
終
の
日
本
の
開
催
地
は
十
と

な
っ
た
)
。

計
画
書
に
示
さ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
の
規
模
を
見
る
と
、

大
半
が
互
い
に
競
う
よ
う
に
巨
大
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。

首
長
の
面
子
を
か
け
、
"
商
圏
“
を
無
視
し
て
必
要
以
上

船
ス
ポ
ー
ツ
引
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役

・

三
ツ
谷
洋
子

に
規
模
を
大
き
く
す
る
と
い
う
、
愚
か
な
決
断
で
あ
る
。

専
門
家
と
し
て
か
か
わ
る
建
設
関
係
の
企
業
も
、
問
わ
れ

な
け
れ
ば

「一

般
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
大
き
く
な
る
ほ
ど

維
持
費
が
か
か
り
、
採
算
は
取
れ
な
い
」
と
い
う
"
原
則
“

を
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
施
設
建
設
に
余
分

な
税
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
指
す
な
ら
、

「十
年

後、

二
十
年
後
に
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
し
た
い
の

か
」
と
い
う
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
第

一
歩

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
住
民
の
声
に
幅
広
く
耳

を
傾
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
が
有
効
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
将
来
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
明
確
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
参
加
し
た
住
民
は
施
設

に
愛
着
を
も
ち
、
完
成
後
に
は
熱
心
な
利
用
者
に
な
る
と

い
う
、

一
石
二
鳥
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
で
既
存
施
設
を
見
直
し
、
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。
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スポーツとまち零時
よ
り
効
率
的
な
運
営
方
法
や
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と

も
、
課
題
の

一
っ
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
施
設
利
用
の
申
込

方
法
が
不
便
で
あ
っ
た
り
、
利
用
者
に
必
要
な
機
能
が
な

か
っ
た
り
、
老
朽
化
し
て
使
い
に
く
い
施
設
で
あ
っ
た
り

し
て
、
活
用
さ
れ
な
い
施
設
が
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
、
場
所
や
施
設
が
必
要
と
な
る
。

施
設
建
設
計
画
で
自
治
体
が
第

一
に
最
も
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
は
、
場
所
の
選
定
で
あ
る
。
利
用
率
の
低
い
公
共

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
見
て
み
る
と
、
た
い
て
い
不
便
な
場
所

に
あ
る
。
た
ま
た
ま
空
い
て
い
る
自
治
体
所
有
の
土
地
に

建
て
る
と
い
う
よ
う
な
、
安
易
な
場
所
選
び
は
避
け
る
べ

き
で
あ
る
。

週
末
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
山
の
上
な
ど
は
、
自

然
環
境
は
良
く
と
も
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
場
所
と

し
て
は
最
悪
で
あ
る
。
適
当
な
場
所
に
所
有
地
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
等
価
交
換
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
、
住
民
の

足
が
向
き
や
す
い
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け

る
べ
き
だ
。
住
民
に
頻
繁
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

日
常
生
活
の
エ
リ
ア
内
に
施
設
が
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
で
は
、
住
民
は
常
に
自
治
体
か

ら
提
供
さ
れ
た
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
、
受
身

一
方
の

立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
例
と
し

て
、
こ
こ
で
は

J
リ
l
グ
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
試
合
時
に
運
営
を
サ
ボ
l

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
活
動
し
て
い
る
。

J
リ
l
グ
閉
幕
の
年
に
、
リ
ー
グ
初
優
勝
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
に
よ
る
地
域
振
興
の
成
功
例
と
し
て

も
有
名
に
な
っ
た
の
が
、
茨
城
県
の
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
l
ズ

で
あ
る
。
住
民
が
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
会
場
整
理
な
ど
の
運
営
を
担
っ
て
、
地
域
振
興
活
動

と
し
て
チ
l
ム
を
底
辺
で
支
え
た
。

そ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
と
い
え
ば
、
関
連

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
必
要
な
要
員
を
割
り
振
る
か
、
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
を
動
員
す
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ン
ト
ラ
l
ズ
で
は
地
域
的
に
そ
の
よ
う
な
人
集
め
が
で

き
ず
、
住
民
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
。

鹿島アントラ ズの本拠地・茨城スタジアムはワールドカ yプの会場となり、内外のサポー
ターが訪れた (⑥ SPORTS21) 

実
際
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
鹿
島
町
(
現
鹿
嶋
市
)
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
に
委
託
し
た
の
だ
が
、
ク
ラ
ブ
と

住
民
の
連
帯
感
は
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
大
き
く
育
っ
た
。

• 鹿
島
ア
ン
ト
ラ

l
ズ
の
成
功
は
、
行
政
、
企
業
、
住
民

の
連
携
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
茨
城
県
は
日
本
初

の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
し
、
鹿
島
町
を
は

じ
め
と
す
る
ホ

l
ム
タ
ウ
ン
五
町
村
(
設
立
当
時
)
は
、

住
友
金
属
工
業
を
中
心
と
し
た
地
元
企
業
と
緊
密
な
連
携

を
取
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
を
支

援
し
た
。

若
者
の
流
出
に
頭
を
痛
め
て
い
た
自
治
体
と
企
業
は
、

「
明
る
い
街
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
の
中
で
、
タ
イ
ミ
ン

グ
良
く
J
リ
l
グ
創
設
を
知
り
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ

1
ム

に
そ
の
役
割
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
中
核
と
な
る
住
友

金
属
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
「
プ
ロ
の
レ
ベ
ル
に
は
届
か
な
い
」

と
判
断
さ
れ
た
実
業
団
リ
l
グ
二
部
の
チ
l
ム
だ
っ
た
。

伝
統
と
実
力
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
部
を
持
つ
企
業
が
何
社

も
プ
ロ
化
に
関
心
を
示
し
て
い
る
中
で
、
何
と
か
プ
ロ
チ

ー
ム
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
世
界
的
な
選
手
だ
っ
た
ジ
l
コ
を
戦

力
と
し
て
迎
え
、
初
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

J
リ
l
グ
が
開
幕
し
て
四
年
目
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
、
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
の
存
在
と
活
躍
が
地
域
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
が
分
か
る
。
「
J
リ
l
グ
が

ホ
l
ム
タ
ウ
ン
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
研
究
」
(
一
九

九
七
年
電
気
通
信
大
学
)
で
見
て
み
よ
う
。

プ
ラ
ス
面
で
の
評
価
と
し
て
「
鹿
島
町
の
知
名
度
が
上

昇
し
た
」
が
ト
ッ
プ
で
九
五
%
。
J
リ
l
グ
が
、
チ
l
ム

諸説惑匂2004・3月号5 

スポーツとまち零時
よ
り
効
率
的
な
運
営
方
法
や
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と

も
、
課
題
の

一
っ
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
施
設
利
用
の
申
込

方
法
が
不
便
で
あ
っ
た
り
、
利
用
者
に
必
要
な
機
能
が
な

か
っ
た
り
、
老
朽
化
し
て
使
い
に
く
い
施
設
で
あ
っ
た
り

し
て
、
活
用
さ
れ
な
い
施
設
が
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
、
場
所
や
施
設
が
必
要
と
な
る
。

施
設
建
設
計
画
で
自
治
体
が
第

一
に
最
も
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
は
、
場
所
の
選
定
で
あ
る
。
利
用
率
の
低
い
公
共

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
見
て
み
る
と
、
た
い
て
い
不
便
な
場
所

に
あ
る
。
た
ま
た
ま
空
い
て
い
る
自
治
体
所
有
の
土
地
に

建
て
る
と
い
う
よ
う
な
、
安
易
な
場
所
選
び
は
避
け
る
べ

き
で
あ
る
。

週
末
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
山
の
上
な
ど
は
、
自

然
環
境
は
良
く
と
も
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
場
所
と

し
て
は
最
悪
で
あ
る
。
適
当
な
場
所
に
所
有
地
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
等
価
交
換
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
、
住
民
の

足
が
向
き
や
す
い
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け

る
べ
き
だ
。
住
民
に
頻
繁
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

日
常
生
活
の
エ
リ
ア
内
に
施
設
が
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
で
は
、
住
民
は
常
に
自
治
体
か

ら
提
供
さ
れ
た
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
、
受
身

一
方
の

立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
例
と
し

て
、
こ
こ
で
は

J
リ
l
グ
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
試
合
時
に
運
営
を
サ
ボ
l

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
活
動
し
て
い
る
。

J
リ
l
グ
閉
幕
の
年
に
、
リ
ー
グ
初
優
勝
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
に
よ
る
地
域
振
興
の
成
功
例
と
し
て

も
有
名
に
な
っ
た
の
が
、
茨
城
県
の
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
l
ズ

で
あ
る
。
住
民
が
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
会
場
整
理
な
ど
の
運
営
を
担
っ
て
、
地
域
振
興
活
動

と
し
て
チ
l
ム
を
底
辺
で
支
え
た
。

そ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
と
い
え
ば
、
関
連

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
必
要
な
要
員
を
割
り
振
る
か
、
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
を
動
員
す
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ン
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ラ
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で
は
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域
的
に
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の
よ
う
な
人
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め
が
で

き
ず
、
住
民
の
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主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
。
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は
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な
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」

と
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た
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業
団
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グ
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の
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た
。
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統
と
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の
あ
る
サ
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カ
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部
を
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つ
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業
が
何
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も
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化
に
関
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を
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て
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る
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で
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何
と
か
プ
ロ
チ
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と
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て
の
体
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を
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え
て
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て
も
ら
う
た
め
に
、

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
世
界
的
な
選
手
だ
っ
た
ジ
l
コ
を
戦

力
と
し
て
迎
え
、
初
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

J
リ
l
グ
が
開
幕
し
て
四
年
目
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
、
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
の
存
在
と
活
躍
が
地
域
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
が
分
か
る
。
「
J
リ
l
グ
が

ホ
l
ム
タ
ウ
ン
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
研
究
」
(
一
九

九
七
年
電
気
通
信
大
学
)
で
見
て
み
よ
う
。

プ
ラ
ス
面
で
の
評
価
と
し
て
「
鹿
島
町
の
知
名
度
が
上

昇
し
た
」
が
ト
ッ
プ
で
九
五
%
。
J
リ
l
グ
が
、
チ
l
ム
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の
愛
称
に
地
域
名
を
入
れ
た
効
果
が
、
如
実
に
表
れ
て
い

る
。「
鹿
島
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
っ
た
」
が
七
二
%、

「
郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
五
七
%
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
開
幕
二
年
目
の
商
工
業
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
(
一
九
九
五
年
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
産
業
団
体

連
合
会
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
」
)
で
は
、
「
町
民
間
の
交
流
が
進
み

地
域
の
連
帯
が
増
し
た
」
と
い
う
回
答
が
八
二
%
と
高
い

数
字
に
な
っ
て
い
る
。
「
お
ら
が
チ

1
ム
、
ア
ン
ト
ラ

l

ズ
」
へ
の
サ
ボ
l
タ
l
の
思
い
は
、
世
代
や
職
業
の
壁
を

軽
々
と
超
え
て
、
住
民
同
士
の
仲
間
意
識
を
醸
成
し
た
こ

と
が
分
か
る
。

プ
ラ
ス
の
影
響
は
ま
だ
あ
る
。
「
暴
走
族
が
減
る
な
ど

地
域
の
青
少
年
に
良
い
影
響
が
あ
っ
た
」
が
八
八
%
。
九

割
近
い
人
々
が
高
い
評
価
を
し
て
い
る
。
暴
走
族
の
若
者

は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
へ
の
熱
狂
的
な

応
援
に
向
け
、
休
日
に
は
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
の
練
習
場
や
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
サ
ッ
カ
ー
を
生
活
の

一
部
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

映
画
館
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
も
な
か
っ
た
地
域
に
、
若
者

が
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
チ
l
ム
が
生
ま
れ
、
余
暇

を
楽
し
め
る
場
所
が
で
き
た
。
長
年
の
地
域
の
課
題
で
あ

っ
た
若
者
の
流
出
に
対
し
て
、
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
住
民
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
に
も
関
心

が
高
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
の
チ

I
ム
が
続
々

と
誕
生
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ

1
ツ
へ
の
参
加
も

増
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
半
面
、
大
会
開
催
で
大
勢
の
サ
ボ

l
タ
l
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
や
騒
音
、
ゴ
ミ
問
題

6 

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
相
当
な
も
の

で
、
こ
う
し
た
背
景
が
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
活
性
化
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
要
因
と
な
っ
た
。

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
会
場
と
な
っ
た
た
め
、

収
容
人
数
が

一
万
五
千
か
ら
二

・
八
倍
の
四
万
二
千
弱
と

大
規
模
な
ス
タ
ジ
ア
ム
に
改
築
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
満
員
だ
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
大
会
後
は
空
席
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
も
新
た
な
対
応

が
望
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
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大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
手
始
め

に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
ア
リ
ー
ナ
(
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

ス
ク
エ
ア
・
ア
リ
ー
ナ
)
、
陸
上
競
技
場
、
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
ド
l
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
(
フ

l
ジ
1
・

ド
l
ム
)
な
ど
、
国
際
レ
ベ
ル
の
施
設
を
次
々
に
整
備
し

• 

て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
会
場
と
す
る
大

型
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
招
致

し
て
い
く
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
の
核
と
し
て
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
有
名
な
例
と
し
て
、
こ
こ
に
米
国

の
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
自
動
車

レ
l
ス
の
「
イ
ン
デ
ィ

5
0
0
」

で
知
ら
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ボ

リ
ス
は
、

一
九
六

0
年
代
の
前

半
、
主
要
産
業
だ
っ
た
自
動
車

産
業
の
下
請
け
業
が
衰
退
し
、

都
市
部
が
荒
廃
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
六

0
年
代
後
半
に
入
る
と
、

地
元
有
力
者
に
よ
る
「
大
イ
ン

デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
発
展
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

イ
ン
デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
は

製
薬
会
社
の
イ

1
ラ
イ
・
リ
リ

l
の
本
社
が
あ
り
、
住
民
の
健

康
増
進
へ
の
意
識
は
高
い
。
ま

た
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

(
N
B
A
)
の
イ
ン
デ
イ
ア

ナ
・
ベ
イ
サ
l
ズ
の
本
拠
地
で

インディアナ・コンベンションセンターとフ ジ ドームは一体となっている。コンベン
ションセンターは年250日間イベン トで使用される。スタ ジアムはアメリカンフットホー
ル、インディアナポリス・コルツの本拠地

一
九
八
三
年
に

U
S
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
全
米
か
ら
四
千
人
の

選
手
が
集
ま
り
、

三
百
種
目
を
実
施
し
た
。

大
会
で
は
住
民
六
千
七
百
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
な
り
、
運
営
に
協
力
し
た
。
こ
の
と

き
、
全
米
に
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
都
市
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
」
の
名
が
広
ま
っ
た
。
ア

マ
チ
ユ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
招
致
と
並

行
し
て
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
本
部
事
務

局
を
も
迎
え
入
れ
た
。
市
内
の

一
等
地
に
あ

る
オ
フ
ィ
ス
を
無
料
で
提
供
す
る
と
い
う
も

の
で
、
日
本
で
も
実
現
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア

で
あ
る
。

団
体
の
本
部
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

や
情
報
が
集
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。
九
二
年

現
在
、
岡
市
に
は
全
米
体
育
協
会
、
国
際
野

球
協
会
な
ど
十
九
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
が

本
部
を
置
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
営
業
活
動
は
、

九

の
愛
称
に
地
域
名
を
入
れ
た
効
果
が
、
如
実
に
表
れ
て
い

る
。「
鹿
島
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
っ
た
」
が
七
二
%、

「
郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
五
七
%
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
開
幕
二
年
目
の
商
工
業
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
(
一
九
九
五
年
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
産
業
団
体

連
合
会
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
」
)
で
は
、
「
町
民
間
の
交
流
が
進
み

地
域
の
連
帯
が
増
し
た
」
と
い
う
回
答
が
八
二
%
と
高
い

数
字
に
な
っ
て
い
る
。
「
お
ら
が
チ

1
ム
、
ア
ン
ト
ラ

l

ズ
」
へ
の
サ
ボ
l
タ
l
の
思
い
は
、
世
代
や
職
業
の
壁
を

軽
々
と
超
え
て
、
住
民
同
士
の
仲
間
意
識
を
醸
成
し
た
こ

と
が
分
か
る
。

プ
ラ
ス
の
影
響
は
ま
だ
あ
る
。
「
暴
走
族
が
減
る
な
ど

地
域
の
青
少
年
に
良
い
影
響
が
あ
っ
た
」
が
八
八
%
。
九

割
近
い
人
々
が
高
い
評
価
を
し
て
い
る
。
暴
走
族
の
若
者

は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
へ
の
熱
狂
的
な

応
援
に
向
け
、
休
日
に
は
ア
ン
ト
ラ
l
ズ
の
練
習
場
や
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
サ
ッ
カ
ー
を
生
活
の

一
部
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

映
画
館
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
も
な
か
っ
た
地
域
に
、
若
者

が
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
チ
l
ム
が
生
ま
れ
、
余
暇

を
楽
し
め
る
場
所
が
で
き
た
。
長
年
の
地
域
の
課
題
で
あ

っ
た
若
者
の
流
出
に
対
し
て
、
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
住
民
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
に
も
関
心

が
高
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
の
チ

I
ム
が
続
々

と
誕
生
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ

1
ツ
へ
の
参
加
も

増
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
半
面
、
大
会
開
催
で
大
勢
の
サ
ボ

l
タ
l
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
や
騒
音
、
ゴ
ミ
問
題
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も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
相
当
な
も
の

で
、
こ
う
し
た
背
景
が
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
活
性
化
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
要
因
と
な
っ
た
。

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
会
場
と
な
っ
た
た
め
、

収
容
人
数
が

一
万
五
千
か
ら
二

・
八
倍
の
四
万
二
千
弱
と

大
規
模
な
ス
タ
ジ
ア
ム
に
改
築
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
満
員
だ
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
大
会
後
は
空
席
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
も
新
た
な
対
応

が
望
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

誌記語~0 2似・ 3月号

大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
手
始
め

に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
ア
リ
ー
ナ
(
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

ス
ク
エ
ア
・
ア
リ
ー
ナ
)
、
陸
上
競
技
場
、
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
ド
l
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
(
フ

l
ジ
1
・

ド
l
ム
)
な
ど
、
国
際
レ
ベ
ル
の
施
設
を
次
々
に
整
備
し

• 

て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
会
場
と
す
る
大

型
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
招
致

し
て
い
く
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
の
核
と
し
て
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
有
名
な
例
と
し
て
、
こ
こ
に
米
国

の
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
自
動
車

レ
l
ス
の
「
イ
ン
デ
ィ

5
0
0
」

で
知
ら
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ボ

リ
ス
は
、

一
九
六

0
年
代
の
前

半
、
主
要
産
業
だ
っ
た
自
動
車

産
業
の
下
請
け
業
が
衰
退
し
、

都
市
部
が
荒
廃
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
六

0
年
代
後
半
に
入
る
と
、

地
元
有
力
者
に
よ
る
「
大
イ
ン

デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
発
展
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

イ
ン
デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
は

製
薬
会
社
の
イ

1
ラ
イ
・
リ
リ

l
の
本
社
が
あ
り
、
住
民
の
健

康
増
進
へ
の
意
識
は
高
い
。
ま

た
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

(
N
B
A
)
の
イ
ン
デ
イ
ア

ナ
・
ベ
イ
サ
l
ズ
の
本
拠
地
で

インディアナ・コンベンションセンターとフ ジ ドームは一体となっている。コンベン
ションセンターは年250日間イベン トで使用される。スタ ジアムはアメリカンフットホー
ル、インディアナポリス・コルツの本拠地

一
九
八
三
年
に

U
S
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
全
米
か
ら
四
千
人
の

選
手
が
集
ま
り
、

三
百
種
目
を
実
施
し
た
。

大
会
で
は
住
民
六
千
七
百
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
な
り
、
運
営
に
協
力
し
た
。
こ
の
と

き
、
全
米
に
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
都
市
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
」
の
名
が
広
ま
っ
た
。
ア

マ
チ
ユ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
招
致
と
並

行
し
て
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
本
部
事
務

局
を
も
迎
え
入
れ
た
。
市
内
の

一
等
地
に
あ

る
オ
フ
ィ
ス
を
無
料
で
提
供
す
る
と
い
う
も

の
で
、
日
本
で
も
実
現
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア

で
あ
る
。

団
体
の
本
部
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

や
情
報
が
集
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。
九
二
年

現
在
、
岡
市
に
は
全
米
体
育
協
会
、
国
際
野

球
協
会
な
ど
十
九
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
が

本
部
を
置
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
営
業
活
動
は
、

九



スポーツとまち零時
人

O
年
に
設
立
さ
れ
た
非
営

利
法
人
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
・
ス

ポ
l
ツ
・
コ

l
ポ
レ

l
シ
ヨ

ン
が
担
当
し
て
い
る
。
非
営

利
組
織
と
は
い
え
、
職
員
は

イ
ベ
ン
ト
招
致
活
動
な
ど
、

そ
の
道
の
プ
ロ
が
行
っ
て
い

る
。
企
業
か
ら
の
寄
付
金
な

ど
で
運
営
し
、
市
民
は
会
員

と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
大
会
を
盛
り
上
げ
た
り
、

チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
で
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

事
業
の
目
的
は
四
つ
で
、
「
地
域
の
経
済
発
展
」
「
イ
ン

デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
国
内
的
・
国
際
的
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
」
「
市
民
生
活
の
質
の
向
上
」
「
若
者
の
雇
用
拡
大
」
と

明
快
。
施
設
と
い
う
ハ
ー
ド
に
魂
を
入
れ
る
の
は
、
こ
う

し
た
ソ
フ
ト
の
面
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
の
で
あ
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
が
こ
の
よ
う
に
魅
力
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
と
し
て
経
済
的
に
成
功
し
た
要
因
は
、

当
時
の
市
長
の
決
断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト
ラ
ー
は
そ

の
業
績
に
つ
い
て
「
市
長

一
人
で
こ
れ
ら
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
有
能
な
担
当
者
を
任
命
し
、
民
聞
か
ら
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
の
仕
事
で
あ
る
」
と
、
著
書

「地

域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
(
東
洋
経
済
新
報
社
)
で
指
摘

し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
な
ら
、

ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
超
保
守
的
な
体
質
を
改
め
る
こ
と

も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
理
事
会
な
ど
組
織
の

最
高
決
定
機
関
に
、
生
活
者
と
し
て
の
確
か
な

視
点
も
持
つ
有
能
な
女
性
や
、
時
代
の
流
れ
に

敏
感
な
若
い
世
代
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と

が
、
地
域
の
人
々
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
施
策
に

つ
な
が
る
は
ず
だ
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
事
務
方
の
重
要

性
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
役
所
的
な
事
務
処
理
能
力
だ
け
で
は
、
対

応
し
き
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
方
を
理
解
し
、
新
た
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
あ
ふ
れ
た
人
材
で
あ

る
。
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
場
・
米
国
の
大
学

で
学
ぶ
日
本
の
学
生
が
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
若
者
を
ど

し
ど
し
受
け
入
れ
る
こ
と
も
提
案
し
た
い
。

昨
今
、
自
治
体
が
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
税
金
を
有
効
に
使
う
と
い
う
面
か
ら

は
喜
ば
し
い
傾
向
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
は
経
済
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
文
化
と
い
う
も
う

一
つ
の
重
要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
も
、
常
に
念
頭
に
置
い

て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
難
し
い
が
取
り
組
み
が
い

の
あ
る
分
野
で
も
あ
る
こ
と
を
、
あ
え
て
強
調
し
て
お
く
。

地
域
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
老
若
男
女
、
国
籍
や

人
種
を
も
超
え
て
、
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
る
。
そ
し
て

地
域
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
の
訪
問

者
を
迎
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
と
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
」
「
試
合
を
す
る
」
「
応
援
す
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
親
し
み
ゃ

す
い
街
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

で
も
あ
る
。

締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

コ
ト
ラ
l
の
著
書
か
ら
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
し
て
、

.r親しみやすいまちjテスト 盟
① あなたのコミュニティーやまちにアクセスす

る主要な駅や飛行場に、ビジターセンターが

あるか。

②駅や飛行場などのアクセスポイン卜では、訪

問者が下記のような情報を得られるか。

(宿泊施設、旅行者ブース、ビ‘ジ.ュアルな情報、

イベントの予定、高齢者・外国人・家族連れ

などに対する特別な情報など)

③ タクシーやパス、航空会社の社員、保安・空

港の職員、予約の要員は公的な訓練を受けて

いるか。それらのサービスをチェ ックするシ

ステムはあるか。

④ ホテルでは室内のテレビにイベン卜や呼び物、

レストランやその他の情報を提供するチャン

ネルがあるか。

⑤訪問者ビジネスの専門組織や代理屈は、マー

ケティング活動に使用できる顧客のマーケテ

イングファイルを持っているか。

⑥ ホスピタリティー産業は、外国からの訪問者

の受入態勢を整えているか。

(言語、特別な興味、したほうが良い/しては

いけないリストなど)

⑦宿泊施設は訪問客のニーズに合っているか。

(価格帯、設備のサイズ、アクセスなど)

⑧ 名所、娯楽施設 (イベン卜、レクリ工ーショ

ン、中心街)へのアクセスや価格は適当か。

⑨ まちは訪問者を歓迎するサービスを十分に提

供しているか。

(営業時問、クレジットカード、言語、サイン、

交通、駐車場、公共サービスなど)

-出所:p.コ卜ラー他 [地域のマーケティング」
東洋経済新報社より抜粋
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スポーツとまち零時
人

O
年
に
設
立
さ
れ
た
非
営

利
法
人
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
・
ス

ポ
l
ツ
・
コ

l
ポ
レ

l
シ
ヨ

ン
が
担
当
し
て
い
る
。
非
営

利
組
織
と
は
い
え
、
職
員
は

イ
ベ
ン
ト
招
致
活
動
な
ど
、

そ
の
道
の
プ
ロ
が
行
っ
て
い

る
。
企
業
か
ら
の
寄
付
金
な

ど
で
運
営
し
、
市
民
は
会
員

と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
大
会
を
盛
り
上
げ
た
り
、

チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
で
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

事
業
の
目
的
は
四
つ
で
、
「
地
域
の
経
済
発
展
」
「
イ
ン

デ
イ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
国
内
的
・
国
際
的
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
」
「
市
民
生
活
の
質
の
向
上
」
「
若
者
の
雇
用
拡
大
」
と

明
快
。
施
設
と
い
う
ハ
ー
ド
に
魂
を
入
れ
る
の
は
、
こ
う

し
た
ソ
フ
ト
の
面
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
の
で
あ
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
が
こ
の
よ
う
に
魅
力
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
と
し
て
経
済
的
に
成
功
し
た
要
因
は
、

当
時
の
市
長
の
決
断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト
ラ
ー
は
そ

の
業
績
に
つ
い
て
「
市
長

一
人
で
こ
れ
ら
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
有
能
な
担
当
者
を
任
命
し
、
民
聞
か
ら
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
の
仕
事
で
あ
る
」
と
、
著
書

「地

域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
(
東
洋
経
済
新
報
社
)
で
指
摘

し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
な
ら
、

ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
超
保
守
的
な
体
質
を
改
め
る
こ
と

も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
理
事
会
な
ど
組
織
の

最
高
決
定
機
関
に
、
生
活
者
と
し
て
の
確
か
な

視
点
も
持
つ
有
能
な
女
性
や
、
時
代
の
流
れ
に

敏
感
な
若
い
世
代
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と

が
、
地
域
の
人
々
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
施
策
に

つ
な
が
る
は
ず
だ
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
事
務
方
の
重
要

性
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
役
所
的
な
事
務
処
理
能
力
だ
け
で
は
、
対

応
し
き
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
方
を
理
解
し
、
新
た
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
あ
ふ
れ
た
人
材
で
あ

る
。
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
場
・
米
国
の
大
学

で
学
ぶ
日
本
の
学
生
が
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
若
者
を
ど

し
ど
し
受
け
入
れ
る
こ
と
も
提
案
し
た
い
。

昨
今
、
自
治
体
が
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
税
金
を
有
効
に
使
う
と
い
う
面
か
ら

は
喜
ば
し
い
傾
向
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
は
経
済
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
文
化
と
い
う
も
う

一
つ
の
重
要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
も
、
常
に
念
頭
に
置
い

て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
難
し
い
が
取
り
組
み
が
い

の
あ
る
分
野
で
も
あ
る
こ
と
を
、
あ
え
て
強
調
し
て
お
く
。

地
域
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
老
若
男
女
、
国
籍
や

人
種
を
も
超
え
て
、
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
る
。
そ
し
て

地
域
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
の
訪
問

者
を
迎
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
と
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
」
「
試
合
を
す
る
」
「
応
援
す
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
親
し
み
ゃ

す
い
街
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

で
も
あ
る
。

締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

コ
ト
ラ
l
の
著
書
か
ら
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
し
て
、

.r親しみやすいまちjテスト 盟
① あなたのコミュニティーやまちにアクセスす

る主要な駅や飛行場に、ビジターセンターが

あるか。

②駅や飛行場などのアクセスポイン卜では、訪

問者が下記のような情報を得られるか。

(宿泊施設、旅行者ブース、ビ‘ジ.ュアルな情報、

イベントの予定、高齢者・外国人・家族連れ

などに対する特別な情報など)

③ タクシーやパス、航空会社の社員、保安・空

港の職員、予約の要員は公的な訓練を受けて

いるか。それらのサービスをチェ ックするシ

ステムはあるか。

④ ホテルでは室内のテレビにイベン卜や呼び物、

レストランやその他の情報を提供するチャン

ネルがあるか。

⑤訪問者ビジネスの専門組織や代理屈は、マー

ケティング活動に使用できる顧客のマーケテ

イングファイルを持っているか。

⑥ ホスピタリティー産業は、外国からの訪問者

の受入態勢を整えているか。

(言語、特別な興味、したほうが良い/しては

いけないリストなど)

⑦宿泊施設は訪問客のニーズに合っているか。

(価格帯、設備のサイズ、アクセスなど)

⑧ 名所、娯楽施設 (イベン卜、レクリ工ーショ

ン、中心街)へのアクセスや価格は適当か。

⑨ まちは訪問者を歓迎するサービスを十分に提

供しているか。

(営業時問、クレジットカード、言語、サイン、

交通、駐車場、公共サービスなど)

-出所:p.コ卜ラー他 [地域のマーケティング」
東洋経済新報社より抜粋
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ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち。
福
島
大
学

ス
ポ
ー
ツ
ユ
-

ー

l
地
方
国
立
大
学
の
生
き
残
り
図
る

大
学
は
、
教
育
、
研
究
、
地
域
貢
献
と
い
う
三
つ
の
大

き
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
使
命
は
三
位

一
体

で
あ
り
、
互
い
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
り
わ

け
、
地
方
の
国
立
大
学
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
四
月
か
ら
の

国
立
大
学
法
人
化
を
前
に
、
地
域
へ
の
積
極
的
な
貢
献
が

社
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
お
り
、
「
地
域
貢
献
」
は
新
生
国

立
大
学
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
切
り
札
で
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
そ
う
し
た
「
地
域

貢
献
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
の
分
野
に
お
い
て
組
織
的

に
行
う
窓
口
と
し
て
、
平
成
十
三
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
。

土

地
元
巻
き
込
み
ユ
ニ
オ
ン
を
組
織

福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
大
学
の
教
官
だ
け

で
は
な
く
、
学
生
や
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
地
元
の
教
育
、

医
療
、
民
間
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
が
ス
ポ

ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
ま
り
、
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
個
々
の
研
究
や
人
的
資
源
を
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
す

る
人
材
と
し
て
卒
業
生
を
雇
用
し
、
学
生
主
体
の
組
織

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ

l
シ
ヨ

(
A
C
A
ご
と
の
二
人
三
脚
で
事
業
を
推
進
す
る
と

い
っ
た
体
制
を
整
え
た
。
つ
ま
り
、
学
生
が
教
官
の
お
手

伝
い
を
す
る
と
い
っ
た
補
助
的
な
関
係
で
は
な
く
、
学
生

も
教
官
も
と
も
に
会
員
の

一
人
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

か
か
わ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。

ン
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
欧

米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
お
い

て
先
行
事
例
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
先
駆

的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
文
字

通
り
、
羅
針
盤
な
き
手
探
り
の

船
出
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

実

際
に
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
反

響
も
大
き
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
依

頼
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
、
福
島
県
富
岡
町
と
の

共
同
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し

た
し

-

ム

競
技
力
向
上
な
ど
へ
富
岡
町
と
共
同
研
究

富
岡
町
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

阿
武
隈
山
地
と
太
平
洋
と
の
間
に
広
が
る
人
口
約

一
万
六

千
人
の
町
で
あ
る
。
「
合
宿
の
里
と
み
お
か
」
と
い
っ
た

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
示
す
よ
う
に
、
以
前
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
が
盛
ん
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
、
行
財
政
改
革
、
地
方
分
権
な
ど
社
会
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
期
待
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
住
民
の
多
様
な
ニ

1
ズ
に
い
か

に
応
え
る
か
、
町
全
体
に
活
気
が
出
る
よ
う
な
施
設
の
使

い
道
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
ど
う
す

れ
ば
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
子
ど
も
の
体
力
低

下
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
脆
弱
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
有
効
な
対
策
は
何
か
、
な

ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
。

こ
の
よ
、
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
や
健

康
に
関
連
す
る
分
野
は
極
め

て
広
範
囲
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

行
政
の
任
務
と
し
て
、
横
断

的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
展

開
す
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

平
成
十
四
年
三
月、

富
岡

町
と
福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ

ニ
オ
ン
と
の
間
で
協
定
式
が

行
わ
れ
、
健
康
の
維
持
増
進
、

競
技
力
の
向
上
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設

献

福
島
大
学
教
育
学
部

教
授

・

黒
須

売

C
U
M刊
陪

町
ゆ
問

問

MZ

C
M
H
U
ベポ

山
間

Z

M

開

W

翻
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福島大学スポーツユニオンのパンフレッ卜
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ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち。
福
島
大
学

ス
ポ
ー
ツ
ユ
-

ー

l
地
方
国
立
大
学
の
生
き
残
り
図
る

大
学
は
、
教
育
、
研
究
、
地
域
貢
献
と
い
う
三
つ
の
大

き
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
使
命
は
三
位

一
体

で
あ
り
、
互
い
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
り
わ

け
、
地
方
の
国
立
大
学
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
四
月
か
ら
の

国
立
大
学
法
人
化
を
前
に
、
地
域
へ
の
積
極
的
な
貢
献
が

社
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
お
り
、
「
地
域
貢
献
」
は
新
生
国

立
大
学
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
切
り
札
で
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
そ
う
し
た
「
地
域

貢
献
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
の
分
野
に
お
い
て
組
織
的

に
行
う
窓
口
と
し
て
、
平
成
十
三
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
。

土

地
元
巻
き
込
み
ユ
ニ
オ
ン
を
組
織

福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
大
学
の
教
官
だ
け

で
は
な
く
、
学
生
や
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
地
元
の
教
育
、

医
療
、
民
間
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
が
ス
ポ

ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
ま
り
、
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
個
々
の
研
究
や
人
的
資
源
を
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
す

る
人
材
と
し
て
卒
業
生
を
雇
用
し
、
学
生
主
体
の
組
織

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ

l
シ
ヨ

(
A
C
A
ご
と
の
二
人
三
脚
で
事
業
を
推
進
す
る
と

い
っ
た
体
制
を
整
え
た
。
つ
ま
り
、
学
生
が
教
官
の
お
手

伝
い
を
す
る
と
い
っ
た
補
助
的
な
関
係
で
は
な
く
、
学
生

も
教
官
も
と
も
に
会
員
の

一
人
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

か
か
わ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。

ン
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
欧

米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
お
い

て
先
行
事
例
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
先
駆

的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
文
字

通
り
、
羅
針
盤
な
き
手
探
り
の

船
出
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

実

際
に
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
反

響
も
大
き
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
依

頼
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
、
福
島
県
富
岡
町
と
の

共
同
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し

た
し

-

ム

競
技
力
向
上
な
ど
へ
富
岡
町
と
共
同
研
究

富
岡
町
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

阿
武
隈
山
地
と
太
平
洋
と
の
間
に
広
が
る
人
口
約

一
万
六

千
人
の
町
で
あ
る
。
「
合
宿
の
里
と
み
お
か
」
と
い
っ
た

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
示
す
よ
う
に
、
以
前
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
が
盛
ん
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
、
行
財
政
改
革
、
地
方
分
権
な
ど
社
会
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
期
待
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
住
民
の
多
様
な
ニ

1
ズ
に
い
か

に
応
え
る
か
、
町
全
体
に
活
気
が
出
る
よ
う
な
施
設
の
使

い
道
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
ど
う
す

れ
ば
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
子
ど
も
の
体
力
低

下
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
脆
弱
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
有
効
な
対
策
は
何
か
、
な

ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
。

こ
の
よ
、
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
や
健

康
に
関
連
す
る
分
野
は
極
め

て
広
範
囲
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

行
政
の
任
務
と
し
て
、
横
断

的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
展

開
す
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

平
成
十
四
年
三
月、

富
岡

町
と
福
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ユ

ニ
オ
ン
と
の
間
で
協
定
式
が

行
わ
れ
、
健
康
の
維
持
増
進
、

競
技
力
の
向
上
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設

献
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スポーツとまち零時
と
い
っ
た
三
つ
の
柱
を
中
心
と
し
た

共
同
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
た
(
下
写
真
参
照
)
。

平
成
十
四
年
度
は
、
富
岡
町
の
住

民
を
対
象
と
し
た
住
民
参
加
型
の
健

康
教
室
を
開
催
し
、

実
施
前
と
実
施

後
の
体
力
測
定
や
運
動
中
の
生
体
反

応
を
測
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

の
有
無
を
検
証
し
た
。
ま
た
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
運
動
比
較
観
察

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
の
競
技
者

を
対
象
に
フ
ォ
ー
ム
分
析
を
行
い
、
改
善
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
付
け
て
本
人
に
送
付
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
住
民
主
体
で
運
営
す
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、
勉
強
会
や
検

討
会
を
重
ね
、
十
五
年
三
月
に
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
た
。

十
五
年
度
は
、
前
年
度
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

幼
児
や
小
学
生
の
体
力
・
運
動
能
力
の
測
定
・
評
価
と
そ

の
改
善
に
至
る
広
い
年
齢
層
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
な

ど
を
重
点
項
目
に
掲
げ
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、

十
五
年
度
か
ら
は
、
本
学
の
卒
業
生
が
富
岡
町
と
ス
ポ
ー

ツ
ユ
ニ
オ
ン
と
の
共
同
研
究
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、

富
岡
町
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

土

地
域
を
ど
う
変
え
た
か

現
段
階
で
は
具
体
的
な
数
値
に
よ
る
評
価
は
難
し
い

が
、
こ
う
し
た
共
同
研
究
を
通
し
て
、
住
民
や
行
政
、
そ

し
て
大
学
が
、
従
来
の
在
り
方
や
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

真
に
子
ど
も
た
ち
ゃ
地
域
住
民
の
ニ

l
ズ
に
合
っ
た
ス
ポ

~ 
富岡町と福島太学スポーツユエオンは、ここに協定を結び、

2 1世紀に生きる子供たちゃ地峻住民が、より雫 L<、よ町

活動的になる上うな充実したスポーツ環境目整備のために

1[， 、に協力して取り組むことに合意する.

@ 

福島大学スポーツユニオン

t・.，
.定打喝体的内曾に'ヲい"o;;t.l..M'rlU守b~会と 3鹿島たそ...>f!'ーヴ.， 司t:-'f)!lIH.::お

いて をの""倒別にプUジ2タトとして"こし."..を倹割uの.t.l・2‘するニとと
する

ー
ツ
環
境
の
定
着

に
向
け
、
自
ら
変

わ
ろ
う
と
動
き
始

め
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
評
価
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

1量

福島大学スポーツユニオンと富岡町とで
交わされた協定書

理事畏佐藤

平成 14年3月5日

ま

ず

一
点

目

に
、
組
織
や
団
体

の
壁
が
低
く
な
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
共
同
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
科
学
的
な
分
析
結

果
や
デ

1
タ
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着

く
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々
や
組
織
が
顔
を
合
わ
せ
、
「
わ

が
町
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
っ
た
共
通
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
、

お
互
い
に
意
見
を
交
換
す
る
場
が
増
え
た
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
は
、
町
民
福
祉
課
や
生
涯
学
習
課
と
い
っ
た
他

の
部
局
と
の
壁
が
低
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
既
存
の
部

局
の
枠
を
越
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
を
編
成
し
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
テ
l
マ
と
し
た

連
携
事
業
が
提
案
さ
れ
、
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

三
点
目
は
、

学
校
の
壁
が
低
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
の
子
供
た
ち
は
遊
び
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

身
に
付
け
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
動
き
そ
の
も
の
が
未

熟
・
未
発
達
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、

富
岡
町
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
子
供
た
ち
ゃ
教

員
を
対
象
に
、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
心
と
体
の
体
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

学
校
の
枠
を
越
え
た
交
流
は
、
や
が
て
家
庭、

学
校
、
地

域
の
三
者
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
す
る
可
能
性
も
持
つ

描島県富岡町

町畏 遠藤

て
い
る
。

四
点
目
は
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
敷
居
が
低
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
と
か
く
種
目
や
団
体
、

学
校
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
枠
の
中
で
活
動
す
る
と
い
っ
た

ス
タ
イ
ル
が
主
流
を
占
め
、
地
域
住
民
の
誰
も
が
生
涯
に

わ
た
り
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

普
段、

ス
ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
の
生
活
を
し
て
い
る
人
の
中
に
も
、

潜
在
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
意
外

に
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
な
か
な
か
き
っ
か
け
が
つ
か
め

ず
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
さ
く
ら
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
設
立
後

一
年
を
経
過
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
六
百
人
を
超
え
、
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

'
'
一
担
い
手
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が

4
司
-
問
わ
れ
る
時
代
に

地
域
の
誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
環
境
が
整
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
増
大
だ
け
で

は
な
く
、

生
活
の
質
の
向
上
や
医
療
費
の
削
減
、

高
齢
者

の
触
れ
合
い
の
場
の
提
供
や
経
済
効
果
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
な
成
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
、

家
族
、
地
域
の
き
ず
な

が
生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
が
促
進
さ

れ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
・
介
護
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
波
及
効
果
も
期

待
で
き
、
協
働
・
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
は
、

学
校
も
含
め
、
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
支
え
て

い
こ
う
と
い

っ
た
担
い
手
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が
問
わ

れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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供
た
ち
ゃ
教

員
を
対
象
に
、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
心
と
体
の
体
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

学
校
の
枠
を
越
え
た
交
流
は
、
や
が
て
家
庭、

学
校
、
地

域
の
三
者
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
す
る
可
能
性
も
持
つ

描島県富岡町

町畏 遠藤

て
い
る
。

四
点
目
は
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
敷
居
が
低
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
と
か
く
種
目
や
団
体
、

学
校
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
枠
の
中
で
活
動
す
る
と
い
っ
た

ス
タ
イ
ル
が
主
流
を
占
め
、
地
域
住
民
の
誰
も
が
生
涯
に

わ
た
り
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

普
段、

ス
ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
の
生
活
を
し
て
い
る
人
の
中
に
も
、

潜
在
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
意
外

に
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
な
か
な
か
き
っ
か
け
が
つ
か
め

ず
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
さ
く
ら
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
設
立
後

一
年
を
経
過
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
六
百
人
を
超
え
、
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

'
'
一
担
い
手
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が

4
司
-
問
わ
れ
る
時
代
に

地
域
の
誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
環
境
が
整
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
増
大
だ
け
で

は
な
く
、

生
活
の
質
の
向
上
や
医
療
費
の
削
減
、

高
齢
者

の
触
れ
合
い
の
場
の
提
供
や
経
済
効
果
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
な
成
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
、

家
族
、
地
域
の
き
ず
な

が
生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
が
促
進
さ

れ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
・
介
護
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
波
及
効
果
も
期

待
で
き
、
協
働
・
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
は
、

学
校
も
含
め
、
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
支
え
て

い
こ
う
と
い

っ
た
担
い
手
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が
問
わ

れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

e 
栃
木
県
日
光
市

企

ス
ポ
ー
ツ
か
S

民
ス
ポ
ー
ツ
ヘ

ー

l
廃
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
市
民
が
蘇
生

日
光
市
は
、
国
立
公
園
の
指
定
(
昭
和
九
年
)
、
東
照

宮
な
ど
社
寺
の
世
界
遺
産
登
録
(
平
成
十

一
年
)
を
経
て
、

今
年
は
市
制
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
「
N
I
K
K

O
-
-
S
N
I
F
F
O
N
」
を
掲
げ
観
光
立
市
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。
H
C
日
光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
も
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
冬
季
観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

'
F
一
四
万
人
が
署
名
し

・

」

日
本
初
の
市
民
ク
ラ
ブ
チ

l
ム
が
誕
生

九
0
年
代
の
後
半
、
不
況
の
た
め
企
業
ス
ポ
ー
ツ
の
縮

小
・
廃
部
が
相
次
ぐ
中
、
創
部
七
十
三
年
の
古
豪
の
古
河

電
工
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
も
廃
部
の
道
を
た
ど
っ
た
。
そ

の
古
河
電
工
を
前
身
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
H
C
日
光

ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
。
平
成
十

一
年
八
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

そ
の
誕
生
は
、
日
光
の
ま
ち
と
人
が
実
現
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
日
光
に
と
っ
て
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
「
文
化
」

と
言

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
週
末
に
は
大
人
も
子
供
も
リ

ン
ク
に
足
を
運
び
、
選
手
の
プ
レ

l
に
熱
く
な
り
、
時
に

は
野
次
も
飛
ば
し
た
り
し
て
サ
ボ

l
タ
l
が
思
い
思
い
に

伺
日
光
ア
イ
ス
バ

ッ
ク
ス
と
ち
ぎ

取
締
役
社
長
/
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー• 荒
械
啓
介

試
合
を
楽
し
む
。
子
供
た
ち
は
大
好
き
な
選
手
の
プ
レ
ー

に
目
を
輝
か
せ
る
。
観
る
喜
び
ゃ
参
加
す
る
喜
び
を
味
わ

う
。
そ
ん
な
熱
き
サ
ボ

l
タ
ー
た
ち
が
署
名
運
動
を
開
始

し
て
集
め
た
四
万
人
の
署
名
を
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連

県
な
ど
に
提
出
し
た
の
が
、

H
C
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
の
始

ま
り
だ
っ
た
。

フ
ァ
ン
の
熱
い
思
い
は
日
光
市
や
栃
木
県
を
も
動
か

し
、
そ
の
姿
に
賛
同
し
た
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ン
サ
ー
も

一

緒
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
人
が
支
え
る

日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
界
初
の
市
民
ク
ラ
ブ
チ

l
ム
の
誕

生
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
行
政
な
ど
の
協
力
も
得
る
こ
と

と
な
る
。

チ
ー
ム
カ
ラ
l
は
、
白
、
オ
レ
ン
ジ
、

黒
で
、
そ
れ
ぞ

れ
ア
イ
ス
リ
ン
ク
、
日
光
の
紅
葉
・
情
熱
、
強
さ
を
表
現

し
て
い
る
。

な
お
、
パ
ッ
ク
ス
は
日
光
に
生
息
す
る
鹿
の
こ
と
。

ヱ

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
地
場
貢
献
へ

日
光
市
を
中
心
に
栃
木
県
で
活
動
を
し
て
い
る

H
C
日

光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
は
、
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
る
ア
イ

10 

ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
い
か
に
県
内
を
は
じ
め

近
県
に
広
め
、
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
か

に
、
挑
戦
・
努
力
を
し
て
い
る
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
楽

し
さ
・
面
白
さ
を
多
く
の
市
民
・
県
民
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
な
ど
を
経
験
す
る
機
会
や
試
合

観
戦
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
理
解
を
得
て
い
る
。

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
競
技
人
口
・
底
辺
の
拡
大
と
い
う
も

の
に
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
競
技
人
口

が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
の
関
心
・
注
目
が
集

ま
る
こ
と
に
な
り
、
人
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
「
企
業
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
県

民
ス
ポ
ー
ツ
へ
」
を
目
指
し
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ

日
光
が
発
信
源
と
な
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
本
州
の

雄
と
い
わ
れ
た
時
代
を
再
び
復
活
さ
せ
た
い
。

地
域
・
地
元
に
根
付
き
愛
さ
れ
る
チ

l
ム
づ
く
り
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
役
割

は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
大
き

な
希
望
を
抱
い
て
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
市
民
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
し
て
自
立
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

欧
米
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
後
進
国
の
日
本
で

一
つ
の
競
技

を
存
在
さ
せ
経
営
し
て
い
く
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
地
域
貢
献
と
地
域
社
会
に
贈
る
最
高
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
ま
た
、
青
少

年
の
育
成
や
犯
罪
防
止
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
の
位
置
付
け
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
い

ち
早
く
方
向
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界

の
文
化
の
発
展
と
な
る
の
で
あ
る
。

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
は
あ

2∞4・3月号迎政~~
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部
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部
の
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っ
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日
光
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が
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、
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「
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と
言
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プ
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連
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に
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、
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の
市
民
ク
ラ
ブ
チ

l
ム
の
誕

生
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
行
政
な
ど
の
協
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と
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。
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。
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メ
ン
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
ま
た
、
青
少

年
の
育
成
や
犯
罪
防
止
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
の
位
置
付
け
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
い

ち
早
く
方
向
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界

の
文
化
の
発
展
と
な
る
の
で
あ
る
。

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
は
あ

2∞4・3月号迎政~~



スポーツとまち『特集

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
が
単
に
企

業
な
ど
の
部
活
動
の
中
だ
け
で
歩
ん
で
い
く
も
の
で
な

く
、
そ
の
地
域
に
よ
り
早
く
な
じ
み
市
民
ク
ラ
ブ
チ

l
ム

と
し
て
夢
・
感
動
を
伝
え
、
そ
の
大
切
さ
・
素
晴
し
さ
を

築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

に
よ
っ
て
経
営
を
圧
迫
し
、
存
続
を

危
う
く
き
せ
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た

い
の
で
あ
る
。
「
継
続
は
力
な
り
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
今
は
チ

ー
ム
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
優
先

で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
向
上
へ
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

-
ム

不
可
欠
な
財
源
の
確
保

チ
ー
ム
発
足
か
ら
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

H
C
日

光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
は
順
調
に
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
存
続
さ
せ
る
に
は
安
定
し
た
経
営
が
も
っ
と
も
必
要

で
あ
る
。

'
F
一
ジ
ュ
ニ
ア
チ

l
ム

4
司
一
発
足
を
計
画

当
ク
ラ
ブ
の
使
命
の

一
つ
が
、
子

供
た
ち
に
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

度かどし求.現け精不めがくムでい立なの
のしかがめ状れ鋭可に必り・以につ方数ア
選、しでるでばで欠は要上;強上感てに、イ
手結さきフあな試で財だけい γ 謝い支観ス
確果がずァりら合あ源がてチ三しるえ客ホ
保をあにン、なにるの、い l腕、 。ら動ツ
求るいへ結い臨 。確そくムつこそれ 員 ケ
補め 。るお果のま少保のこをチれの成を l
強過しも返をがな数がたとつ l ま思り 誇 界

つで
ては
いダ
るン
当 ト
クツ
ラの
ブ人
は気

ろフ
しミ ア

ろン

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
技
術
を
伝
え
、
指

導
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
と
り
も

な
お
さ
ず
地
域
へ
の
波
及
効
果
の
力
と

な
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
四
年
前
か
ら

サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
全
国
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に

一
週
間
単

位
で
指
導
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

今
年

度
か
ら
は
そ
れ
を

一
歩
進
め
、
ジ
ュ
ニ

ア
チ
l
ム
の
発
足
を
勧
め
て
い
る
。

し
か
し
、
今
す
ぐ
に
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ケ
ー
ト
の
盛
ん
な

日
光
で
も
選
手

(子
供
)
の
競
技
人
口

が
減
り
、
そ
の
確
保
が
大
変
難
し
い
の

が
現
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
段

階
と
し
て
コ

l
チ
派
遣
と
い
う
形
で
ス

試合風景

サマーキャンプ

タ
l
ト
し
た
い
。
地
域
の
現
状
を
踏

ま
え
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
、

現
在
の
指
導
者
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
近
い
将
来
ク

ラ
ブ
が
理
想
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
組
織
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
か
ら

だ
。
子
供
の
確
保
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
育
成
す
る
う
え
で

一
貫
性

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
せ
て
い

き
た
い
。
い
ず
れ
ク
ラ
ブ
で
育
ち
、

ト
ッ
プ
リ
l
グ
で
プ
レ
ー
を
し
、
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
で
き
る
選
手
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
輩
出
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

ヱ

競
按
か
ら
文
化
へ

近
い
将
来
、

H
C
日
光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
が
日
本
の
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
界
を
リ
ー
ド
し
、
現
在
の
四
チ

l
ム
か
ら

も
っ
と
チ

l
ム
が
増
え
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
る
こ
と
が
、

当

ク
ラ
ブ
が
地
域
と
密
着

・
融
合
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
文
化
へ
」
を

理
念
と
し
、
栃
木
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

一
隅
を
照
ら
す
の
だ
。

最
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
多
大
な
る
ご
協
力
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
創
り
あ
げ
、
日
本
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
活
性

さ
せ
て
い
き
た
い
。
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スポーツとまち『特集

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
が
単
に
企

業
な
ど
の
部
活
動
の
中
だ
け
で
歩
ん
で
い
く
も
の
で
な

く
、
そ
の
地
域
に
よ
り
早
く
な
じ
み
市
民
ク
ラ
ブ
チ

l
ム

と
し
て
夢
・
感
動
を
伝
え
、
そ
の
大
切
さ
・
素
晴
し
さ
を

築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

に
よ
っ
て
経
営
を
圧
迫
し
、
存
続
を

危
う
く
き
せ
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た

い
の
で
あ
る
。
「
継
続
は
力
な
り
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
今
は
チ

ー
ム
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
優
先

で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
向
上
へ
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

-
ム

不
可
欠
な
財
源
の
確
保

チ
ー
ム
発
足
か
ら
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

H
C
日

光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
は
順
調
に
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
存
続
さ
せ
る
に
は
安
定
し
た
経
営
が
も
っ
と
も
必
要

で
あ
る
。

'
F
一
ジ
ュ
ニ
ア
チ

l
ム

4
司
一
発
足
を
計
画

当
ク
ラ
ブ
の
使
命
の

一
つ
が
、
子

供
た
ち
に
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

度かどし求.現け精不めがくムでい立なの
のしかがめ状れ鋭可に必り・以につ方数ア
選、しでるでばで欠は要上;強上感てに、イ
手結さきフあな試で財だけい γ 謝い支観ス
確果がずァりら合あ源がてチ三しるえ客ホ
保をあにン、なにるの、い l腕、 。ら動ツ
求るいへ結い臨 。確そくムつこそれ 員 ケ
補め 。るお果のま少保のこをチれの成を l
強過しも返をがな数がたとつ l ま思り 誇 界

つで
ては
いダ
るン
当 ト
クツ
ラの
ブ人
は気

ろフ
しミ ア

ろン

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
技
術
を
伝
え
、
指

導
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
と
り
も

な
お
さ
ず
地
域
へ
の
波
及
効
果
の
力
と

な
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
四
年
前
か
ら

サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
全
国
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に

一
週
間
単

位
で
指
導
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

今
年

度
か
ら
は
そ
れ
を

一
歩
進
め
、
ジ
ュ
ニ

ア
チ
l
ム
の
発
足
を
勧
め
て
い
る
。

し
か
し
、
今
す
ぐ
に
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ケ
ー
ト
の
盛
ん
な

日
光
で
も
選
手

(子
供
)
の
競
技
人
口

が
減
り
、
そ
の
確
保
が
大
変
難
し
い
の

が
現
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
段

階
と
し
て
コ

l
チ
派
遣
と
い
う
形
で
ス

試合風景

サマーキャンプ

タ
l
ト
し
た
い
。
地
域
の
現
状
を
踏

ま
え
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
、

現
在
の
指
導
者
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
近
い
将
来
ク

ラ
ブ
が
理
想
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
組
織
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
か
ら

だ
。
子
供
の
確
保
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
育
成
す
る
う
え
で

一
貫
性

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
せ
て
い

き
た
い
。
い
ず
れ
ク
ラ
ブ
で
育
ち
、

ト
ッ
プ
リ
l
グ
で
プ
レ
ー
を
し
、
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
で
き
る
選
手
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
輩
出
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

ヱ

競
按
か
ら
文
化
へ

近
い
将
来
、

H
C
日
光
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
ス
が
日
本
の
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
界
を
リ
ー
ド
し
、
現
在
の
四
チ

l
ム
か
ら

も
っ
と
チ

l
ム
が
増
え
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
る
こ
と
が
、

当

ク
ラ
ブ
が
地
域
と
密
着

・
融
合
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
文
化
へ
」
を

理
念
と
し
、
栃
木
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

一
隅
を
照
ら
す
の
だ
。

最
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
多
大
な
る
ご
協
力
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
創
り
あ
げ
、
日
本
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
活
性

さ
せ
て
い
き
た
い
。
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特
集

--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

@ 

茨
織
県
大
洋
村

ー

l
高
齢
化
率
お
%
の
村
が

私
た
ち
の
大
洋
村
は
人
口
約

一
万
二
千
人
の
純
農
村
地

域
で
あ
る
。
東
に
太
平
洋
、
西
に
霞
ヶ
浦
水
系
の
北
浦
を

擁
し
、
自
然
環
境
に
す
こ
ぶ
る
恵
ま
れ
て
い
る
村
で
あ
る
。

歴
史
的
に
も
か
な
り
古
く
か
ら
人
々
が
居
住
し、

「
常
陸

風
土
記
」
に
も
そ
の
当
時
の
祖
先
の
生
活
の
営
み
が
著
さ

れ
て
い
る
。

ヱ

首
都
圏
か
ら
の
移
住
で
高
齢
化
率
上
昇

本
村
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
近
年
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
だ
。
自
然
増
に
加
え
て
、
首
都
圏
か
ら
移

住
者
が
増
え
、
今
や
高
齢
化
率
は
二
八
%
を
超
え
る
高
い

値
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
が
十
五
年
後
、
十
六
年

後
に
な
る
で
あ
ろ
う
人
口
の
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次
の
テ
l
マ
を
掲
げ
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
、
高
齢
者
を
健
康
に
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
や
介
護

費
を
抑
制
す
る
こ
と

二
、
健
康
づ
く
り
を
テ
l
マ
と
し
て
、
在
来
村
民
と
移

住
村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る

こ
と

"
一
元
気
出
前
教
室
“

茨
城
県
大
洋
村

村長

・

石
津
政
雄

本
稿
で
は
、
以
上
の
テ
l
マ
に
よ
る
具
体
的
な
施
策
、

実
践
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ヱ

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
進
め
方
が
あ

る
。
環
境
問
題
、
食
・
栄
養
の
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
的

問
題
、
精
神
的
問
題
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
大
洋

村
で
は
栄
養
と
ス
ポ

ー
ツ
医
学
的
な
而
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
毎

日
の
食
生
活
を
改
善

す
る
こ
と
、
日
常
的

な
生
活
の
中
に
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
果
を
狙

う
と
い
う
や
り
方
で

あ
る
。
特
に
運
動
や

12 

とつぶ ・さんて大洋

ス
ポ
ー
ツ
を
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
、
科
学
的
な
根
拠
が
求

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
健
康
文
化
に
よ
る
村
づ

く
り
」
の
名
の
下
で
、
関
係
す
る
諸
研
究
機
関
と
連
携
し

て
社
会
科
学
的
方
法
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
的
方
法
を
用
い
た

研
究
や
実
践
に
力
を
注
い
で
き
た
。

土

地
域
を
巻
き
込
む

村
民
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
の
ス
キ
l
ム
と
し
て
は
、

家
庭
、
集
落
(
二
十
八
地
域
)
、
健
康
づ
く
り
の
基
地

(
「
と
つ
ぶ

・
さ
ん
て
大
洋
」
)
の
三
層
を
考
え
た
。
つ
ま

り
、
ま
ず
家
庭
単
位
で
食
事
の
改
善
や
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
で
あ
る
。
次
に
集
落
の
人
々
が
年
齢
・
性
別
の
関
係

な
く
、
公
民
館
や
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
お
互
い
の

触
れ
合
い
の
中
で
運
動
を
実
践
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
健
康
増
進
施
設
"
と
つ

ぶ

・
さ
ん
て
大
洋
“
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
指
導
の
下
で
、
組
織
的
・
機
動
的
に
運
動
を
実
施
し
、

そ
の
効
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、
さ
ん
て
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
健
康
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
た
展
開
の
目
的
は
、

一
般
に
は
生
活
習
慣
病
の

根
絶
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
寝
た
き
り
ゼ
ロ
、
若
年
者
に

は
健
康
的
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
て
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
高
齢
者
が
も
っ
と
も
避
け
た
い
も
の
は
「
寝
た

き
り
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
年
齢
層
に
必
要
と
思
わ

れ
る
テ
l
マ
を
掲
げ
て
具
体
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

ヱ

2
2た
き
り
ゼ
口
作
戦
か

本
村
の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
も
の
は
生
活
機

能
の
維
持
増
進
と
疾
病
予
防
で
あ
る
が
、
高
齢
者
の
寝
た

j誕漏総量B 2004・3月号

特
集

--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

@ 

茨
織
県
大
洋
村

ー

l
高
齢
化
率
お
%
の
村
が

私
た
ち
の
大
洋
村
は
人
口
約

一
万
二
千
人
の
純
農
村
地

域
で
あ
る
。
東
に
太
平
洋
、
西
に
霞
ヶ
浦
水
系
の
北
浦
を

擁
し
、
自
然
環
境
に
す
こ
ぶ
る
恵
ま
れ
て
い
る
村
で
あ
る
。

歴
史
的
に
も
か
な
り
古
く
か
ら
人
々
が
居
住
し、

「
常
陸

風
土
記
」
に
も
そ
の
当
時
の
祖
先
の
生
活
の
営
み
が
著
さ

れ
て
い
る
。

ヱ

首
都
圏
か
ら
の
移
住
で
高
齢
化
率
上
昇

本
村
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
近
年
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
だ
。
自
然
増
に
加
え
て
、
首
都
圏
か
ら
移

住
者
が
増
え
、
今
や
高
齢
化
率
は
二
八
%
を
超
え
る
高
い

値
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
が
十
五
年
後
、
十
六
年

後
に
な
る
で
あ
ろ
う
人
口
の
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
次
の
テ
l
マ
を
掲
げ
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
、
高
齢
者
を
健
康
に
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
や
介
護

費
を
抑
制
す
る
こ
と

二
、
健
康
づ
く
り
を
テ
l
マ
と
し
て
、
在
来
村
民
と
移

住
村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る

こ
と

"
一
元
気
出
前
教
室
“

茨
城
県
大
洋
村

村長

・

石
津
政
雄

本
稿
で
は
、
以
上
の
テ
l
マ
に
よ
る
具
体
的
な
施
策
、

実
践
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ヱ

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
進
め
方
が
あ

る
。
環
境
問
題
、
食
・
栄
養
の
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
的

問
題
、
精
神
的
問
題
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
大
洋

村
で
は
栄
養
と
ス
ポ

ー
ツ
医
学
的
な
而
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
毎

日
の
食
生
活
を
改
善

す
る
こ
と
、
日
常
的

な
生
活
の
中
に
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
果
を
狙

う
と
い
う
や
り
方
で

あ
る
。
特
に
運
動
や
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とつぶ ・さんて大洋

ス
ポ
ー
ツ
を
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
、
科
学
的
な
根
拠
が
求

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
健
康
文
化
に
よ
る
村
づ

く
り
」
の
名
の
下
で
、
関
係
す
る
諸
研
究
機
関
と
連
携
し

て
社
会
科
学
的
方
法
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
的
方
法
を
用
い
た

研
究
や
実
践
に
力
を
注
い
で
き
た
。

土

地
域
を
巻
き
込
む

村
民
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
の
ス
キ
l
ム
と
し
て
は
、

家
庭
、
集
落
(
二
十
八
地
域
)
、
健
康
づ
く
り
の
基
地

(
「
と
つ
ぶ

・
さ
ん
て
大
洋
」
)
の
三
層
を
考
え
た
。
つ
ま

り
、
ま
ず
家
庭
単
位
で
食
事
の
改
善
や
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
で
あ
る
。
次
に
集
落
の
人
々
が
年
齢
・
性
別
の
関
係

な
く
、
公
民
館
や
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
お
互
い
の

触
れ
合
い
の
中
で
運
動
を
実
践
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
健
康
増
進
施
設
"
と
つ

ぶ

・
さ
ん
て
大
洋
“
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
指
導
の
下
で
、
組
織
的
・
機
動
的
に
運
動
を
実
施
し
、

そ
の
効
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、
さ
ん
て
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
健
康
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
た
展
開
の
目
的
は
、

一
般
に
は
生
活
習
慣
病
の

根
絶
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
寝
た
き
り
ゼ
ロ
、
若
年
者
に

は
健
康
的
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
て
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
高
齢
者
が
も
っ
と
も
避
け
た
い
も
の
は
「
寝
た

き
り
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
年
齢
層
に
必
要
と
思
わ

れ
る
テ
l
マ
を
掲
げ
て
具
体
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

ヱ

2
2た
き
り
ゼ
口
作
戦
か

本
村
の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
も
の
は
生
活
機

能
の
維
持
増
進
と
疾
病
予
防
で
あ
る
が
、
高
齢
者
の
寝
た
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スポーツとまちうふ特集
き
り
ゼ
ロ
実
現
を
目

標
と
し
て
掲
げ
た
。

地
域
住
民
参
加
に
よ

る
施
策
の
展
開
に
当

た
っ
て
は
、
よ
り
具

体
的
な
テ

l
マ
が
有

効
だ
か
ら
で
あ
る
。

寝
た
き
り
に
な
る

と
そ
の
本
人
や
家
族

の
精
神
的
身
体
的
負

担
は
測
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
、
決
し

て
幸
福
な
状
態
と
は
一吉
守
え
な
い
。
さ
ら
に
社
会
的
コ
ス
ト

で
あ
る
医
療
費
や
介
護
費
も
増
嵩
と
な
る
こ
と
は
言
を
ま

た
な
い
。
こ
う
し
た
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
"
負
“
の

条
件
を
背
負
い
込
む
こ
と
の

な
い
よ
う
な
健
康
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
具
体
的
な

施
策
の
展
開
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

施倒・骨折予防
理たきり鳳閣の15%

筋力トレーニンク

1期目(大洋村)プロジェク卜の考え方

脳寧中の予妨
湿たきり原因の35%、、

有酸素トレーニング

と
つ
ぶ
・
さ
ん
て
大
洋
は

寝たきり予防

温
水
プ

l
ル
、
ト
レ

l
ニ
ン

グ
ル

l
ム
、
温
泉
、
陶
芸
小

屋
な
ど
を
備
え
た
施
設
で
あ

る
。
本
施
設
は
、
寝
た
き
り

に
な
る
原
因
の

三
大
要
因

が
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
、
転

倒
骨
折
、
痴
呆
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る

図1

た
め
の
設
備
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
痴
呆
の

引
き
金
に
な
る
"
引
き
こ
も
り
“
を
避
け
る
た
め
に
、
毎

日
温
泉
に
入
浴
し
仲
間
た
ち
と
の
語
ら
い
の
場
を
つ
く

り
、
さ
ら
に
脳
に
刺
激
を
送
る
た
め
に
、
指
先
を
動
か
す

陶
芸
を
は
じ
め
た
。
転
倒
骨
折
の
原
因
と
な
る
"
す
り
足

歩
き
“
を
予
防
、
改
善
す
る
た
め
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

特
に
大
腹
筋
を
意
識
し
た
運
動
。
そ
し
て
、

脳
卒
中
予
防
の
た
め
、
そ
の

一
要
因
で
あ

る
高
血
圧
症
と
動
脈
硬
化
症
の
予
防
・
改

善
を
期
し
た
有
酸
素
運
動
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
テ

l
マ
の
も
と
、
図

1
に
示
す

トレーニング風景

よ
う
な
展
開
を
図
っ
て
き
た
。

'

一

居
住
者
間
・
世
代
閣
の

.

一

付
き
合
い
が
弧
大

と
つ
ぶ
・
さ
ん
て
大
洋
の
イ
ン
ス
ト
ラ

/¥ ダイエット
鎌髭+有..Tr+筋Tr

他世代への成果の波及効果大 1

436，213 

207，077 201，922 

運動群探

N=19 

+ 
2期目プロジェク卜の考え方

(寝たきり予防 )から

運動群と対照群の医療費の捻移

1人当たり医療費(円/年内

500，000 
運動群65.3歳

対照群69.3歳

開始時平均年齢

(平成9年)
400，000 

300，000 

200，000 

図2

126，816 134，625 

運動介入期間

H12 H13 
年度 (10月から翌年9月)

※ 平成9年10月から平成12年12月まで運動を続けた者
#歯科、食事療養費、老人施設訪問看護を除く

H11 H10 H9 

100，000 

O 

ク
タ

l
と
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
が
チ

l
ム
と
な
っ
て
継

続
的
に
集
落
を
訪
問
し
て
い
る
。
"
元
気
出
前
教
室
“
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
村
が
指
定
し
た
健
康
づ
く
り
モ

デ
ル
地
区
に
出
向
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会

合
、
た
と
え
ば
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
地
区
集
会
、
子

供
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
会
場
に
お
邪
魔
し
て
十
分
な

い
し
二
十
分
の
時
間
を
頂
き
、
こ
の

二
者
で
い
ろ
い
ろ
な
指
導
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
畳
の
上
や
布
団
の
上
で
も
で
き
る

運
動
や
脈
拍
の
と
り
方
、
歩
き
方
な

ど
日
常
的
な
生
活
の
中
で
実
践
可
能

な
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
こ
の
地

域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
展
開

は
、
世
代
聞
や
在
住
者
移
住
者
間
の

垣
根
を
越
え
て
触
れ
合
い
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
互
い

の
付
き
合
い
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
村
の

実
情
か
ら
し
て
実
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
種
々
の
展
開
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

効
果
が
現
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
科
学
的
な
健
康
づ
く
り

の
展
開
の
結
果
、
歩
行
の
改
善
、
脳
卒
中
の
予
防
、
風
邪

に
対
す
る
免
疫
力
の
向
上
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
効
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
医
療
経
済
的
な
効
果
は
、

図
2
が
示
す
よ
う
に
、
適
宜
な
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二
十

一
世
紀
は
超
高
齢
・
少
子
化
の
時
代
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
健
康
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
さ
を
提
起
し
て

稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

2004・3月号

陶芸風景
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スポーツとまちうふ特集
き
り
ゼ
ロ
実
現
を
目

標
と
し
て
掲
げ
た
。

地
域
住
民
参
加
に
よ

る
施
策
の
展
開
に
当

た
っ
て
は
、
よ
り
具

体
的
な
テ

l
マ
が
有

効
だ
か
ら
で
あ
る
。

寝
た
き
り
に
な
る

と
そ
の
本
人
や
家
族

の
精
神
的
身
体
的
負

担
は
測
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
、
決
し

て
幸
福
な
状
態
と
は
一吉
守
え
な
い
。
さ
ら
に
社
会
的
コ
ス
ト

で
あ
る
医
療
費
や
介
護
費
も
増
嵩
と
な
る
こ
と
は
言
を
ま

た
な
い
。
こ
う
し
た
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
"
負
“
の

条
件
を
背
負
い
込
む
こ
と
の

な
い
よ
う
な
健
康
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
具
体
的
な

施
策
の
展
開
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

施倒・骨折予防
理たきり鳳閣の15%

筋力トレーニンク

1期目(大洋村)プロジェク卜の考え方

脳寧中の予妨
湿たきり原因の35%、、

有酸素トレーニング

と
つ
ぶ
・
さ
ん
て
大
洋
は

寝たきり予防

温
水
プ

l
ル
、
ト
レ

l
ニ
ン

グ
ル

l
ム
、
温
泉
、
陶
芸
小

屋
な
ど
を
備
え
た
施
設
で
あ

る
。
本
施
設
は
、
寝
た
き
り

に
な
る
原
因
の

三
大
要
因

が
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
、
転

倒
骨
折
、
痴
呆
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る

図1

た
め
の
設
備
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
痴
呆
の

引
き
金
に
な
る
"
引
き
こ
も
り
“
を
避
け
る
た
め
に
、
毎

日
温
泉
に
入
浴
し
仲
間
た
ち
と
の
語
ら
い
の
場
を
つ
く

り
、
さ
ら
に
脳
に
刺
激
を
送
る
た
め
に
、
指
先
を
動
か
す

陶
芸
を
は
じ
め
た
。
転
倒
骨
折
の
原
因
と
な
る
"
す
り
足

歩
き
“
を
予
防
、
改
善
す
る
た
め
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

特
に
大
腹
筋
を
意
識
し
た
運
動
。
そ
し
て
、

脳
卒
中
予
防
の
た
め
、
そ
の

一
要
因
で
あ

る
高
血
圧
症
と
動
脈
硬
化
症
の
予
防
・
改

善
を
期
し
た
有
酸
素
運
動
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
テ

l
マ
の
も
と
、
図

1
に
示
す

トレーニング風景

よ
う
な
展
開
を
図
っ
て
き
た
。

'

一

居
住
者
間
・
世
代
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付
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ト
ラ
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500，000 
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開始時平均年齢

(平成9年)
400，000 

300，000 

200，000 

図2
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運動介入期間

H12 H13 
年度 (10月から翌年9月)

※ 平成9年10月から平成12年12月まで運動を続けた者
#歯科、食事療養費、老人施設訪問看護を除く
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O 

ク
タ

l
と
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
が
チ

l
ム
と
な
っ
て
継

続
的
に
集
落
を
訪
問
し
て
い
る
。
"
元
気
出
前
教
室
“
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
村
が
指
定
し
た
健
康
づ
く
り
モ

デ
ル
地
区
に
出
向
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会

合
、
た
と
え
ば
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
地
区
集
会
、
子

供
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
会
場
に
お
邪
魔
し
て
十
分
な

い
し
二
十
分
の
時
間
を
頂
き
、
こ
の

二
者
で
い
ろ
い
ろ
な
指
導
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
畳
の
上
や
布
団
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で
も
で
き
る

運
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や
脈
拍
の
と
り
方
、
歩
き
方
な

ど
日
常
的
な
生
活
の
中
で
実
践
可
能

な
こ
と
を
指
導
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て
い
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。
こ
の
地

域
に
お
け
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健
康
づ
く
り
の
展
開

は
、
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聞
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住
者
移
住
者
間
の

垣
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を
越
え
て
触
れ
合
い
に
は
も
っ
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こ
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の
場
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
互
い

の
付
き
合
い
が
拡
大
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き
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
村
の
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限
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。
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々
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展
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よ
っ
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な
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現
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、
科
学
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健
康
づ
く
り
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展
開
の
結
果
、
歩
行
の
改
善
、
脳
卒
中
の
予
防
、
風
邪

に
対
す
る
免
疫
力
の
向
上
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
効
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
医
療
経
済
的
な
効
果
は
、

図
2
が
示
す
よ
う
に
、
適
宜
な
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二
十

一
世
紀
は
超
高
齢
・
少
子
化
の
時
代
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
健
康
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
さ
を
提
起
し
て

稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

2004・3月号

陶芸風景
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司

特
集

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち。
新
潟
市

• 
経
済
面
に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
効
果

ー

l
メ
ン
タ
ル
面

新
潟
市
教
育
委
員
会
体
育
課

庶
務
係
長

・

斎

藤

淳

カ
ッ
プ
新
潟
市
開
催
の
機
運
醸
成
②
サ
ッ
カ
ー
の
振
興
と

青
少
年
の
健
全
育
成
③
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
援
の
内
容
と
し
て
、

①
ホ
l
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
受
け
入
れ
と
試
合
日
程
等
の

広
報
②
鳥
屋
野
球
技
場
な
ど
施
設
の
練
習
場
と
し
て
の
提

供
③
新
潟
市
陸
上
競
技
場
を
ホ
l
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と
す
る

ゲ
l
ム
開
催
、
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

-ーーー~.眠-

「
伝
え
た
い
こ
の
思
い
、
愛
し
て
る
新
潟
」
。
昨
年
十
一

月
二
十
三
日
、
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
の
四
万
人
の
サ
ボ

l
タ

ー
が
総
立
ち
で
歌
い
続
け
る
中
、
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

は
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ

l
ジ
ャ
を
1
対
0
で
破
り
、
念
願
の

J
1
昇
格
を

J
2
優
勝
と
と
も
に
勝
ち
取
っ
た
。
ス
タ
ジ

ア
ム
は
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
、
商
庖
街
は
昇
格
記
念
セ
ー

ル
で
活
気
を
取
り
戻
し
た
。
こ
の
快
挙
は
、
夢
は
実
現
で

き
る
も
の
と
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
に
自

信
と
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ

た
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
簡
単
に
振
り
返
り
、

ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
が
地
域
で
果
た
し
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

'
F一
ホ

l
ム
タ
ウ
ン
と
し
て

‘

一

広
報
・
ゲ

l
ム
開
催
等
を
支
援

一
九
九
九
年
、
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の

J
2
参
戦
に
当
た
り
、
新
潟
市
は
ホ

l
ム
タ

ウ
ン
と
し
て
、

J
リ
l
グ
の
理
念
に
あ
る
地

域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
確
立
に
向
け

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

支
援
の
目
的
は
、

①
2
0
0
2
ワ
ー
ル
ド

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

2003年の優勝パレ ド

ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
中
学
生
を
対
象
と
し
た

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
派
遣
事

業
に
加
え
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ッ

カ
ー
教
室
、
さ
ら
に
は
、

次
代
を
担
う
小
中
学
生
が

ス
タ
ジ
ア
ム
の
感
動
を
実

感
で
き
る
よ
う
観
戦
招
待

事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

14 

-
ム

サ
ッ
カ
ー
不
毛
の
地
か
ら
脱
却

ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
活
躍
や
そ
れ
を
支
え
る
日
本

一
の
サ
ボ

1
タ
l
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
時
に
、
新
潟
は

自
噸
的
に
「
サ
ッ
カ
ー
不
毛
の
地
」
「
ス
ポ
ー
ツ
不
毛
の

地
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

確
か
に
、
全
国
レ
ベ
ル
の
強
い
実
業
団
の
チ
l
ム
が
無

い
、
あ
る
い
は
国
体
で
の
成
績
が
振
る
わ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
側
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
新
潟
は
日
本
海
側
の
国
際
的
文
化
都
市

と
し
て
、
ア
ジ
ア
卓
球
選
手
権
開
催
や
、
国
際
ユ

l
ス
サ

ッ
カ
ー
や
環
日
本
海
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
を
経
験
し
、
海

外
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
市
単
独
開
催
で
は
全
国

一
の
規
模
を
誇
る
早

起
き
野
球
大
会
や
全
国
か
ら
四
千
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー

が
集
う
新
潟
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
語
り
切
れ
な
い
の
が
、

今
の
ア
ル
ピ
レ
ツ
ク
ス
新
潟
の
盛
り
上
が
り
で
あ
る
。
昨

年
の
「

Ngω
』・円
一向
〉
の
巴
開
〉
者
向
島
印
」
に
お
い
て
、
日
本

一
の
観
客
動
員
を
実
現
し
た
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に

「
J
o
i
n
賞
(
チ
ェ
ア
マ
ン
特
別
賞
)
」
が
贈
ら
れ
た
。

こ
こ
ま
で
、
多
く
の
市
民
サ
ボ
l
タ
l
に
支
援
さ
れ
て
き

た
き
っ
か
け
を
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
つ
は
、

二
O
O
一
年
に
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成
し
、

こ
け
ら
落
と
し
と
な
る
五
月
十
九
日
の
京
都
パ

l
プ
ル
サ

ン
ガ
戦
に
三
万
人
を
超
え
る
サ
ボ
l
タ
l
が
集
ま
っ
た
こ

と
に
、
そ
の
後
の
プ
レ
大
会
(
コ
ン
フ
エ
デ
レ

l
シ
ヨ
ン

ズ
カ
ッ
プ
)
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
と
サ
ボ

I
タ
l
の
大

声
援
を
目
の
当
た
り
に
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
面
白
さ
、
心
を

一
つ
に
地
元
の
チ
l
ム
に
声
援
を
送
る
心
地
良
さ
を
多
く

2004・3月号辿泊客。
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2004・3月号辿泊客。



スポーツとまちミ特集
の
市
民
が
経
験
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
う

一
つ
は
、
や
は
り
新
潟
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開

催
し
成
功
さ
せ
た
こ
と
。
ス
タ
ジ
ア
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
試

合
の
前
後
に
は
多
く
の
各
国
サ
ボ

l
タ
l
が
街
に
あ
ふ

れ
、
ま
さ
に
新
潟
が
国
際
都
市
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
、

大
会
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
が
新
た
な
フ
ァ
ン
層
の
掘
り

起
こ
し
に
つ
な
が
っ
た
。

何
よ
り
も
の
喜
ぴ
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
が
力
を

つ
け
良
い
試
合
を
す
る
と
と
も
に
、

J
1
昇
格
へ
の
期
待

も
高
ま
り
、
多
く
の
観
客
を
動
員
し
た
こ
と
で
あ
り
、
ス

タ
ジ
ア
ム
に
は
毎
試
合
四
万
人
を
超
え
る
観
客
が
詰
め
か

け
る
よ
う
に
な
づ
た
。

ま
さ
に
、
「
サ
ッ
カ
ー
不
毛
の
地
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
0

1
試
算
で
は
幻
億
円
の
経
済
効
果

新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
ホ
l
ム
ゲ

l
ム
に
こ

れ
ほ
ど
の
サ
ボ

l
タ
l
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
光
景

は
、
新
潟
の
新
し
い
風
物
詩
と
な
っ
た
。
市
民
と

一
体
化

し
た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
ま
さ
に
新
潟
の
誇
り
で
あ

り
、
新
潟
市
の
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
ま
た
、

青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
市

民
の
連
帯
感
を
高
め
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
に
寄
与
し
て
い
る
。

そ
の
活
躍
は
、
会
話
が
途
切
れ
が
ち
な
現
代
の
親
子
や

夫
婦
の
共
通
の
話
題
と
な
り
、
家
族
の
き
ず
な
が
復
活
し
、

ま
た
、
職
場
や
地
域
の
共
通
の
話
題
で
も
あ
り
、
地
域
の

一
体
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
チ
l
ム
の
指
揮
を
執
る
反
町
監
督
は
、
新

潟
の
人
は
郷
土
意
識

・
郷
土
愛
の
気
持
ち
が
強
く
、
そ
の

気
持
ち
を
表
す
格
貯
の
場
が
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
あ
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日
本
海
側
初
の
政
令
指
定
都
市
の
実
現
に

向
か
っ
て
躍
進
す
る
新
潟
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ア
ル
ピ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
を
、
市
民
と
と
も
に
よ
り
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
」
と
い
う
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
新

し
い
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ア
ル
ピ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
に

溜
閣

J
E
一

対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

明
納
骨

プ

L

J
1
昇
格、

J
2
リ
l
グ
で
の

翻

舗

↓

優
勝
は
、
市
民
に
大
き
な
勇
気
と

議
開

直

元

気
を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、

官
問
い
町

九

優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
、
地

問
調

札
制

uι

・・--EE----
一ン

議

何
回
唱
，

タ

域
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。
今

E
U司
H
a司
目
配

ス

p
'h邑
圃回

選

変
は
、

J
1
定
着
、
さ
ら
に
は

J

法
V
M掴
掴・

新

陥

V
Hm副

一

1
制
覇
と
い
う
新
た
な
目
標
実
現

間
切
却

f
M
に
向
け
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

瑠

da回
例

チ
l
ム
の

J
1
で
の
活
躍
は
も
と

臨

調
闘
噌

E
何

よ
り
、
地
元
で
育

っ
た
選
手
が
ア

欄
蹴
岨

薗

い

ル
ピ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
で
活
躍
す
る

M
F
h

司膚.，... 

ビ

鼠
雷
眠
U
L
川

姿
を
期
待
し
た
い
。

幅
咽
圃
固
一

反
町
監
督
が、

「
お
と
ぎ
話
の

園
田
園
田
』
L

第

一
話
が
今
、
こ
こ
で
完
結
し
た
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
次
は
、
新
潟
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

一
九

九
三
年
J
リ
l
グ
開
会
に
当
た
り
、
川
淵
チ
ェ
ア
マ
ン

(現
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
)

の
宣
言
に
あ
る
。
「素
晴
ら
し

い
緑
の
芝
生
の
上
で
、
老
若
男
女
、
運
動
が
得
意
な
人
も

苦
手
な
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
優
れ
た
指

導
者
の
も
と
に
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

「地
域
に

根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
す
。
と
同
時
に
、

世
界
に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
て
い
く
」
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
お
と
ぎ
話
の
第
二
話
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。

し
て
、

ま
た
、
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潟
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催
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と
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も
に
よ
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的
に
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よ
う
に
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民
に
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な
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気
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議
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を
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え
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ま
た
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九

優
勝
記
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パ
レ
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ド
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ど
で
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何
回
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，

タ

域
が
大
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く
盛
り
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が
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た
。
今

E
U司
H
a司
目
配

ス

p
'h邑
圃回

選

変
は
、

J
1
定
着
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法
V
M掴
掴・

新

陥

V
Hm副

一

1
制
覇
と
い
う
新
た
な
目
標
実
現

間
切
却

f
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に
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で
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、
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で
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町
監
督
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お
と
ぎ
話
の

園
田
園
田
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第

一
話
が
今
、
こ
こ
で
完
結
し
た
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
次
は
、
新
潟
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
シ
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オ
は
、

一
九

九
三
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グ
開
会
に
当
た
り
、
川
淵
チ
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ア
マ
ン

(現
サ
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カ
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協
会
会
長
)

の
宣
言
に
あ
る
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「素
晴
ら
し

い
緑
の
芝
生
の
上
で
、
老
若
男
女
、
運
動
が
得
意
な
人
も
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手
な
人
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、
そ
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ぞ
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の
レ
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ル
に
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優
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指

導
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の
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に
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ポ
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を
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「地
域
に

根
差
し
た
ス
ポ
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ツ
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を
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と
同
時
に
、

世
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に
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る
選
手
を
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と
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内
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と
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の
第
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話
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れ
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始
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。
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て
、
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『

特
集

--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

@ 

愛
知
県
新
峨
市

『
い
つ
で
も
、
ど
と
で
も
、
語
で
も
で
き
る
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

ー
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
愛
す
る
里
づ
く
り

新
城
市
は
愛
知
県
の
東
南
端
、
東
三
河
の
平
坦
部
と
山

間
部
の
接
点
に
位
置
し
、
名
古
屋
へ
は
六
十
キ
ロ
、
豊
橋

へ
は
二
十
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
山
を

一
つ
越
え
る
と
静

岡
県
で
あ
る
。
面
積
は
約
百
十
八
平
方
キ
ロ
、
人
口
約
三

万
七
千
人
。
市
の
中
央
を
東
西
に
国
道
1
5
1
号
線
と

J

R
飯
田
線
が
貫
き
、
豊
川
が
同
じ
く
東
西
に
流
れ
、
山
に

固
ま
れ
た
豊
か
な
緑
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
街
で
あ
る
。

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
天
正
三
年

(
一
五

七
五
年
)
織
田
・
徳
川
連
合
軍
と
武
田
軍
の

両
兵
五
万
三
千
人
余
が
戦
っ
た

「長
篠
・
設
楽

が
原
の
戦
い
」
の
決
戦
の
地
で
も
あ
る
。

-
v
一
新
し
く
国
際
交
流
大
会
も

司
一
一
取
り
入
れ

こ
の
町
に
入
る
と
国
道
脇
に
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
愛
す
る
里
」
の
看
板
が
目
に
留

ま
る
。
区
の
行
事
や
子
ど
も
会
、
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
、
公
民
館
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
風
景

• 

を
よ
く
見
か
け
る
。

毎
日
曜
日
に
は
、
公
園
の
芝
生
広
場
で
「
ミ
ニ
コ
ン

ペ
」
と
称
し
た
ゲ

l
ム
に
汗
を
流
す
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ア
大
会
、
親
子
大
会
、
国
際
交
流
大
会
な
ど

新
し
い
形
態
の
ゲ
l
ム
を
取
り
入
れ
る

一
方
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
中
核
と
し
た
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
新
し
い
事
業
を
次
々
に
試
み
、
そ
の
元
気
を
発
信

し
続
け
て
い
る
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
中
西
松
露
会
長

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
る
情
熱
と
関
係

者
の
汗
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た
。

ヱ

発
祥
の
地
を
訪
ね
る

昭
和
五
十
年
代
、
年
ご
と
に
高
齢
化
が

進
み
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
ゲ

ー
ト
ボ

l
ル
な
ど
既
成
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
い
わ
れ
る
も
の
に
も
馴
染
め
な
い
人
た

ち
が
年
々
増
え
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
た

人
た
ち
が
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
が
欲
し
い
。
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高
齢
者
や
女
性
も
楽
し
め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
模
索
し

て
い
た
矢
先
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
開
発
を
知
っ
た
。

五
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

体
育
指
導
員
を
中
心
と
し
た
視
察
団
が
発
祥
の
地
、
鳥

取
県
泊
村
へ
飛
ん
だ
。

視
察
団
の
報
告
と
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、

①
ど
こ
で
も
で
き
る
。
庭
で
も
公
園
で
も
校
庭
で
も
河
川

敷
で
も
そ
の
場
に
合
っ
た
コ

l
ス
を
設
定
す
れ
ば
ど
こ
で

も
で
き
る
②
誰
で
も
で
き
る
。
負
荷
が
少
な
く
、
高
齢
者

や
女
性
、
子
ど
も
も

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
人

数
も
ポ
ス
ト
の
数
を
工
夫
す
れ
ば

一
度
に
何
百
人
も
の
プ

レ
ー
が
で
き
る
③
い
つ
で
も
で
き
る
。
準
備
は
ホ
l
ル
ポ

ス
ト
と
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
を
置
く
だ
け
。
ル
ー
ル
は
簡
単
。

始
め
た
そ
の
日
か
ら
ゲ
l
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

何
回
か
の
打
ち
合
わ
せ
と
用
具
の
調
達
、
そ
れ
に
市
民

が
集
ま
る
機
会
を
と
ら
え
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

紹
介
と
啓
発
を
重
ね
た
。
そ
し
て
六
十
三
年
、
新
城
市
協

会
を
設
立
。
こ
の
時
の
会
員
は
百
六
十
八
人
で
あ
っ
た
0

・4全国
大
会
を
や
ろ
う

協
会
結
成
か
ら
五
年
目
、
第
五
回
全
国
交
歓
大
会
を
引

き
受
け
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
競
技
に
魅
せ
ら
れ
て
集

ま
っ
た
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
素
人
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
大
会
へ
の
参
加
者
は
、
競
技
者
二
千
二
百
人
を
含

め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
、
来
賓
、
ス
タ
ッ
フ
を
合

わ
せ
る
と
約
六
千
人
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い

大
規
模
な
大
会
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
四
年
八
月
二
十
八
日
、

一
点
の
雲
も
な
い
。
入
場

行
進
も
開
会
式
も
順
調
に
進
ん
だ
が
、
ゲ
ー
ム
の
進
み
が

遅
い
。
第
四
ゲ
l
ム
が
始
ま
る
頃
に
は
も
う
薄
暗
く
、
ボ

2004・3月号迎政~'0

『

特
集

--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

@ 

愛
知
県
新
峨
市

『
い
つ
で
も
、
ど
と
で
も
、
語
で
も
で
き
る
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
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す
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く
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岡
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西
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西
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史
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篠
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し
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司
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入
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・
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。
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や
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ブ
な
ど
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
風
景
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を
よ
く
見
か
け
る
。

毎
日
曜
日
に
は
、
公
園
の
芝
生
広
場
で
「
ミ
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ン

ペ
」
と
称
し
た
ゲ

l
ム
に
汗
を
流
す
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ア
大
会
、
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子
大
会
、
国
際
交
流
大
会
な
ど

新
し
い
形
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の
ゲ
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を
取
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入
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る

一
方
、
グ
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ド
・
ゴ
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フ
を
中
核
と
し
た
総
合
型
ク
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ブ
を
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上
げ

る
な
ど
新
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い
事
業
を
次
々
に
試
み
、
そ
の
元
気
を
発
信

し
続
け
て
い
る
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
中
西
松
露
会
長

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
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け
る
情
熱
と
関
係

者
の
汗
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た
。
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発
祥
の
地
を
訪
ね
る

昭
和
五
十
年
代
、
年
ご
と
に
高
齢
化
が

進
み
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
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ト
ボ

l
ル
な
ど
既
成
の
生
涯
ス
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ー
ツ

と
い
わ
れ
る
も
の
に
も
馴
染
め
な
い
人
た

ち
が
年
々
増
え
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
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人
た
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が
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し
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先
、
グ
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ウ
ン
ド
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ゴ
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フ
の
開
発
を
知
っ
た
。

五
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

体
育
指
導
員
を
中
心
と
し
た
視
察
団
が
発
祥
の
地
、
鳥

取
県
泊
村
へ
飛
ん
だ
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視
察
団
の
報
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と
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、

①
ど
こ
で
も
で
き
る
。
庭
で
も
公
園
で
も
校
庭
で
も
河
川

敷
で
も
そ
の
場
に
合
っ
た
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l
ス
を
設
定
す
れ
ば
ど
こ
で

も
で
き
る
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誰
で
も
で
き
る
。
負
荷
が
少
な
く
、
高
齢
者

や
女
性
、
子
ど
も
も

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
人

数
も
ポ
ス
ト
の
数
を
工
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す
れ
ば

一
度
に
何
百
人
も
の
プ

レ
ー
が
で
き
る
③
い
つ
で
も
で
き
る
。
準
備
は
ホ
l
ル
ポ

ス
ト
と
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
を
置
く
だ
け
。
ル
ー
ル
は
簡
単
。

始
め
た
そ
の
日
か
ら
ゲ
l
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

何
回
か
の
打
ち
合
わ
せ
と
用
具
の
調
達
、
そ
れ
に
市
民

が
集
ま
る
機
会
を
と
ら
え
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

紹
介
と
啓
発
を
重
ね
た
。
そ
し
て
六
十
三
年
、
新
城
市
協

会
を
設
立
。
こ
の
時
の
会
員
は
百
六
十
八
人
で
あ
っ
た
0

・4全国
大
会
を
や
ろ
う

協
会
結
成
か
ら
五
年
目
、
第
五
回
全
国
交
歓
大
会
を
引

き
受
け
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
競
技
に
魅
せ
ら
れ
て
集

ま
っ
た
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
素
人
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
大
会
へ
の
参
加
者
は
、
競
技
者
二
千
二
百
人
を
含

め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
、
来
賓
、
ス
タ
ッ
フ
を
合

わ
せ
る
と
約
六
千
人
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い

大
規
模
な
大
会
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
四
年
八
月
二
十
八
日
、

一
点
の
雲
も
な
い
。
入
場

行
進
も
開
会
式
も
順
調
に
進
ん
だ
が
、
ゲ
ー
ム
の
進
み
が

遅
い
。
第
四
ゲ
l
ム
が
始
ま
る
頃
に
は
も
う
薄
暗
く
、
ボ
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スポーツとまちミ特集
ー
ル
が
見
え
に
く
い
。
け
が
の
恐
れ
が
あ
る
。
続
行
は
無

理
。
競
技
者
に
お
わ
び
を
し
、
ゲ
ー
ム
は
翌
日
に
回
し
て

第

一
日
目
は
終
っ
た
。

ゲ
ー
ム
が
遅
れ
た
原
因
は
芝
の
伸
び
で
あ
る
。
芝
が
伸

び
れ
ば
打
球
の
進
路
を
妨
げ
、
打
数
が
増
え
る
。
仕
事
の

都
合
で
芝
を
刈
る
日
が
少
し
早
か
っ
た
こ
と
が
ゲ
l
ム
を

遅
ら
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
私
た
ち
に
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う

勇
気
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
市
民
に
近
づ
け
て
く
れ

た
有
り
難
い
大
会
で
あ
っ
た
。

'
一

ワ
ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン
ポ
l
ル
運
動

、
一

を
呼
び
掛
け

全
国
大
会
を
機
に
、
町
内
会
、
子
ど
も
会
、
公
民
館
、
老

人
会
、
小
・
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が

自
分
た
ち
で
企
画
し
、
大
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し

む
人
は
大
幅
に
増
え
て
い

っ
た
。
そ
し
て
平
成
六
年
、
社

会
体
育
優
良
団
体
文
部
大

臣
賞
と
ス
ミ
セ
イ
健
康
財

団
賞
と
い
う
大
き
な
賞
を

頂
い
た
。

受
賞
を
記
念
し
て
次
の

事
業
を
新
設
し
た
。

①
ワ
ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン

ボ
l
ル
運
動
②
受
賞
記
念

ツ
ア

l
大
会
の
開
催
③
市

民
大
会
の
開
催
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
と
ボ

l
ル
が
あ

れ
ば
、
ど
こ
で
も

グ
ラ
ウ
ン
ド

・ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
ワ

ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン

， 

表彰を受ける小学生

ボ
ー
ル
運
動
は
、

小
・
中
学
生
を
は

じ
め
と
し
て
市
民

み
ん
な
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が

普
及
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
も
の

で
、
先
日
も
定
年
を
迎
え
た
男
性
か
ら
「
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー

ル
と
ホ
l
ル
を
買
っ
て
き
た
。
ホ
ー
ル
間
の
距
離
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
「
も
う
少
し
う
ま
く
な

っ
た
ら
大
会
へ
出
る
で
ノ
ン
」
。

こ
う
い
う
人
は
何
人
か
を
誘
っ
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

ハワイから愛好者を招いて国際交流の集い

で
く
れ
る
人
で
あ
る
。

記
念
ツ
ア

l
大
会
も
十
回
目
を

迎
え
た
。
昨
年
は
パ
ス
九
台
。
大

津
の
皇
子
山
競
技
場
で
汗
を
流

し、

琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

交
流
と
親
睦
を
深
め
た
。
こ
の
人

た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
普
及

の
先
端
を
担
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

で
あ
る
。
十
回
の
ツ
ア
l
大
会
で
今
年
初
め

て
女
性
の
参
加
者
が
男
性
を
上
回
っ
た
。
女

性
が
元
気
な
ら
男
性
も
元
気
が
出
る
。

-
ム

小
中
学
生
交
え
ふ
れ
あ
い
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
で
き
る
」
で
あ
る
が
、
放
っ

て
お
い
て
も
普
及
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
「
来
て

よ
か
っ
た
。
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
周
到
な
準
備
と
温
か
い
心
づ
か
い
が
必
要
で
あ
る
。

指
導
者
の
養
成
は
欠
か
せ
な
い
。
昨
年
も
十

一
月
二
十
二
、

二
十
三
の
両
日
、
県
の
養
成
講
習
会
を
主
管
し
た
。
地
域

で
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
指
導
者
二
百
六
十

一

人
が
誕
生
し
た
。

平
成
十
四
年
四
月
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
中
核
と

し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
。
小
中
学
生
を

交
え
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と
名
づ
け
た
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
現
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
と
ダ

I
ツ

の

種

目
。

新
城
市
協
会
が
誕
生
し
て
十

七
年
。
間
も
な
く
二
十
歳
で
あ

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
こ

.. ....--

れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
つ

て
い
る
。

審
判
員
の
い
な
い
こ
の
競
技

は
自
分
で
決
断
し
自
分
で
判
定

す
る
。
す
べ
て
自
分
の
責
任
で

あ
る
。
マ
ナ
ー
を
心
得
、
自
律

し
た
人
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
競
技
で
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
ま
さ
に
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
、
人
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
現

在
会
員
数
は
千
百
十
五
人
で
あ
る
。

ふれあい教室
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スポーツとまちミ特集
ー
ル
が
見
え
に
く
い
。
け
が
の
恐
れ
が
あ
る
。
続
行
は
無

理
。
競
技
者
に
お
わ
び
を
し
、
ゲ
ー
ム
は
翌
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て

第

一
日
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た
。

ゲ
ー
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芝
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る
。
芝
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伸
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。
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芝
を
刈
る
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早
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た
こ
と
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ゲ
l
ム
を

遅
ら
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
私
た
ち
に
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う

勇
気
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
市
民
に
近
づ
け
て
く
れ

た
有
り
難
い
大
会
で
あ
っ
た
。

'
一

ワ
ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン
ポ
l
ル
運
動

、
一

を
呼
び
掛
け

全
国
大
会
を
機
に
、
町
内
会
、
子
ど
も
会
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公
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館
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会
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小
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中
学
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ク
ラ
ブ
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い
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い
ろ
な
団
体
が

自
分
た
ち
で
企
画
し
、
大
会
を
開
く
よ
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ラ

ウ
ン
ド
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ゴ
ル
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楽
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い

っ
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。
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団
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い
う
大
き
な
賞
を

頂
い
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受
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念
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事
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①
ワ
ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン

ボ
l
ル
運
動
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ツ
ア

l
大
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開
催
③
市
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催
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あ
る
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ク
ラ
ブ
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ボ

l
ル
が
あ

れ
ば
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ど
こ
で
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グ
ラ
ウ
ン
ド

・ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
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ワ

ン
ク
ラ
ブ
・
ワ
ン

， 

表彰を受ける小学生

ボ
ー
ル
運
動
は
、

小
・
中
学
生
を
は

じ
め
と
し
て
市
民

み
ん
な
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が

普
及
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
も
の

で
、
先
日
も
定
年
を
迎
え
た
男
性
か
ら
「
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー

ル
と
ホ
l
ル
を
買
っ
て
き
た
。
ホ
ー
ル
間
の
距
離
を
教
え
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ほ
し
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」
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。
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出
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。
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迎
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台
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湖
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出
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。

-
ム
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。
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司

特
集

--
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち。
和
故
山
県
す
さ
み
町

ー

l
全
国
4
ヵ
所
で
新
し
い
漁
業
を
展
開

-
ム

漁
協
の
英
断

大
阪
か
ら

J
R
き
の
く
に
線
の
特
急
で
約
二
時
間
半
。

紀
伊
半
島
の
枯
木
灘
に
面
し
た
和
歌
山
県
の
す
さ
み
町

は
、
春
の
カ
ツ
オ
の
ケ
ン
ケ
ン
漁
と
夏
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
イ
セ
エ
ビ
の
刺
網
漁
を
基
幹
と
す

る
風
光
明
蛸
な
漁
業
と
林
業
の
町
だ
。

し
か
し
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
価
の

低
迷
、
加
え
て
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
難
で
過

疎
化
が
進
み
、
漁
業
経
営
の
急
速
な
悪
化
が
危
慎
さ
れ
て

い
た
。
そ
ん
な
中
で
、
地
元
の
有
効
利
用
と
全
て
の
漁
業

者
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
、
す
さ
み
漁
協
が
生

き
残
り
を
か
け
て
立
ち
上
げ
た
の
が
、
株
式
の
五

一
%
を

漁
協
が
出
資
し
、
残
り
の
四
九
%
を
組
合
員
や
す
さ
み
町

民
が
出
資
し
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業
の
運
営
会
社

「
ク
ラ
ブ

ノ
ア
す
さ
み
」
だ
。
ひ
と
頃
も
て
は
や
さ
れ
た

「獲
る
漁

業
か
ら
育
て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
は
も
う
古
い
と
、
「
獲

る
漁
業
か
ら
観
せ
る
漁
業
」
へ
転
換
を
図
っ
た
す
さ
み
漁

協
が
大
英
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
、
ダ
イ
パ

l
と
漁
業
者
、
あ
る

ヘ

F

す
さ
み
町
立
エ
ビ
と
カ
ニ
の
水
族
館

L

館長

・

森

拓

也

い
は
釣
り
人
と
漁
業
者
の
問
で
、
海
の
利
用
を
め
ぐ
り
ト

ラ
ブ
ル
が
激
増
し
て
い
る
。
海
は
誰
の
も
の
で
も
な
い
か

ら
自
由
に
利
用
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
ダ
イ
パ
ー
や
釣
り

人
と
、
海
を
生
計
の
場
と
し
て
い
る
漁
業
者
と
の
対
立
は

各
地
で
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
が
急
務

と
な
っ
て
い
た
。
ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
は
ま
さ
に
両
者
共

存
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
る

存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は点欠トしノりわは特も
、、にのたウ、る人にのも
I すな存エハそものダでち
タさる在キウのの命〈、はろ
lみ 。がスに運 VJ にヒかん
ン漁そ不パ精営でもンた
し協の可 l通のあ係グコこ

の
ょ
っ
な
事
業
は
漁
協
独
自
で
で
き
る

18 

た
地
域
開
発
の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
松
田
猛

司
を
得
た
こ
と
が
大
き
な
弾
み
に
な
っ
た
。
彼
の
海
に
対

す
る
真
撃
な
姿
勢
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
保
守
的
な
多

く
の
漁
業
者
の
共
感
と
理
解
を
生
ん
だ
の
だ
。

2004・3月号

ベテラン漁師がポイ ントまで案内

-
ム

密
漁
防
止
な
ど
で
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
は
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
"
ノ
ア

の
方
舟
“
の
よ
う
に
、
す
さ
み
の
海
の
生
態
系
を
本
来
の

姿
の
ま
ま
次
の
世
代
に
伝
え
て
行
く
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
い
る
が
、
私
た
ち
が

「す
さ
み
方
式
」
と
呼
ん
で
い

る
、
こ
の
地
域
密
着
型
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

実
現
ま
で
に
は
軒
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、
土
地
は

漁
協
の
所
有
、
管
理
事
務
所
や
ダ
イ
パ

l
用
の
施
設
の
建

設
に
は
県
や
町
か
ら
公
的
な
補
助
が
受
け
ら
れ
、
本
来
な

ら
何
億
円
も
か
か
る
事
業
の
立
ち
上
げ
が
借
り
入
れ
金
ゼ

ロ
で
ス
タ
ー
ト
で
き
た
ば
か
り
か
、
各
方
面
か
ら
有
形
無

形
の
援
助
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
計

画
が
持
ち
上
が
る
前
に
大
手
資
本
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た

開
発
計
画
で
は
、
地
元
に
落
ち
る
の
は
ダ
イ
パ
ー
か
ら
の

入
漁
料
の
み
だ
っ
た
が
、
す
さ
み
方
式
な
ら
漁
協
が
独
自

に
購
入
し
た
エ
ア
タ
ン
ク
の
レ
ン
タ
ル
料
や
シ
ャ
ワ
ー
室

な
ど
の
施
設
使
用
料
、
入
漁
料
に
相
当
す
る
環
境
保
全
金

な
ど
が
漁
協
に
、
さ
ら
に
組
合
員
が
自
ら
の
漁
船
で
ダ
イ

パ
l
を
ポ
イ
ン
ト
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ー

タ
ー
料
や
ガ
イ
ド
料
が
組
合
員
に
支
払
わ
れ
る
。
お
ま
け

に
、
当
初
、
ダ
イ
パ

l
に
海
を
荒
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
う
声
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
が
、
ダ
イ
パ

l
の
マ

ナ
!
の
良
さ
は
そ
れ
を
妃
憂
に
し
た
ば
か
り
か
、
常
に
組

合
員
の
船
が
海
上
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
海
や

:迎~ω
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さ
み
方
式
」
と
呼
ん
で
い

る
、
こ
の
地
域
密
着
型
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

実
現
ま
で
に
は
軒
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、
土
地
は

漁
協
の
所
有
、
管
理
事
務
所
や
ダ
イ
パ

l
用
の
施
設
の
建

設
に
は
県
や
町
か
ら
公
的
な
補
助
が
受
け
ら
れ
、
本
来
な

ら
何
億
円
も
か
か
る
事
業
の
立
ち
上
げ
が
借
り
入
れ
金
ゼ

ロ
で
ス
タ
ー
ト
で
き
た
ば
か
り
か
、
各
方
面
か
ら
有
形
無

形
の
援
助
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
計

画
が
持
ち
上
が
る
前
に
大
手
資
本
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た

開
発
計
画
で
は
、
地
元
に
落
ち
る
の
は
ダ
イ
パ
ー
か
ら
の

入
漁
料
の
み
だ
っ
た
が
、
す
さ
み
方
式
な
ら
漁
協
が
独
自

に
購
入
し
た
エ
ア
タ
ン
ク
の
レ
ン
タ
ル
料
や
シ
ャ
ワ
ー
室

な
ど
の
施
設
使
用
料
、
入
漁
料
に
相
当
す
る
環
境
保
全
金

な
ど
が
漁
協
に
、
さ
ら
に
組
合
員
が
自
ら
の
漁
船
で
ダ
イ

パ
l
を
ポ
イ
ン
ト
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ー

タ
ー
料
や
ガ
イ
ド
料
が
組
合
員
に
支
払
わ
れ
る
。
お
ま
け

に
、
当
初
、
ダ
イ
パ

l
に
海
を
荒
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
う
声
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
が
、
ダ
イ
パ

l
の
マ

ナ
!
の
良
さ
は
そ
れ
を
妃
憂
に
し
た
ば
か
り
か
、
常
に
組

合
員
の
船
が
海
上
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
海
や
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海
岸
線
を
監
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の

密
漁
が
影
を
ひ
そ
め
る
と
い
う
副
次
的

効
果
も
生
ま
れ
た
の
だ
。
し
か
し
、

最

大
の
成
果
は
、
漁
協
が
漁
業
の
一
環
と

し
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
組
み
入
れ
た
た
め

と協 にし 園幽幽也幽白山一 |こ すと 有 をに
P 会ま . 考て・・・・・・圃幽脳陣区νd といるに効防他
R なた l え 、・・・・E長 司司・・・・E・・圃箇圃圃 はま 意 加に止の
にど 、ーーーー 、そ・・・・圃晶 -T， .. 盟理璽圃圃圃里園 、さ識え利しダ
取と私無取の・・圃島内温・~里M 取ら改て用、イ
り協た 人 りた・・・圃F忌塑'圏・圃圃・・り 言 革 、でオビ
組力ち 駅 組め・・・ERtpva圃圃圃・・・・・・もろを組きフン
んしは の みに-唖箇歯固a・・・・・・・・・ 直 ま劇合るシグ
でて折 水 始は・・~・・・・・・・・・・・・・さで的 員 よ l サ
い、 q族め何..ずもにをうズ 1
るすド館たを 「 な変含にンビ
つ 雰 のす マンボウ・ ダイブで冬の海をアピール 観ぃ化むなのス

「みけ 73 でる せがせすう漁の
世町、 C あべしがと海いけ魅て価とる、しさた場乱
界の町次るきたでなの 。な力常値そも「めみこを 立
ー ィゃ々 。町こきく資 言 けあにののの観たの
深メ商語 とれ金湘葉れる 美 あ海 」 せこ人

民L言語 す2F手議長 FをtZ長Z互主会
にア、り がいれるら川よ保、のをわとろ海
あ ツ 観 真 。にこτふらちかと商ちいうに
るプ光 剣そ越と』、な続つし品海う 。対

ポ
ス
ト
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
も

登
録
さ
れ
た
海
中
ポ
ス
ト
や
、
こ
れ
ま

で
網
に
か
か

っ
て
も
単
な
る
漁
獲
物
で

し
か
な
か
っ
た
マ
ン
ボ
ウ
を
周
参
見
港

内
に
浮
か
べ
た
生
け
賛
で
餌
付
け
し
、

ダ
イ
パ

l
が

一
緒
に
泳
げ
る
よ
う
に
し

た
マ
ン
ボ
ウ
・
ダ
イ
ブ
、
身
体
障
害
者

体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
が
よ
い
例
で
、

す
さ
み
を
西
の
ダ
イ
パ

l
の
メ

ッ
カ
と

す
る
た
め
に
は
、
と
に
か
く
ま
ず
す
さ
み
の
町
と
海
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
先
決
と
、
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
話
題

創
り
を
最
優
先
課
題
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
ハ

l
ド
、
つ
ま
り
施

設
を
作
る
の
は
簡
単
だ
が
、
京
阪
神
か
ら
車
で
三
時
間
以

上
か
か
る
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
不
利
な
す
さ
み
で
は
、
常

に
斬
新
な
ソ
フ
ト
を
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
飽
き
ら
れ
て

長
続
き
し
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
企
画
・
広

報
機
関
と
し
て
海
洋
生
物
研
究
所
を
併
設
す
る
こ
と
に
し

た
の
だ
が
、
折
り
も
折
り
、

J
R
西
日
本
か
ら
無
人
駅
の

有
効
利
用
の
話
が
あ
っ
た
の
で
、
研
究
所
を
枯
木
灘
海
岸

に
面
し
た
国
道
必
号
線
沿
い
の
見
老
津
駅
に
置
く
こ
と
に

決
定
し
た
。
ダ
イ
パ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
通
り
す
が
り
の

観
光
客
や
地
元
の
人
々
に
も
立
ち
寄

っ
て
も
ら
お
う
と
、

J
R
と
の
共
用
部
分
で
あ
る
待
合
室
に
、
大
小
合
わ
せ
て

十

一
の
水
槽
を
設
置
し
た
の
だ
。

幸
い
こ
の
研
究
所
は
「
J
R
の
無
人
駅
が
水
族
館
に
な

っ
た
」
と
大
変
な
話
題
を
呼
び
、
抜
群
の

P
R
効
果
を
も

た
ら
し
た
が
、
平
成
十

一
年
、
南
紀
熊
野
体
験
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
た
の
を
機
に
場
所
を
日
本
童
謡
の
園
公
園
に
移

し
、
水
槽
三
十
五
本
を
有
す
る
世
界
唯

一
の
「
エ
ビ
と
カ

ニ
の
水
族
館
」
と
し
て
活
動
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
博
覧

会
終
了
後
は

"
す
さ
み
町
立
“
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
の
株
式
会
社
と
し
て

の
経
営
は、

一
応
四
年
目
か
ら
黒
字
に
転
換
し
た
と
は
い

う
も
の
の
、
昨
今
の
経
済
危
機
下
に
あ
っ
て
、
依
然
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
施
設
を
提
供
し
て
い
る
漁
協

や
漁
船
を
提
供
し
て
い
る
組
合
員
に
は
少
な
い
な
が
ら
も

安
定
し
た
収
入
が
あ
り
、
す
さ
み
町
全
体
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
、
期
待
は
大
き
い
。

-
ム

小
笠
原
な
ど
全
国
の
4
島
が
仲
間
に

ま
た
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
る
と
、
各
地
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

今
で
は
小
笠
原
・
母
島
、
徳
島
県
・
牟
岐
、

島
根
県
・
隠

岐
、
山
口
県
・
見
島
で
も
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し

て
同
様
の
事
業
を
展
開
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
事
業
所
が
広
報
・
営
業
活
動
を
行
う
関
西
の
拠

点
と
し
て
、
共
同
で
大
阪
の
中
心
部
に

W
I
C
S
(広
域

情
報
交
流
シ
ス
テ
ム
)
を
立
ち
上
げ
、
外
国
の
観
光
局
な

ど
も
加
わ
っ
て
、
内
外
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

人
聞
が
海
と
い
う
自
然
界
に
踏
み
込
む
以
上
、
人
と
海
、

人
と
漁
協
、
海
と
漁
協
と
の
間
で
基
本
的
な
ル

1
ル
作
り

が
必
要
な
こ
と
は
一言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し

て
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
生
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
海
を
守
り
育
て
て
行
こ

う
と
い
う
の
が
ク
ラ
ブ
ノ
ア
・
グ
ル
ー
プ
と
水
族
応
用
生

態
研
究
所
の
使
命
だ
。
和
歌
山
の
片
田
舎
?
の
小
さ
な

町
か
ら
始
ま
っ
た
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
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海
岸
線
を
監
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し
て
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る
こ
と
に
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、
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密
漁
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副
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も
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。
し
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し
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し
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イ
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グ
を
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た
た
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にど 、ーーーー 、そ・・・・圃晶 -T， .. 盟理璽圃圃圃里園 、さ識え利しダ
取と私無取の・・圃島内温・~里M 取ら改て用、イ
り協た 人 りた・・・圃F忌塑'圏・圃圃・・り 言 革 、でオビ
組力ち 駅 組め・・・ERtpva圃圃圃・・・・・・もろを組きフン
んしは の みに-唖箇歯固a・・・・・・・・・ 直 ま劇合るシグ
でて折 水 始は・・~・・・・・・・・・・・・・さで的 員 よ l サ
い、 q族め何..ずもにをうズ 1
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つ 雰 のす マンボウ・ ダイブで冬の海をアピール 観ぃ化むなのス
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ポ
ス
ト
」
と
し
て
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ス
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ッ
ク
に
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登
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さ
れ
た
海
中
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や
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な
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、
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り
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を
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は
簡
単
だ
が
、
京
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神
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ら
車
で
三
時
間
以
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と
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う
ア
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の
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す
さ
み
で
は
、
常
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新
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を
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し
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と
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と
に
し

た
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、
折
り
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R
西
日
本
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ら
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の

有
効
利
用
の
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た
の
で
、
研
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所
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岸
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と
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に
、
大
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の
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を
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の
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に
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目
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た
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、
昨
今
の
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下
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、
依
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し

い
も
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が
あ
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。
し
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し
、
施
設
を
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。
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て
行
こ

う
と
い
う
の
が
ク
ラ
ブ
ノ
ア
・
グ
ル
ー
プ
と
水
族
応
用
生

態
研
究
所
の
使
命
だ
。
和
歌
山
の
片
田
舎
?
の
小
さ
な

町
か
ら
始
ま
っ
た
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
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l
気
楽
さ
受
け
お
母
さ
ん
た
ち
も
参
加

芦
屋
市
は
、
大
阪
と
神
戸
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、

市
の
北
部
の
六
甲
山
を
背
景
に
海
に
も
近
い
風
光
明
蝿
な

土
地
柄
か
ら
関
西
で
も
有
数
の
住
宅
都
市
で
あ
る
。
し
か

し
芦
屋
市
は
、
平
成
七
年
の
あ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

一

番
被
害
の
大
き
い
被
災
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
芦
屋
の

フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
そ
ん
な
被
災
地
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

ヱ

い
つ
ま
で
も
被
災
害
で
は
い
け
な
い

当
時
の
様
子
と
フ
ッ
ト
サ
ル
の
普
及
に
つ
い
て
少
し
説

明
す
る
。

地
震
の
あ
と
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
市
の
南
部
で

は
、
全
壊
・
半
壊
と
住
居
の
破
損
は
ひ
ど
く
、
は
じ
め
の

一
ヵ
月
は
ガ
ス
は
も
ち
ろ
ん
水
道
が
使
え
な
い
状
況
で
、

多
く
の
市
民
は
余
震
の
不
安
も
あ
り
、
小
学
校
や
中
学
校

に
避
難
し
共
同
で
生
活
を
し
て
い
た
。
当
時
は
、
学
校
の

運
動
場
や
公
園
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
仮
設
住
宅
が
建

ち
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
学
校
で
共
同
生
活
を
し
て
い
た
サ

ッ
カ
ー
仲
間
が
、
「
い
つ
ま
で
も
被
災
者
で
は
い
け
な
い
、

芦
屋
サ

ッ
カ
ー
協
会

副
浬
事
長

・

西
田
俊

子
供
も
大
人
も
た
ま
に
は
ス
ポ
ー
ツ
で
も
し
な
い
と
気
持

ち
も
病
ん
で
し
ま
う
」
と
言
い
出
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
小
学
校
の
体
育
館
で
共
同
生
活
を
し
て
い
た
仲
間
が
集

ま
り
、
も
ち
ろ
ん
大
人
も
子
供
も
学
校
の
先
生
も

一
緒

に
な
っ
て
毎
週
日
曜
日
フ
ッ
ト
サ
ル
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

週

一
回
で
は
あ
っ
た
が
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
み
ん

な
の
顔
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
の
が
周
り
の
人
に
も
伝
わ

っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
市
内
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら

う
わ
さ
を
聞
き
つ
け
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
に
く
る
仲
間
が
増

え
は
じ
め
て
い
っ
た
。
は
じ
め
は
周
り
で
見
て
い
た
お
母

さ
ん
た
ち
ゃ
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ま
で

が
、
そ
の
う
ち
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
ゲ
l
ム
に
夢
中
に
な

っ
て
ボ
l
ル
を
蹴
っ
て
い
た
。

ヱ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
大
会
を
開
催

ち
ょ
う
ど

一
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
時
、
こ
ん
な
に
多
く
の

人
が
フ
ッ
ト
サ
ル
で
元
気
に
な
る
な
ら
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

を
し
よ
う
と
、
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
知
り
合
っ

た
芦
屋
青
年
会
議
所
の
人
た
ち
と
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

20 

有
志
た
ち
と
話
し
合
い
、
「
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
ッ
プ
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
震
後
初
め
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
運
営
の
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
フ

ッ
ト
サ
ル
自
体
、
ま
だ
ル

l
ル
も
認
知
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
あ
っ
た
か
ら
、
審
判
の
講
習
か
ら
始
め
た
し
だ
い
で

あ
る
。
ク
ラ
ス
は
、
小
学
生
、
女
子
、

一
般
と
三
つ
に
分

け
た
。
青
年
会
議
所
の
仲
間
と
は
何
回
も
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
な
ど
本
当
に
手
作
り
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の

人
た
ち
の
協
力
で
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
ッ
プ
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
学
校
の
体
育
館
に
フ
ッ
ト
サ
ル
を
見
に
来
て
い
た
仮

設
住
宅
の
人
た
ち
ゃ
、

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

2004・3月号、迎域~

司

特
集

兵
庫
県
芦
匡
市

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

@ 

ー

l
気
楽
さ
受
け
お
母
さ
ん
た
ち
も
参
加

芦
屋
市
は
、
大
阪
と
神
戸
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、

市
の
北
部
の
六
甲
山
を
背
景
に
海
に
も
近
い
風
光
明
蝿
な

土
地
柄
か
ら
関
西
で
も
有
数
の
住
宅
都
市
で
あ
る
。
し
か

し
芦
屋
市
は
、
平
成
七
年
の
あ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

一

番
被
害
の
大
き
い
被
災
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
芦
屋
の

フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
そ
ん
な
被
災
地
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

ヱ

い
つ
ま
で
も
被
災
害
で
は
い
け
な
い

当
時
の
様
子
と
フ
ッ
ト
サ
ル
の
普
及
に
つ
い
て
少
し
説

明
す
る
。

地
震
の
あ
と
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
市
の
南
部
で

は
、
全
壊
・
半
壊
と
住
居
の
破
損
は
ひ
ど
く
、
は
じ
め
の

一
ヵ
月
は
ガ
ス
は
も
ち
ろ
ん
水
道
が
使
え
な
い
状
況
で
、

多
く
の
市
民
は
余
震
の
不
安
も
あ
り
、
小
学
校
や
中
学
校

に
避
難
し
共
同
で
生
活
を
し
て
い
た
。
当
時
は
、
学
校
の

運
動
場
や
公
園
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
仮
設
住
宅
が
建

ち
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
学
校
で
共
同
生
活
を
し
て
い
た
サ

ッ
カ
ー
仲
間
が
、
「
い
つ
ま
で
も
被
災
者
で
は
い
け
な
い
、

芦
屋
サ

ッ
カ
ー
協
会

副
浬
事
長

・

西
田
俊

子
供
も
大
人
も
た
ま
に
は
ス
ポ
ー
ツ
で
も
し
な
い
と
気
持

ち
も
病
ん
で
し
ま
う
」
と
言
い
出
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
小
学
校
の
体
育
館
で
共
同
生
活
を
し
て
い
た
仲
間
が
集

ま
り
、
も
ち
ろ
ん
大
人
も
子
供
も
学
校
の
先
生
も

一
緒

に
な
っ
て
毎
週
日
曜
日
フ
ッ
ト
サ
ル
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

週

一
回
で
は
あ
っ
た
が
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
み
ん

な
の
顔
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
の
が
周
り
の
人
に
も
伝
わ

っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
市
内
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら

う
わ
さ
を
聞
き
つ
け
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
に
く
る
仲
間
が
増

え
は
じ
め
て
い
っ
た
。
は
じ
め
は
周
り
で
見
て
い
た
お
母

さ
ん
た
ち
ゃ
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ま
で

が
、
そ
の
う
ち
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
ゲ
l
ム
に
夢
中
に
な

っ
て
ボ
l
ル
を
蹴
っ
て
い
た
。

ヱ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
大
会
を
開
催

ち
ょ
う
ど

一
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
時
、
こ
ん
な
に
多
く
の

人
が
フ
ッ
ト
サ
ル
で
元
気
に
な
る
な
ら
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

を
し
よ
う
と
、
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
知
り
合
っ

た
芦
屋
青
年
会
議
所
の
人
た
ち
と
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

20 

有
志
た
ち
と
話
し
合
い
、
「
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
ッ
プ
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
震
後
初
め
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
運
営
の
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
フ

ッ
ト
サ
ル
自
体
、
ま
だ
ル

l
ル
も
認
知
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
あ
っ
た
か
ら
、
審
判
の
講
習
か
ら
始
め
た
し
だ
い
で

あ
る
。
ク
ラ
ス
は
、
小
学
生
、
女
子
、

一
般
と
三
つ
に
分

け
た
。
青
年
会
議
所
の
仲
間
と
は
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で
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て
い
た
小
学
校
の
先
生
た
ち
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。

高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
し
か
な
く
、
社
会
人
は
も
ち
ろ
ん
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
人
や
女
子

が
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
に
は
、
神
戸
や
西
宮
な
ど
の
隣
町
に

行
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
。

芦
屋
市
に
も
こ
ん
な
に
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
仲
間
が
い
る

の
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、

「
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
リ

l
グ
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、

初
め
て

一
般
の
年
代
の
リ
ー
グ
戦
を
主
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
、
リ

l
グ
に
は
十
八
チ

l
ム、

二
百
二
十
五
人
が
参
加
し
て
い
る
。

の境子サ確でた け 芦 あサのでにがボ被で
理を供ツかあま当だ屋るルラはあ、ラ災、こ
由ったカ体 Rた時と市小のイ五り体ンし芦の
をくち l育「まの尽立学ラン年が育テて屋よ

T3SE号32Eミ首努 5自問 t学J見4Z
TA空会の Zジ先 小体のぞ答 E思議室号戸
れさ緒すサでル生 学育 引く館でしを校ク神
たいに 。?な帰は 校館いれのあてしのト大
」 ス大〆、り、 だはてて床つくて校サ震
とポ人 ト いのたれい長ル災
体 l だ 圃圃門 l品圃・・る改 。たた先かと
育ツけ・ ι長調・・・・(装芦ここ生始り
館でで 圃園田r哩圃E司・・多の 屋 ととやまつ
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開るな 毘~f( 理r:-~ 可.日に立今あ生元殊
放環く 以零明L u-L可岡本 フ浜思つ方市

でツ風えたが二状
フト小ばとと主況
ツサ学非思もすの
トル校常うにも:中

-
ム

大
人
も
女
性
も
フ
ッ
ト
サ
ル

小
学
校
の
体
育
館
で
フ
ッ
ト
サ
ル
の
プ
レ
ー

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と

一
年
も
し
な
い
う

ち
に
小
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
や
女
性
も

フ
ッ
ト
サ
ル
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
芦
屋
市
の
サ
ッ
カ
ー
シ

1
ン
と

言
え
ば
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
中
学
校
、

い毎わ
世週れ現 .
代日て在 |
の曜い 芦 ーー一
男日る屋兵
子午。市庫
が前先での
、中にはト
そは紹さツ
し女介まプ
て子しさチ
タかがま 』

支塁手議会
時か妨のテ

第日が日 いし会は 屋 るが 豆グ から次フレ
十|曜、は毎るて場、高。練員にらは訴ツて
回日そ女月。いとリ校ま習グ所は小杏ト活

き号与す雪 主主 LZSしリ属自差館 1躍
と年第 l 日 い開戦育 立 てよすリゃなぞ
なで 三 グ曜 て放の館 芦 い 」 る l 右 、 ~T

女子フットサルチーム芦屋scあしかぴレディース。右上は練習風景

る
成
年
男
子
の
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
リ

I
グ
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
五
時
か
ら

七
時
ま
で
は
市
立
体
育
館
で
は
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催

で
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
二
ヵ
月
に

一
回
兵
庫
県
リ

1
グ
も
市
立
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
。

九
年
前
の
あ
の
地
震
の
後
小
学
校
の
体
育
館
で
十
人
あ

ま
り
で
ボ

l
ル
を
蹴
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ

た
フ
ッ
ト
サ
ル
で
あ
る
が
、
毎
週
日
曜
日
い
ろ
ん
な
年
代

の
い
ろ
ん
な
チ

l
ム
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
フ
ッ
ト

サ
ル
を
し
て
い
る
。

行
政
側
の
協
力
も
得
て
、
芦
屋
市
で
は
ほ
と
ん
ど
の
体

育
館
で
フ
ッ
ト
サ
ル
の
利
用
を
許
可
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
長
の
話
に
よ
る
と
、
芦
屋

市
と
し
て
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
催
し
が
あ
る
中
で
、
フ

ッ
ト
サ
ル
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
を
動
員
し
な
く

て
も
自
然
に
多
く
の
人
が
応
募
し
て
く
る
、
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
こ
十
年
足
ら
ず
で
フ
ッ
ト
サ
ル
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
競
技

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
芦
屋
市
で
は
盛
ん
で
あ
る
。
芦
屋
フ

ッ
ト
サ
ル
リ

1
グ
出
身
の
二
チ
l
ム
は
、
兵
庫
県
リ

1
グ

で
常
に
上
位
の
成
績
で
あ
る
し
、

芦
屋

S
C
グ
リ

l
ス
は

関
西
の
頂
点
で
あ
る
関
西
リ

l
グ
で
発
足
当
時
か
ら
い

つ
も
兵
庫
県
の
ト
ッ
プ
チ

l
ム
と
し
て
関
西
を
引
っ
張

っ
て
い
る
。

油取~ω

こ
の
よ
う
に
フ
ッ
ト
サ
ル
が
、

芦
屋
市
の
サ
ッ
カ
ー
シ

ー
ン
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、

芦
屋
の
ス

ポ
ー
ツ
シ

l
ン
に
多
く
の
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

合
言
葉
は
、
「
芦
屋
で
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
よ
う
」
で
あ
る
。
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て
い
た
小
学
校
の
先
生
た
ち
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。

高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
し
か
な
く
、
社
会
人
は
も
ち
ろ
ん
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
人
や
女
子

が
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
に
は
、
神
戸
や
西
宮
な
ど
の
隣
町
に

行
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
。

芦
屋
市
に
も
こ
ん
な
に
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
仲
間
が
い
る

の
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、

「
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
リ

l
グ
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、

初
め
て

一
般
の
年
代
の
リ
ー
グ
戦
を
主
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
、
リ

l
グ
に
は
十
八
チ

l
ム、

二
百
二
十
五
人
が
参
加
し
て
い
る
。
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大
人
も
女
性
も
フ
ッ
ト
サ
ル

小
学
校
の
体
育
館
で
フ
ッ
ト
サ
ル
の
プ
レ
ー

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と

一
年
も
し
な
い
う

ち
に
小
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
や
女
性
も

フ
ッ
ト
サ
ル
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
芦
屋
市
の
サ
ッ
カ
ー
シ

1
ン
と

言
え
ば
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
中
学
校
、

い毎わ
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る
成
年
男
子
の
芦
屋
フ
ッ
ト
サ
ル
リ

I
グ
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
五
時
か
ら

七
時
ま
で
は
市
立
体
育
館
で
は
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催

で
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
二
ヵ
月
に

一
回
兵
庫
県
リ

1
グ
も
市
立
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
。

九
年
前
の
あ
の
地
震
の
後
小
学
校
の
体
育
館
で
十
人
あ

ま
り
で
ボ

l
ル
を
蹴
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ

た
フ
ッ
ト
サ
ル
で
あ
る
が
、
毎
週
日
曜
日
い
ろ
ん
な
年
代

の
い
ろ
ん
な
チ

l
ム
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
フ
ッ
ト

サ
ル
を
し
て
い
る
。

行
政
側
の
協
力
も
得
て
、
芦
屋
市
で
は
ほ
と
ん
ど
の
体

育
館
で
フ
ッ
ト
サ
ル
の
利
用
を
許
可
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
長
の
話
に
よ
る
と
、
芦
屋

市
と
し
て
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
催
し
が
あ
る
中
で
、
フ

ッ
ト
サ
ル
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
を
動
員
し
な
く

て
も
自
然
に
多
く
の
人
が
応
募
し
て
く
る
、
と
あ
る
よ
う

に
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こ
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十
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足
ら
ず
で
フ
ッ
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ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
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ら
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た
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あ
る
。
芦
屋
フ

ッ
ト
サ
ル
リ

1
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リ

1
グ
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成
績
で
あ
る
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芦
屋

S
C
グ
リ

l
ス
は

関
西
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頂
点
で
あ
る
関
西
リ

l
グ
で
発
足
当
時
か
ら
い

つ
も
兵
庫
県
の
ト
ッ
プ
チ

l
ム
と
し
て
関
西
を
引
っ
張

っ
て
い
る
。

油取~ω
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よ
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に
フ
ッ
ト
サ
ル
が
、

芦
屋
市
の
サ
ッ
カ
ー
シ

ー
ン
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、

芦
屋
の
ス

ポ
ー
ツ
シ

l
ン
に
多
く
の
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

合
言
葉
は
、
「
芦
屋
で
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
よ
う
」
で
あ
る
。
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@
2
つ
の
車
輸
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り

千
葉
県
問

一
松
尾
恵
美
子

J
リ
l
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ホ

l
ム
タ
ウ

ン
で
も
あ
る
柏
市
は
、
常
磐
線
沿
線
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の

一
つ
と
し
て
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
急
速
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
一

口
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
っ
て
も
、
柏
は

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

乗
降
客
数
で
県
内

一
の
柏
駅
を
中
心
と

し
た
中
央
地
域
は
、
「
東
の
渋
谷
」
な
ど

と
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
若
者
や

買
物
客
で
に
ぎ
わ
う
活
気
と
喧
騒
に
満
ち

て
い
ま
す
。
南
部
地
域
は
、
四
十
年
代
に

急
増
し
た
人
口
の
多
く
を
吸
収
し
た
居
住

空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
北
部
地
域
に

は
、
東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
、
大
学
の

研
究
室
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
同
居
す
る

県
の
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
な
ど
が
あ
り
、

平
成
十
七
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
開
業
を
控
え
、

産
学
官

一
体
と
な
っ
た
新
し
い
街
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
相
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
異
な
る
活
気
が
ま
ち
づ
く
り
を
リ
l

ド
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
連
携
し
、

と
な
っ
て
市
の
活
気
を
醸
し
出
し
て
き
た

の
で
す
が
、
そ
の
活
気
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、

今
後
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

体

少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

首
都

圏
の
人
口
も
い
ず
れ
は
減
少
し
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
地
価
の
下
落

や
大
規
模
開
発
に
よ
る
都
心
へ
の
回
帰
現

象
も
生
じ
て
い
ま
す
。
柏
市
と
同
様
、

大

都
市
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き

た
多
く
の
街
々
の
今
後
の
存
続
の
在
り
方

が
真
剣
に
問
わ
れ
る
時
代
が
来
て
い
る
の

で
す
。

未
来
に
向
け
て
活
気
あ
ふ
れ
る
街
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
人
や
産
業
を
引
き

付
け
る
魅
力
、
個
性
を
備
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
住
民

が
自
分
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
安
心
し
て
住

む
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確

立
、
そ
し
て
産
業

・
学
術
活
動
を
引
き
寄

せ
る
基
盤
の
整
備
、
こ
の
二
つ
が
車
の
両

輪
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
市
で
は
、
都
心
で
働
く
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
多
く
、
こ
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
へ
の
関
心
は
、
必
ず
し
も
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
十
数
年
の
後
に
は
、

シ
ニ
ア
と
な
っ
た
団
塊
の
世
代
が
、
企
業

戦
士
だ
っ
た
男
性
を
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
中
核
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
元
気
な
シ
ニ
ア
を
中
心
に
、
地
域
に

お
け
る
介
護
や
子
育
て
、
ま
ち
さつ
く
り
に

市
民
が
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
れ
を
行
政

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支
え
て
い
く
た
め

の
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

幸
い
柏
市
で
は
、
人
口
比
で
の

N
P
O

の
数
も
多
く
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
も
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
町
会
・
自
治
会
、

ふ
る
さ
と
作
り
協
議
会
な
ど
の
地
縁
に
根

差
し
た
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
と

N

P
Oな
ど
の
新
た
な
動
き
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、

「
ふ
る
さ
と
柏
」
を
創

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま

た

、

も

う

一
方
の
車
輪
と
な
る
産

業

・
学
術
活
動
の
基
盤
整
備
と
し
て
特
筆

す
べ
き
は
、
北
部
地
域
に
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
産
学
官
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
東

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
加
え
、
東
京
大
学
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
た
起
業
家
育
成
施

設
な
ど
の
周
辺
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
近

い
将
来
、
こ
の
地
域
は
、
日
本
の
新
産

業

・
新
技
術
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
発
信
基
地

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
お
隣
の
沼
南
町
と
の
合
併
に
向

け
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
後
の

新
た
な
市
が
、
未
来
の
発
展
へ
向
け
て
着

実
な

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、

二
つ
の

車
輪
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
か
、

今
年
は
そ
の
検
討

・
準
備
の
た
め
の
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。
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柏
市
で
は
、
人
口
比
で
の

N
P
O

の
数
も
多
く
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
も
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
町
会
・
自
治
会
、

ふ
る
さ
と
作
り
協
議
会
な
ど
の
地
縁
に
根

差
し
た
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
と

N

P
Oな
ど
の
新
た
な
動
き
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、

「
ふ
る
さ
と
柏
」
を
創

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま

た

、

も

う

一
方
の
車
輪
と
な
る
産

業

・
学
術
活
動
の
基
盤
整
備
と
し
て
特
筆

す
べ
き
は
、
北
部
地
域
に
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
産
学
官
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
東

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
加
え
、
東
京
大
学
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
た
起
業
家
育
成
施

設
な
ど
の
周
辺
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
近

い
将
来
、
こ
の
地
域
は
、
日
本
の
新
産

業

・
新
技
術
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
発
信
基
地

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
お
隣
の
沼
南
町
と
の
合
併
に
向

け
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
後
の

新
た
な
市
が
、
未
来
の
発
展
へ
向
け
て
着

実
な

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、

二
つ
の

車
輪
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
か
、

今
年
は
そ
の
検
討

・
準
備
の
た
め
の
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。



スポーツボランティア .広島市

スポーツイベントボランテイア

98年度バレーボール国際大会に市民か

ら募集したボランティアを派遣して以

来、Jリーク戦の試合など市内で開催さ
れるスポーツのビ ッグイベン卜を舞台

裏からサポート。今年度から子どもや

知的障害者の競技なども対象に加え、

また、体育の日などに活動するスポー

ツ施設ボランティア制度が試行的に実

施されている。03年度のボランティア

登録者は235人、 18歳から70歳まで年

齢は幅広く 、親子、夫婦の登録も数組

ある。登録者はより多くの参加回数と

多様な競技での活動を希望、その解決

が課題の 1つ

関西発ニュースポーッ ・大阪市

NPO浩人フレンドリー情報センター

関西で生まれたり、関西から全国へ普及したスポーツは多

い。フレンドリー情報センターでは、スポーツは面白くな

くてはいけないことを第一に、競技スポーツの経験のない

人もスポーツを楽しんでもらおうと、ニュースポーツとし

て急速に全国に広がりつつあるキンボールをはじめ、ボー

ルを握って軽快な音頭に合わせ歌いながら体を動かすこー

ギニギ体操などを考案、普及を図っている。セミナーの企

画運営や指導者の派遣、サポート事業を展開し、高齢者が

元気なまちづくり



車いすでプレーする人も 上州藤岡上杉管領太鼓の皆様を迎えて地域コミュニケーションダーツ大会

ダーツで情操教育・痴呆防止 ・群馬県醸岡市一日本ダーツ協会

ダーツ競妓は、年齢、性別に関係なく誰でも手軽にプレーでき、高齢者や体に障害のある人には集中力の改善や痴呆の防止、子ども

には情操教育などの効果があり、1ゲームで平均3000歩程度歩くので運動量も確保できる。「教育スポーツJr競技スポーツJr生涯
スポーツJとして、協会では圏内リーグ戦や国際協議会のほか、老人クラブでの指導、病院内リハビリテーションなどを通じ地域の
コミュニケーションづくりを進めている

湯のまちのサッカーチーム ・群馬県草津町ーザスパ草津
日本有数の温泉のまち、草津町を本拠地にJリーグ入りを目指すのがザスパ草津。02年・サッカーの元日本代表選手らをメンバーに
誕生、群馬県 1部、関東2部を経て今年はアマ最高峰リーグのJFLで戦うが、好成績を収めれば念願のJリーグ入りがかなう。選手た
ちは町の旅館や商庖などで働きながらサッカーを続け、また祭や婦除に参加する「地域密着型」に徹しており、まちの人の身近な存
在になっている。町は、観光に加え、サyカーをもう一つの産業に育てる目論見だ
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スボチャン ・機浜市

日本スポーツチャンパラ協会
スポチャンは、エアーソフトという
剣があれば誰でも、いつでも、どこ

でも楽しめる健康スポーツ。短万、
二刀流、槍・なぎなたまで8つのカ
テコリーからなり、競技も 1対1の
対戦から乱戦、合戦まであり、世界
チャンピオンでも長剣を持った子ど
も3、4人にかかられ負けることも
ある。1971年「安全Jr公平」と
「自由Jをテーマに始まり、今では
会員26万人、公認指導員3000人を
数える。また多くの外国人と交流し

ようと世界大会が閑かれており、今

年で30回目を迎える

日本スポーツマスタース大会は、国民体育大会とスポー

ツレクリエーション祭の中間的なもので、スポーツ愛好

者の中で競技志向の高い中高年膚 (おおむね35歳以上)
を対象にしている。01年の第1回宮崎大会を皮切りに、神

奈川、和歌山と続き、今年は福島で開催される。和歌山

大会には全国各地から約6000人の選手・監督が参加、3
市5町を会場に13種目の競技が行われた。年齢を感じさ
せないハイレベルの熱戦が繰り広げられ、県民にスポー
ツの楽しさ、夢を与えた

カーリングのまち

・北海道常国町
1980年、北海道とカナダ・アルバータ州の

スポーツ交流の一環としてカーリング講習
会が開設され、講習に参加したメンバーを

中心に道内二番目のカーリング協会が誕生

した。カーリングホールの完成によって常
呂のカーリンク人口は急激に増え、協会登
録40チームによるリーグ戦がシースン中は
毎晩のように開かれ、小学生を対象にした
ジュニア教室では次期オリンピック選手を
育成・指導している。体験目的の修学旅行
も増えつつある
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• 

旬の体験ツアー ・北海道東川町一大雪山自然学綬

大雪山には色とりどりの高山植物、活発な火山、ひっそりとたたずむ湿原、
アカエゾマツの林など多様な自然環境が広がる。大雪山自然学校では、「旬
の体験」をキーワードにしたツ7ーを通して自然の利用と保全について理
解を深めてもらうとともに、夏の旭岳パークレンジャー活動に連動して、
参加者にも間後的に国立公園管理への貢献を求めている

クマゲラの食痕観察

スペシャルオリンピックス

・照本市-NPO湾人スベシャ

ルオリンピックス日本
スペシャルオリンピックス (80)は、

知的障害者 (アスリート)のスポー

ツ・競技参加と自立を支援する世界

的なボランティア活動。世界160ヵ国

に広がり 、日本では30都道府県で活

動している。91年熊本から参加した

10歳の少女が体操競技で銀メダルを

獲得、ボランティアの輸が広がった

ことから、熊本に本部が置かれた。

さまざまなトレーニングのプログラ

ム開催や競技会、聖火リレー、活動

資金確保のためのバザーなどにも地

域の多くのボランティアを巻き込ん

でいる。夏季 ・冬季とも 4年ごとに

全国大会、世界大会が関かれ、来年

冬長野で世界大会が関かれる

• 

旬の体験ツアー ・北海道東川町一大雪山自然学綬

大雪山には色とりどりの高山植物、活発な火山、ひっそりとたたずむ湿原、
アカエゾマツの林など多様な自然環境が広がる。大雪山自然学校では、「旬
の体験」をキーワードにしたツ7ーを通して自然の利用と保全について理
解を深めてもらうとともに、夏の旭岳パークレンジャー活動に連動して、
参加者にも間後的に国立公園管理への貢献を求めている

クマゲラの食痕観察

スペシャルオリンピックス

・照本市-NPO湾人スベシャ

ルオリンピックス日本
スペシャルオリンピックス (80)は、

知的障害者 (アスリート)のスポー

ツ・競技参加と自立を支援する世界

的なボランティア活動。世界160ヵ国

に広がり 、日本では30都道府県で活

動している。91年熊本から参加した

10歳の少女が体操競技で銀メダルを

獲得、ボランティアの輸が広がった

ことから、熊本に本部が置かれた。

さまざまなトレーニングのプログラ

ム開催や競技会、聖火リレー、活動

資金確保のためのバザーなどにも地

域の多くのボランティアを巻き込ん

でいる。夏季 ・冬季とも 4年ごとに

全国大会、世界大会が関かれ、来年

冬長野で世界大会が関かれる



「
環
境
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
て
意

識
し
た
の
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
「
公

害
」
の
字
を
見
つ
け
た
時
だ
っ
た
。

幼
い
私
は
、
こ
の
公
害
さ
え
な
け
れ
ば
、

環
境
と
い
う
も
の
は
「
永
遠
不
滅
」
で

「
無
限
」
の
も
の
な
の
だ
と
信
じ
て
い
た
。

そ
ん
な
高
度
経
済
成
長
時
代
の
楽
観
的

な
世
代
の
私
た
ち
も
、
人
の
親
に
な
っ
て

い
る
今
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
反
省
し
て

い
る
。
大
自
然
の
恩
恵
に
あ
や
か
り
な
が
ら
、

大
自
然
を
破
壊
し
て
修
復
不
可
能
な
と
こ

ろ
ま
で
追
い
や
り
、
果
て
は
自
分
た
ち
の

首
を
締
め
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
。

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
ミ
シ
ユ
レ
は
「
自

然
は
表
面
的
に
は
如
何
に
非
情
で
あ
ろ
う

と
、
内
質
的
に
は
、
常
に
人
間
を
愛
し
人

間
を
助
け
て
い
る
。
人
間
を
愛
さ
な
い
、

人
間
の
敵
こ
そ
人
間
自
身
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

人
聞
が
こ
の
世
で
最
も
学
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
、
「
愛
す
る
」
こ
と
だ

ろ、っ
。
水
も
空
気
も
植
物
も
人
も
そ
し
て
自
分

自
身
も
、
「
愛
す
る
行
為
」
の
こ
と
を

「
暮
ら
し
」
と
い
う
の
だ
。

今
や
、

D
N
A
の
解
読
で
生
き
と
し
生

け
る
生
態
系
の
す
べ
て
が
等
し
く
同
じ
遺

伝
子
暗
号
を
使
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
ま

で
証
明
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
み
な
「
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
。

そ
ん
な
温
か
い
意
識
に
万
物
の
霊
長
た

る
人
聞
が
ま
ず
も
っ
て
、
目
覚
め
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
の
知
性
は
何
の
た
め
に
備
わ

っ
て
い
る
の
か
意
味
を
持
た
な
い
。

え
』
て
、
そ
ん
な
愛
す
る
行
為
を
最
も

実
践
す
べ
き
場
所
は
、
は
る
か
遠
く
の
場

所
で
は
な
い
。
「
地
域
」
で
あ
る
。

自
分
が
、
毎
日
歩
き
、
眠
り
、
食
し
、

働
い
て
い
る
地
域
こ
そ
、
「
天
国
化
」
し

て
い
く
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
。

情
報
化
の
波
に
の
ま
れ
て
は
い
け
な

い
。
あ
ふ
れ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
連
続
的

な
手
法
で
、
凶
悪
な
犯
罪
に
も
「
な
れ
て

は
」
い
け
な
い
。
目
を
覆
う
よ
う
な
悲
惨

な
事
件
が
た
と
え
地
球
の
裏
側
で
起
こ
っ

て
い
よ
う
と
、
決
し
て
自
分
の
地
域
と
無

関
係
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
確
信
し
な

が
ら
決
し
て
自
分
の
地
域
で
は
起
こ
さ
な

い
積
極
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
こ
そ
が
、

二
十

一
世
紀
型
の
ま
ち
お
こ
し
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
は
小
さ
く

感
じ
ら
れ
る
が
、
世
界
の
面
積
も
人
口
も

距
離
も
縮
小
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

人
種
も
国
境
も
宗
教
も
ま
た
、

「一

つ」

に
な
ど
な
っ
た
の
で
も
な
い
。

⑨ 

家
族
と
ご
近
所
と
地
域
を
信
じ
て

工
、y

セ
イ

ス
卜

・・・・・圃・
情
報
が
公
開
さ
れ
始
め
た
に
過
ぎ
な

-v 
し
か
も
、
真
実
も
、
意
図
的
な
断
片
と

し
て
の
映
像
も
、
個
人
の
見
解
の
み
に
よ

る
文
章
も
、
み
ん
な
み
ん
な
混
在
し
た

「
情
報
」
で
あ
る
。

で
は
私
た
ち
は
、

一
体
な
に
を
信
じ

れ
ば
よ
い
の
か
。
誰
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の

.刀
「
家
族
」
で
あ
る
。
「
ご
近
所
」
で
あ
る
。

「
地
域
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
私
た
ち
自
身
の
目
で
耳
で
口

で
鼻
で
手
で
五
感
の
す
べ
て
で
「
確
か
め

る
こ
と
の
で
き
る
」
自
分
サ
イ
ズ
の
、
最

も
正
し
い
、
安
心
感
の
あ
る
情
報
が
宝
の

よ
う
に
あ
る
か
ら
だ
。

岡
部
ま
り

「
環
境
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
て
意

識
し
た
の
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
「
公

害
」
の
字
を
見
つ
け
た
時
だ
っ
た
。

幼
い
私
は
、
こ
の
公
害
さ
え
な
け
れ
ば
、

環
境
と
い
う
も
の
は
「
永
遠
不
滅
」
で

「
無
限
」
の
も
の
な
の
だ
と
信
じ
て
い
た
。

そ
ん
な
高
度
経
済
成
長
時
代
の
楽
観
的

な
世
代
の
私
た
ち
も
、
人
の
親
に
な
っ
て

い
る
今
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
反
省
し
て

い
る
。
大
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恩
恵
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が
ら
、

大
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を
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な
と
こ

ろ
ま
で
追
い
や
り
、
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は
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分
た
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の

首
を
締
め
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
。

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
ミ
シ
ユ
レ
は
「
自

然
は
表
面
的
に
は
如
何
に
非
情
で
あ
ろ
う

と
、
内
質
的
に
は
、
常
に
人
間
を
愛
し
人

間
を
助
け
て
い
る
。
人
間
を
愛
さ
な
い
、

人
間
の
敵
こ
そ
人
間
自
身
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

人
聞
が
こ
の
世
で
最
も
学
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
、
「
愛
す
る
」
こ
と
だ

ろ、っ
。
水
も
空
気
も
植
物
も
人
も
そ
し
て
自
分

自
身
も
、
「
愛
す
る
行
為
」
の
こ
と
を

「
暮
ら
し
」
と
い
う
の
だ
。

今
や
、

D
N
A
の
解
読
で
生
き
と
し
生

け
る
生
態
系
の
す
べ
て
が
等
し
く
同
じ
遺

伝
子
暗
号
を
使
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
ま

で
証
明
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
み
な
「
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
。
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た
め
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備
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い
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の
か
意
味
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持
た
な
い
。

え
』
て
、
そ
ん
な
愛
す
る
行
為
を
最
も

実
践
す
べ
き
場
所
は
、
は
る
か
遠
く
の
場

所
で
は
な
い
。
「
地
域
」
で
あ
る
。
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分
が
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毎
日
歩
き
、
眠
り
、
食
し
、

働
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て
い
る
地
域
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そ
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国
化
」
し
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所
で
あ
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。
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な

い
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れ
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的
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で
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は
」
い
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な
い
。
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域
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な
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づ
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り
」
こ
そ
が
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二
十

一
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紀
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の
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お
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。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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界
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小
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く
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も

距
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も
縮
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は
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人
種
も
国
境
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宗
教
も
ま
た
、

「一

つ」

に
な
ど
な
っ
た
の
で
も
な
い
。

⑨ 

家
族
と
ご
近
所
と
地
域
を
信
じ
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工
、y

セ
イ

ス
卜

・・・・・圃・
情
報
が
公
開
さ
れ
始
め
た
に
過
ぎ
な

-v 
し
か
も
、
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も
、
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図
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な
断
片
と

し
て
の
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像
も
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個
人
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解
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に
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る
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章
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、
み
ん
な
み
ん
な
混
在
し
た

「
情
報
」
で
あ
る
。

で
は
私
た
ち
は
、

一
体
な
に
を
信
じ
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ば
よ
い
の
か
。
誰
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の

.刀
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。
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の
で
き
る
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イ
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ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

。ー
香
川
県
観
音
寺
市
一
ノ
谷
地
区

l
l
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
で
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

観
音
寺
市

一
ノ
谷
地
区
は
、
香
川
県
の
西
部
に
位
置
し
、

讃
岐
の
金
見
羅
さ
ん
か
ら
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
の

一
ノ
谷
池
と
財
田
川
に
固
ま
れ
た
静
か
な
田
園
地
帯
に
あ

る
ま
ち
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
五
月
現
在
、
世
帯
数
千
四
百
戸
、
人
口
は

二
千
九
百
人
で
、
面
積
は
三

・
九
六
平
方
キ
ロ
。
地
区
の

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
は
き
わ
め
て
高

く
、
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ベ
タ
ン
ク
聞
は
中
心
的
な
ス

ポ
l
ツ
と
し
て
地
域
の
融

和
と
発
展
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
き
た
と
言

っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

コ

ノ
谷
愛
球
会
」
が
地

域
の
振
興
と
発
展
に
寄
与

し
た
と
し
て
、
文
部
大
臣

表
彰
を
受
賞
。
こ
の
受
賞

を
き
っ
か
け
に
、

一
ノ
谷

体
育
協
会
の
活
動
は
ま
す

ーノ谷スポーツクラブ組錨図

1地域体育スポ
ツ行事の推進
2地域住民のス
ポーツ活動参加

の推進
3スポーツ教室
スポーツ大会イ
ベン 卜の開催
4健康体力相談
の推進

1広報誌の発行
配布
2案内状配布
3研修会の開催

1成年スポ-"}ク
ラブ活動の推進
2指導者の育成

1スポーツ少年
団の育成

ま
す
盛
ん
に
な
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
、
ベ
タ
ン
ク
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

3
B

体
操
な
ど
を
各
ク
ラ
ブ
の
体
協
組
織
を
充
実
し
て
き
た
。

ヱ

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
き

平
成
九
年
、
香
川
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
県
の
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
の
指
定
を
受
け
て
は
と
の
薦

め
が
あ
っ
た
。

総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

業
は
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
に

お
い
て
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
誰

で
も
参
加
で
き
る

よ
う
、
住
民
主
体

で
運
営
す
る
会
員

制
ク
ラ
ブ
を
育
て

よ
、
つ
と
い
、
つ
も

観
音
寺
市
体
育
協
会
常
任
理
事

、
観
音
寺
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
理
事

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
会
計

スポ ッドク合一
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の
。
文
部
科
学
省
が
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
五

O
%

(二
人
に

一
人
)
を
目
指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
地
区
体
育
協
会
、
自
治
会
、
老
人
会
、

婦
人
会
、
体
育
指
導
員
、
小
学
校

P
T
A
、
青
少
年
育
成

会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
多
数
の
部
会
役
員
の
出
席
の

も
と
、
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
学
校
が

週
休
二
日
に
な
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
の

中
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
、
住
民
間
の
連
携
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
な
ど
、
地
域
の

一
人
ひ
と
り
が
生
活

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
つ
く
り
を
目
的
と
し
て
取

り
組
み
た
い
」
と
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
の

趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
出
て
、
幾
晩
も
会
合
を
開
い
て
議
論
を
尽
く
し
た
。

そ
の
結
果
、
上
の
図
の
よ
う
な
組
織
が
で
き
上
が
り
、

各
部
に
よ
る
事
業
計
画
と
予
算
が
決
め
ら
れ
、
九
年
四
月

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

一
ノ
谷
小
学
校
区
域
程
度
の
エ

リ
ア
を
対
象
に
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
発
足
時
の

八
百
二
十
人
か
ら
順
調
に
増
え
、
十
五
年
現
在
八
百
五
十

六
人
(
男
四
百
六
十
五
人
、
女
三
百
九
十

一
人
)
。
ほ
ぽ

五
人
に

一
人
が
ク
ラ
ブ
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戸
数
で

見
る
と
、
千
四
百
戸
の
う
ち
九
百
十
戸
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
は
主
に
、
小
学
校
の
体
育
館
や
運
動
場
、
河
川
敷

広
場
、
雨
天
の
時
は
高
速
道
路
下
広
場
な
ど
を
利
用
し
て

お
り
、
各
ク
ラ
ブ
で
う
ま
く
時
間
調
整
し
て
い
る
。

・
ム

役
員
兼
務
で
ク
ラ
ブ
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
組
織
ご
と
に
役
割
分
担
さ
れ
機
能

し
て
お
り
、
役
員
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
体
育
協
会
と
の

兼
務
で
あ
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2004・3月号泌総~
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よ
う
な
組
織
が
で
き
上
が
り
、

各
部
に
よ
る
事
業
計
画
と
予
算
が
決
め
ら
れ
、
九
年
四
月

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

一
ノ
谷
小
学
校
区
域
程
度
の
エ

リ
ア
を
対
象
に
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
発
足
時
の

八
百
二
十
人
か
ら
順
調
に
増
え
、
十
五
年
現
在
八
百
五
十

六
人
(
男
四
百
六
十
五
人
、
女
三
百
九
十

一
人
)
。
ほ
ぽ

五
人
に

一
人
が
ク
ラ
ブ
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戸
数
で

見
る
と
、
千
四
百
戸
の
う
ち
九
百
十
戸
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
は
主
に
、
小
学
校
の
体
育
館
や
運
動
場
、
河
川
敷

広
場
、
雨
天
の
時
は
高
速
道
路
下
広
場
な
ど
を
利
用
し
て

お
り
、
各
ク
ラ
ブ
で
う
ま
く
時
間
調
整
し
て
い
る
。

・
ム

役
員
兼
務
で
ク
ラ
ブ
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
組
織
ご
と
に
役
割
分
担
さ
れ
機
能

し
て
お
り
、
役
員
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
体
育
協
会
と
の

兼
務
で
あ
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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均

組

織

を
説
明
す
る
と
、

似
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

制
を
担
当
し
て
い
る
の
が
少

グ

年
育
成
部
で
あ
り
、

三
世

A
一品付
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

わ

会

、
親
子
触
れ
合
い
学
習
、

J
'
 
ん
い
住
民
総
参
加
ハ
イ
キ
ン
グ

釧
大
会
な
ど
の
企
画

・
運
営

問

を

担

当
。
傘
下
の

住

少
年
少
女
バ
レ

1

ボ

ー

ル

ク

ラ

ブ

が
生
き
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
愛
し
誇
り
を
持
ち
、
ま
ち
の
融
和
と
活
力
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ

1
ツ
も
毎
日
熱
心
な
練
習
が

続
け
ら
れ
、
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
は
香
川
県
代
表
と
し
て

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に
五
回
、
全
日
本
ベ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
に
二
回
出
場
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
大

い
に
ま
ち
の
活
性
化
に
尽
く
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
活
動
推
進
部
は
各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

一
の
開
催
な
ど
で
大
会
を
蟻
り
上
げ
、

雄
一
自
身
も
大
会
に
選
手
と
し
て
参
加

鵬
…
す
る
人
が
多
く
、
ク
ラ
ブ
に
無
く

フ一
一
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
広

川
一
報
・
研
修
部
は
年
三
回
発
行
す
る

内ノ一
パ
「
き
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
」
の
紙
面
づ

い
く
り
を
担
当
す
る
。

仇

μ参
+
U
 
生尚子

一
ノ
谷
地
区
伝
統
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
指
導
者
も
多
く
父
兄
の
応
援
も
あ

り
、
香
川
県
下
で
は
優
秀
チ

l
ム
と
し
て
名
前

を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
。
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
熱
心
な
指

導
者
と
父
兄
の
指
導
の
も
と
で
着
実
に
実
力
を

つ
け
、
近
隣
の
対
抗
試
合
で
は
常
に
良
い
成
績

を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

成
年
活
動
部
は
、
成
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
推

進
し
て
お
り
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
実
行
し
て
い
る
。
現
在
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の

一
ノ
谷
愛
球
会
を
は
じ
め
、
ゲ

l
ト
ボ

l
ル、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど
各
ク
ラ
ブ
、
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
の
八
ク
ラ

ブ
が
毎
日
あ
る
い
は

一
週
間
最
低
二
日
は
熱
心
な
練
習
を

行
い
競
い
合
っ
て
い
る
。

lま

スポーツとまち

一
ノ
谷
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
と
一言
尽
え
ば
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
、
香
川
県
下
で
名
を
は
せ
、
老
い
も
若

き
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愛
し
て
き
た
。
現
在
も
そ
の
伝
統

-

ム

自
治
会
が
深
く
関
与

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

発
足
時
か
ら
自
治
会
が
深
く
関
係

ク
ラ
ブ
の
会
費
収
入
の
大
半
が
地
区
内

一
所

帯
当
た
り
年
八
百
円
の
自
治
会
費
の
中
か
ら
因
さ
れ
る
。

十
四
年
度
収
入
の
内
訳
は
、
会
員
か
ら
の
会
費
収
入
が
約

七
十
二
万
円
、
市
と
体
協
か
ら
の
補
助
金
が
そ
れ
ぞ
れ
約

十
六
万
円
、
四
十
万
円
な
ど
で
合
計
約
百
八
十
四
万
円
と

な
り
、
こ
の
う
ち
自
治
会
費
が
四
割
を
占
め
る
。

現
在
、
約
五
百
の
未
加
入
家
庭
が
あ
り
、
こ
の
人
た
ち

の
勧
誘
が
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
ク
ラ
ブ
運

営
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
当
た
る
指
導
者
の
確
保
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
の
努
力
も
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

し
て
お
り
、

ヱ

ベ
タ
ン
ク
と
の
出
逢
い

こ
こ
で

一
ノ
谷
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
住
民
の
声
を
紹
介

し
た
い
。

「
農
作
業
に
精
を
出
し
て
い
た
義
父
が
心
臓
の
異
常
を

訴
え
、
食
事
療
法
と
通
院
で
様
子
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
、
義
父
は
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
の
人
た
ち

の
勧
め
も
あ
り
、
七
十
才
を
過
ぎ
て
か
ら
ベ
タ
ン
ク
を
始

め
ま
し
た
。
私
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
朝
六
時
半
が
来
る

と
早
朝
練
習
に
出
か
け
る
な
ど
ベ
タ
ン
ク
の
魅
力
に
取
り

付
か
れ
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
、
市
ベ
タ
ン
ク
大
会
、
県
ス

ポ
ー
ツ
リ
ク
レ

l
シ
ヨ
ン
祭
と
、
試
合
を
重
ね
る
度
に
腕

を
上
げ
、
リ
ー
グ

優
勝
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
今

ベタンクの基本やルールを学ぶベタンク教室

ま
で
手
術
を
し
な

い
で
こ
ら
れ
た
の

とり
思入
いれ
ま健
す康
」を

コ
ン

ト
ロ

yレ
し
て

くをもで自社いかも
こ生、守分会まげベ
と活適るのがすだタ
がの度 p 体進 。とン
大中な・はむ高思ク
切に運め自巾齢つの
だ取動に分九化てお

埴~ω

制
ペ
タ
ン
ク
H

木
製
の
目
襟
球
に
金
属
製
の
ボ
l
ル
を
投
げ
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
ボ
l
ル
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ゲ
I
ム
。

南
仏
で
生
ま
れ
、
今
は
国
際
的
な
競
技
に
な
っ
た
。

2004・3月号29 

『特集

4
H
 
均

組

織

を
説
明
す
る
と
、

似
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

制
を
担
当
し
て
い
る
の
が
少

グ

年
育
成
部
で
あ
り
、

三
世

A
一品付
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

わ

会

、
親
子
触
れ
合
い
学
習
、

J
'
 
ん
い
住
民
総
参
加
ハ
イ
キ
ン
グ

釧
大
会
な
ど
の
企
画

・
運
営

問

を

担

当
。
傘
下
の

住

少
年
少
女
バ
レ

1

ボ

ー

ル

ク

ラ

ブ

が
生
き
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
愛
し
誇
り
を
持
ち
、
ま
ち
の
融
和
と
活
力
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ

1
ツ
も
毎
日
熱
心
な
練
習
が

続
け
ら
れ
、
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
は
香
川
県
代
表
と
し
て

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に
五
回
、
全
日
本
ベ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
に
二
回
出
場
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
大

い
に
ま
ち
の
活
性
化
に
尽
く
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
活
動
推
進
部
は
各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

一
の
開
催
な
ど
で
大
会
を
蟻
り
上
げ
、

雄
一
自
身
も
大
会
に
選
手
と
し
て
参
加

鵬
…
す
る
人
が
多
く
、
ク
ラ
ブ
に
無
く

フ一
一
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
広

川
一
報
・
研
修
部
は
年
三
回
発
行
す
る

内ノ一
パ
「
き
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
」
の
紙
面
づ

い
く
り
を
担
当
す
る
。

仇

μ参
+
U
 
生尚子

一
ノ
谷
地
区
伝
統
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
指
導
者
も
多
く
父
兄
の
応
援
も
あ

り
、
香
川
県
下
で
は
優
秀
チ

l
ム
と
し
て
名
前

を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
。
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
熱
心
な
指

導
者
と
父
兄
の
指
導
の
も
と
で
着
実
に
実
力
を

つ
け
、
近
隣
の
対
抗
試
合
で
は
常
に
良
い
成
績

を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

成
年
活
動
部
は
、
成
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
推

進
し
て
お
り
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
実
行
し
て
い
る
。
現
在
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の

一
ノ
谷
愛
球
会
を
は
じ
め
、
ゲ

l
ト
ボ

l
ル、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど
各
ク
ラ
ブ
、
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
の
八
ク
ラ

ブ
が
毎
日
あ
る
い
は

一
週
間
最
低
二
日
は
熱
心
な
練
習
を

行
い
競
い
合
っ
て
い
る
。

lま

スポーツとまち

一
ノ
谷
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
と
一言
尽
え
ば
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
、
香
川
県
下
で
名
を
は
せ
、
老
い
も
若

き
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愛
し
て
き
た
。
現
在
も
そ
の
伝
統

-

ム

自
治
会
が
深
く
関
与

一
ノ
谷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

発
足
時
か
ら
自
治
会
が
深
く
関
係

ク
ラ
ブ
の
会
費
収
入
の
大
半
が
地
区
内

一
所

帯
当
た
り
年
八
百
円
の
自
治
会
費
の
中
か
ら
因
さ
れ
る
。

十
四
年
度
収
入
の
内
訳
は
、
会
員
か
ら
の
会
費
収
入
が
約

七
十
二
万
円
、
市
と
体
協
か
ら
の
補
助
金
が
そ
れ
ぞ
れ
約

十
六
万
円
、
四
十
万
円
な
ど
で
合
計
約
百
八
十
四
万
円
と

な
り
、
こ
の
う
ち
自
治
会
費
が
四
割
を
占
め
る
。

現
在
、
約
五
百
の
未
加
入
家
庭
が
あ
り
、
こ
の
人
た
ち

の
勧
誘
が
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
ク
ラ
ブ
運

営
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
当
た
る
指
導
者
の
確
保
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
の
努
力
も
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

し
て
お
り
、

ヱ

ベ
タ
ン
ク
と
の
出
逢
い

こ
こ
で

一
ノ
谷
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
住
民
の
声
を
紹
介

し
た
い
。

「
農
作
業
に
精
を
出
し
て
い
た
義
父
が
心
臓
の
異
常
を

訴
え
、
食
事
療
法
と
通
院
で
様
子
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
、
義
父
は
ベ
タ
ン
ク
同
好
会
の
人
た
ち

の
勧
め
も
あ
り
、
七
十
才
を
過
ぎ
て
か
ら
ベ
タ
ン
ク
を
始

め
ま
し
た
。
私
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
朝
六
時
半
が
来
る

と
早
朝
練
習
に
出
か
け
る
な
ど
ベ
タ
ン
ク
の
魅
力
に
取
り

付
か
れ
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
、
市
ベ
タ
ン
ク
大
会
、
県
ス

ポ
ー
ツ
リ
ク
レ

l
シ
ヨ
ン
祭
と
、
試
合
を
重
ね
る
度
に
腕

を
上
げ
、
リ
ー
グ

優
勝
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
今

ベタンクの基本やルールを学ぶベタンク教室

ま
で
手
術
を
し
な

い
で
こ
ら
れ
た
の

とり
思入
いれ
ま健
す康
」を

コ
ン

ト
ロ

yレ
し
て

くをもで自社いかも
こ生、守分会まげベ
と活適るのがすだタ
がの度 p 体進 。とン
大中な・はむ高思ク
切に運め自巾齢つの
だ取動に分九化てお

埴~ω

制
ペ
タ
ン
ク
H

木
製
の
目
襟
球
に
金
属
製
の
ボ
l
ル
を
投
げ
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
ボ
l
ル
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ゲ
I
ム
。

南
仏
で
生
ま
れ
、
今
は
国
際
的
な
競
技
に
な
っ
た
。

2004・3月号29 



司

特
集

。
大
分
県
中
津
江
村体

感
と

ー
ー
思
い
や
り
と
も
て
な
し
の
心
が
共
感
呼
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

もキ
たヤ
§ン
しフ
た誘
電致
p 

ヱ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

二
O
O
二
年
の
世
界
最
大
の
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
と
も
い

う
べ
き
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
は
や
二
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ア
テ
ネ
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
四
年
前
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
で
カ
メ
ル

l
ン
共
和
国
チ

l
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
そ
の
カ
メ
ル

l
ン
チ

l
ム
が
私
の
村
で
キ
ャ
ン

プ
を
張
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
入
り
の
日
程
は
約
束
か
ら

三
転
回
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
定
し
て
か
ら
も
ま
た
到

着
日
が
毎
日
ズ
レ
て
五
日
目
の
午
前
三
時
二
O
分
、
朝
を

迎
え
よ
う
と
い
う
時
間
で
し
た
。
そ
の
経
緯
を
ご
存
知
の

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

カ
メ
ル

l
ン
チ
l
ム
が
こ
の
中
津
江
村
を
選
ん
だ
の
は

自
然
環
境
の
良
さ
と
、
静
か
さ
と
、
標
高
五
三
O
m
と
い

う
こ
と
な
ど
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地
と
し
て

好
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
、
協
会
長
、
監
督
の
決
め
手
に
な
っ
た
、
と
い
う
説
明

で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
を
弾
み
に
、
今
度
は
ワ
l -

睦
の

大
分
県
中
津
江
村

村長

・

根
本

し
か
し
そ
れ
は
私

一
人
の
思
い
込
み
に
過
ぎ
ず
、
結
果

と
し
て
大
へ
ん
な
励
ま
し
と
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
た
の

で
あ
り
、
中
津
江
村
キ
ャ
ン
プ
中
に
は
、
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
と
も
情
報
発
信
で
結
ぼ

れ
て
い
た
の
で
す
。
短
い
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
カ
メ
ル

1
ン

チ
l
ム
と
も
親
愛
な
る
国
際
交
流
の
鮮
が
で
き
ま
し
た
。

村
民
の
思
い
や
り
と
も
て
な
し
の
心
に
共
感
さ
れ
た
方
々

の
遠
く
関
東
、
関
西
や
海
外
か
ら
、
想
像
を
超
え
た
来
訪

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー

か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に

ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
直

接
参
加
し
、
村
民
の
楽
し
い
人
生
の
思
い
出
に
取
り
組
ん

だ
カ
メ
ル

l
ン
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
が
、
多
面
的
な
村
の
活

性
化
や
発
展
の
効
果
を
産
み
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
事
業
の

期
間
中
は
役
場
の
職
員
は
深
夜
や
未
明
の
勤
務
と
な
り
ま

し
た
が
、

一
人
と
し
て
遅

刻
者
も
な
く
、
小
学
生
と

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
共
同
作
業
は

一
体

感
と
親
睦
の
輸
を
育
て
ま

し
た
。

休

ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
を
目
指
し
て
の
、
少
し
不
便
で
も
キ
ャ

ン
プ
効
果
が
上
が
り
そ
う
な
中
津
江
村
を
選
ん
だ
の
だ

と
、
私
は
そ
の
熱
意
を
推
察
し
て
楽
し
み
な
が
ら
待
っ
て

い
ま
し
た
。
試
合
を
通
し
て
村
を
挙
げ
て
応
援
し
ま
し
た
。

ま
た
た
く
さ
ん
の
に
わ
か
カ
メ
ル

l
ン
フ
ァ
ン
が
で
き
て

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
が
、
皆
さ
ん

掴

方
に
ご
心
配
を
掛
け
お
騒
が
せ
さ
せ
た
割
に

一

は
、
旅
の
疲
れ
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

カ
メ
ル

l
ン
は
予
選
敗
退
と
い
う
寂
し
い
結

果
で
帰
国
し
て
い
き
ま
し
た
。

-T十内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
応
援

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
キ
ャ
ン
プ
地

誘
致
を
実
現
で
き
た
目
的
は
果
せ
た
も
の

の
、
村
と
し
て
の
す
べ
て
が
終
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
む
な
し
さ
と
、
長
い
間
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
と
大
変
な
ご
苦
労
を
な
さ

っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
皆
様
方
に
申
し
訳
な

く
、
気
が
重
く
な
り
ま
し
た
。

ご
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カ
メ
ル

l
ン
チ

l
ム
と

中津江村役場

の
壮
行
会
で
は
、
選
手

一

同
が
飛
び
入
り
で
子
供
の

踊
る
花
笠
音
頭
に
加
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

昨
年
の
八
月
に
は
、
村
の

中
学
生
た
ち
が
山
形
花
笠

祭
に
参
加
す
る
な
ど
地
元

司

特
集
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分
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ー
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思
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ヱ
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世
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催
さ
れ
て
は
や
二
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ア
テ
ネ
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
四
年
前
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
で
カ
メ
ル

l
ン
共
和
国
チ

l
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
そ
の
カ
メ
ル

l
ン
チ

l
ム
が
私
の
村
で
キ
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カ
メ
ル

l
ン
チ

l
ム
と

中津江村役場

の
壮
行
会
で
は
、
選
手

一

同
が
飛
び
入
り
で
子
供
の

踊
る
花
笠
音
頭
に
加
わ
り

ま
し
た
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こ
れ
を
契
機
に

昨
年
の
八
月
に
は
、
村
の

中
学
生
た
ち
が
山
形
花
笠

祭
に
参
加
す
る
な
ど
地
元



スポーツとまち零時
の
中
学
生
と
の
交
流
に
発
展
し
ま
し
た
。
村
民
の
喜
び
と

感
激
は
、
他
に
体
験
の
で
き
な
い
思
い
出
の
宝
で
あ
り
、

誇
り
と
も
な
り
ま
し
た
。

ヱ

カ
メ
ル

l
ン
と
の
友
好
が
よ
り
強
化

日
本
列
島
各
地
か
ら
村
へ
の
視
察
研
修
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
公
的
機
関
か
ら
の
活
性
化
・
振
興
事
業
へ
の
参
加

要
請
も
極
め
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
中
津
江
村
と
い
う
自

治
体
と
カ
メ
ル

l
ン
共
和
国
と
い
う
国
家
と
の
友
交
親
善

関
係
が
深
ま
り
、
カ
メ
ル

l
ン
駐
在
日
本
大
使
館
と
の
連

絡
関
係
も
必
要
事
と
な
る
な
ど
、
国
際
化
時
代
の
中
で
村

単
独
で
の
国
際
交
流
の
道
筋
が
聞
か
れ
、
自
立
へ
の
壮
大

な
未
来
へ
の
ロ
マ
ン
が
描
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
二
月
の
訪
問
で
は
、
カ
メ
ル

l
ン
国
民
挙
げ
て
の

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
月
の
カ
メ
ル

l
ン
キ

ャ
ン
プ

一
周
年
記
念
行
事
の
際
に
は
、
駐
日
大
使
と
と
も

に
メ
ヨ
メ
サ
ラ

市
長
さ
ん

一
行

も
来
日
。
ま
た
、

十

一
月
の
キ
リ

ン
カ
ッ
プ
日
本

代
表
と
カ
メ
ル

l
ン
戦
に
は
中

津
江
村
か
ら
応

援
団
を
繰
り
出

す
な
ど
、
親
善

関
係
が
よ
り
強

固
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

日本対カメルーンの試合での中津江村応援団

(キリンチャレンジカップ2003大分大会)

圏
内
に
あ
っ
て
は
文
化
功
労
賞
、
新
語
流
行
語
大
賞
そ
し

て
カ
メ
ル

l
ン
か
ら
は
シ
ユ
パ
リ
エ
勲
章
を

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヱ

村
出
身
者
が
県
外
か
ら
エ

l
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
そ
の
後
に
つ
い
て
述

べ
て
参
り
ま
し
た
が
、

一
番
感
激
を
感
じ
ま

し
た
の
は
、
村
外
・
県
外
の
村
出
身
の
相
当

の
方
々
が
、
自
分
の
故
郷
の
中
津
江
村
の
今

も
変
わ
ら
ぬ
大
切
な
自
然
環
境
を
大
事
に
す

シ
ン
セ
ン
リ
ョ
ク

る
森
川
緑
の
村
づ
く
り
で
、
優
し
い
思
い

や
り
、
も
て
な
し
の
心
と
い
う
日
本
人
の
ふ

る
さ
と
の
原
型
が
残
り
守
ら
れ
て
い
る
光
景

に
接
し
、
「
故
郷
ょ
が
ん
ば
れ
よ
」
「
負
け
な

い
ぞ
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。

2002年W杯のため来日したカメルーンチームとの記念祝賀会

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
関
連
し
、
カ
メ
ル

l
ン
チ
l
ム
が

練
習
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
村
の
活
性
化
の
顔
と
し

て
広
く
P
R
し
て
お
り
ま
す
の
が
、
鯛
生
金
山
跡
地
で
す
。

鯛
生
金
山
は
品
位
・
産
金
量
と
も
東
洋

一
と
も
言
わ
れ
、

英
国
の
ハ
ン
ス
ハ
ン
タ
ー
氏
の
経
営
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
最
先
端
産
業
機
械
が
持
ち
込
ま
れ
て
最
盛
期
に
は
働
く

人
三
千
人
を
数
え
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
閉
山
し
て
久

し
い
の
で
す
が
、
当
時
の
面
影
、
名
残
を
鯛
生
金
山
観
光

地
底
博
物
館
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
、
坑
道
見
学
と
砂
金

採
取
の
「
黄
金
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

合
宿
施
設
で
あ
る
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
見
学

が
増
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
金
山
観
光
施
設
地
底
博
物

館
や
家
族
旅
行
村
の
入
坑
入
場
に
つ
な
が
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
庖
の
大
幅
な
増
収
増
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
直

輸
入
の
カ
メ
ル

l
ン
グ
ツ
ズ
の
好
調
な
販
売
に
加
え
、
村

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
規
取
り
引
き
の
増
加
か
ら
第

三
セ
ク
タ
ー
農
産
物
加
工
所
で
あ
る
伽
?
え
エ

l
ピ
l
の

売
り
上
げ
も
伸
び
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
昨
年
八
月
の
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期

は

一
ヵ
月
で
八
五

O
O人
の
宿
泊
ご
利
用
の
実
績
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
よ
り
二
年
、
友
情
を
深
め
る
た
め
中

津
江
村
の
情
報

・
特
産
品
を
提
供
す
る
会
員
組
織
「
笑
顔

の
会
」
も
好
評
で
す
。
ま
た
、
今
「
道
の
駅
」
を
建
設
し

て
お
り
、
四
月
に
は
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

有
名
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
報
道
関
係
者
、
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
皆
様
方
に
「
優
し
い
ね
、
が
ん
ば
る
ね
」

と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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激
は
、
他
に
体
験
の
で
き
な
い
思
い
出
の
宝
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ヱ
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好
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日
本
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島
各
地
か
ら
村
へ
の
視
察
研
修
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
公
的
機
関
か
ら
の
活
性
化
・
振
興
事
業
へ
の
参
加

要
請
も
極
め
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
中
津
江
村
と
い
う
自

治
体
と
カ
メ
ル

l
ン
共
和
国
と
い
う
国
家
と
の
友
交
親
善

関
係
が
深
ま
り
、
カ
メ
ル

l
ン
駐
在
日
本
大
使
館
と
の
連

絡
関
係
も
必
要
事
と
な
る
な
ど
、
国
際
化
時
代
の
中
で
村

単
独
で
の
国
際
交
流
の
道
筋
が
聞
か
れ
、
自
立
へ
の
壮
大

な
未
来
へ
の
ロ
マ
ン
が
描
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
二
月
の
訪
問
で
は
、
カ
メ
ル

l
ン
国
民
挙
げ
て
の

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
月
の
カ
メ
ル

l
ン
キ

ャ
ン
プ

一
周
年
記
念
行
事
の
際
に
は
、
駐
日
大
使
と
と
も

に
メ
ヨ
メ
サ
ラ

市
長
さ
ん

一
行

も
来
日
。
ま
た
、

十

一
月
の
キ
リ

ン
カ
ッ
プ
日
本

代
表
と
カ
メ
ル

l
ン
戦
に
は
中

津
江
村
か
ら
応

援
団
を
繰
り
出

す
な
ど
、
親
善

関
係
が
よ
り
強

固
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

日本対カメルーンの試合での中津江村応援団

(キリンチャレンジカップ2003大分大会)

圏
内
に
あ
っ
て
は
文
化
功
労
賞
、
新
語
流
行
語
大
賞
そ
し

て
カ
メ
ル

l
ン
か
ら
は
シ
ユ
パ
リ
エ
勲
章
を

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヱ

村
出
身
者
が
県
外
か
ら
エ

l
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
そ
の
後
に
つ
い
て
述

べ
て
参
り
ま
し
た
が
、

一
番
感
激
を
感
じ
ま

し
た
の
は
、
村
外
・
県
外
の
村
出
身
の
相
当

の
方
々
が
、
自
分
の
故
郷
の
中
津
江
村
の
今

も
変
わ
ら
ぬ
大
切
な
自
然
環
境
を
大
事
に
す

シ
ン
セ
ン
リ
ョ
ク

る
森
川
緑
の
村
づ
く
り
で
、
優
し
い
思
い

や
り
、
も
て
な
し
の
心
と
い
う
日
本
人
の
ふ

る
さ
と
の
原
型
が
残
り
守
ら
れ
て
い
る
光
景

に
接
し
、
「
故
郷
ょ
が
ん
ば
れ
よ
」
「
負
け
な

い
ぞ
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。

2002年W杯のため来日したカメルーンチームとの記念祝賀会

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
関
連
し
、
カ
メ
ル

l
ン
チ
l
ム
が

練
習
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
村
の
活
性
化
の
顔
と
し

て
広
く
P
R
し
て
お
り
ま
す
の
が
、
鯛
生
金
山
跡
地
で
す
。

鯛
生
金
山
は
品
位
・
産
金
量
と
も
東
洋

一
と
も
言
わ
れ
、

英
国
の
ハ
ン
ス
ハ
ン
タ
ー
氏
の
経
営
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
最
先
端
産
業
機
械
が
持
ち
込
ま
れ
て
最
盛
期
に
は
働
く

人
三
千
人
を
数
え
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
閉
山
し
て
久

し
い
の
で
す
が
、
当
時
の
面
影
、
名
残
を
鯛
生
金
山
観
光

地
底
博
物
館
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
、
坑
道
見
学
と
砂
金

採
取
の
「
黄
金
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

合
宿
施
設
で
あ
る
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
見
学

が
増
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
金
山
観
光
施
設
地
底
博
物

館
や
家
族
旅
行
村
の
入
坑
入
場
に
つ
な
が
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
庖
の
大
幅
な
増
収
増
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
直

輸
入
の
カ
メ
ル

l
ン
グ
ツ
ズ
の
好
調
な
販
売
に
加
え
、
村

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
規
取
り
引
き
の
増
加
か
ら
第

三
セ
ク
タ
ー
農
産
物
加
工
所
で
あ
る
伽
?
え
エ

l
ピ
l
の

売
り
上
げ
も
伸
び
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
昨
年
八
月
の
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期

は

一
ヵ
月
で
八
五

O
O人
の
宿
泊
ご
利
用
の
実
績
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
よ
り
二
年
、
友
情
を
深
め
る
た
め
中

津
江
村
の
情
報

・
特
産
品
を
提
供
す
る
会
員
組
織
「
笑
顔

の
会
」
も
好
評
で
す
。
ま
た
、
今
「
道
の
駅
」
を
建
設
し

て
お
り
、
四
月
に
は
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

有
名
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
報
道
関
係
者
、
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
皆
様
方
に
「
優
し
い
ね
、
が
ん
ば
る
ね
」

と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

温議事鎗初日4・3月号31 



若
者
の
居
場
所
探
し
を
応
援

地
域
。
ホ

l
タ
ル
サ
イ
ト
で
ま
ち
お
こ
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
世
界
中
の
情
報
が
容
易
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
に
住
ん
で

い
て
、
東
京
や
大
阪
の
公
共
交
通
機
関
の
時
刻
表
が
入
手

で
き
た
り
、
お
い
し
い
お
庖
情
報
が
取
得
で
き
て
も
、
東

京
や
大
阪
に
行
っ
た
時
し
か
使
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
地
域
商
業
者
の
仕
入
れ
情
報
や
売

り
出
し
情
報
を
入
手
し
買
い
物
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
も
「
助
け
て
ぇ

l
」
の
情
報
に

「
今
な
ら
行
け
る
よ
!
」
と
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

な
が
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

つ
ま
り
、
地
理
的
・
時
間
的
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全

て
の
地
域
住
民
の
日
常
生
活
が
豊
か
に
な
る

I
T
活
用
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
生
活
を
支
え
る

I
T
活
用

に
は
、
地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
(
地
域
情
報
基
盤
)
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

実
生
活
に
役
立
つ

地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
目
指
す

弊

N
P
O
で
は
、
平
成
十

一
年
よ
り
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
た
め
の

I
T
活
用
を
目
指
し
、
地
域
ポ

l
タ
ル

32 

の
中
に
事
業
を
継
続
的
に
進
め
る
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
人
が

育
つ
か
ど
う
か
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、
課
題
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
ち
継
続
的
に
地
域
課
題
に
対
し
て
主
体
性
を
持
っ
て
取

り
組
も
う
と
す
る
市
民
の
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
エ
ン
ジ

ン
と
な
る
人
に
必
要
な
の
は
、
豊
富
な
知
識
で
は
な
く
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
コ

l
デ

イ
ネ
l
ト
能
力
と
言

っ
た
知
恵
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
エ

ン
ジ
ン
と
な
る
人
づ
く
り
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
だ

と
考
え
る
の
だ
。

2004・3月号温域Sω

特
定
非
営
利
活
動
法
人

0
5
6
3
・

n
e
t

代表

・

榊
原
正
利

サ
イ
ト

0
5
6
3
・
n
e
t
構
築
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
そ
の
目
的
は
、
地
域
情
報
化
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
。
こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
支
援
を
中
心
に
、
個
人
の
地
域
情
報
の
利
用
向
上

と
市
民
活
動
団
体
の
情
報
化
支
援
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
活
用
普
及
な
ど
社
会
活
動
に
お
け
る
情
報
化
推
進
に

関
す
る
指
導
、
助
言
、
啓
蒙
、
啓
発
、
教
育
、
相
談
事
業

を
行
い
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
地
域

の
情
報
化
に
よ
る
相
互
理
解
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
図

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
の
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

N
P
O
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
は
、
優
秀
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
か
か
わ
る
こ
と
で
大
き
く
進
む
。
し
か

し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
離
れ
る
と
継
続
で

き
な
い
事
例
も
多
く
、
こ
れ
は
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
る
問
に
地
域
住
民

高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

弊

N
P
O
で
は
、
十
二
、
十
三
年
と
二
年
に
わ
た
り
、

地
域
高
校
生
の
企
画
・
立
案
・
実
行
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
支
援
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、

「
な

ぜ
?
私
た
ち
高
校
生
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
前
し
か
居
場
所

が
な
い
の
か
!
な
ぜ
?
私
た
ち
は
休
日
に
、
近
隣
都
市

ま
で
遊
び
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
!
」
と
い
う

まちづく りコ ンサー卜

若
者
の
居
場
所
探
し
を
応
援

地
域
。
ホ

l
タ
ル
サ
イ
ト
で
ま
ち
お
こ
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
世
界
中
の
情
報
が
容
易
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
に
住
ん
で

い
て
、
東
京
や
大
阪
の
公
共
交
通
機
関
の
時
刻
表
が
入
手

で
き
た
り
、
お
い
し
い
お
庖
情
報
が
取
得
で
き
て
も
、
東

京
や
大
阪
に
行
っ
た
時
し
か
使
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
地
域
商
業
者
の
仕
入
れ
情
報
や
売

り
出
し
情
報
を
入
手
し
買
い
物
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
も
「
助
け
て
ぇ

l
」
の
情
報
に

「
今
な
ら
行
け
る
よ
!
」
と
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

な
が
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

つ
ま
り
、
地
理
的
・
時
間
的
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全

て
の
地
域
住
民
の
日
常
生
活
が
豊
か
に
な
る

I
T
活
用
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
生
活
を
支
え
る

I
T
活
用

に
は
、
地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
(
地
域
情
報
基
盤
)
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

実
生
活
に
役
立
つ

地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
目
指
す

弊

N
P
O
で
は
、
平
成
十

一
年
よ
り
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
た
め
の

I
T
活
用
を
目
指
し
、
地
域
ポ

l
タ
ル
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の
中
に
事
業
を
継
続
的
に
進
め
る
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
人
が

育
つ
か
ど
う
か
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、
課
題
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
ち
継
続
的
に
地
域
課
題
に
対
し
て
主
体
性
を
持
っ
て
取

り
組
も
う
と
す
る
市
民
の
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
エ
ン
ジ

ン
と
な
る
人
に
必
要
な
の
は
、
豊
富
な
知
識
で
は
な
く
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
コ

l
デ

イ
ネ
l
ト
能
力
と
言

っ
た
知
恵
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
エ

ン
ジ
ン
と
な
る
人
づ
く
り
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
だ

と
考
え
る
の
だ
。

2004・3月号温域Sω

特
定
非
営
利
活
動
法
人

0
5
6
3
・

n
e
t

代表

・

榊
原
正
利

サ
イ
ト

0
5
6
3
・
n
e
t
構
築
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
そ
の
目
的
は
、
地
域
情
報
化
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
。
こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
支
援
を
中
心
に
、
個
人
の
地
域
情
報
の
利
用
向
上

と
市
民
活
動
団
体
の
情
報
化
支
援
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
活
用
普
及
な
ど
社
会
活
動
に
お
け
る
情
報
化
推
進
に

関
す
る
指
導
、
助
言
、
啓
蒙
、
啓
発
、
教
育
、
相
談
事
業

を
行
い
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
地
域

の
情
報
化
に
よ
る
相
互
理
解
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
図

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
の
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

N
P
O
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
は
、
優
秀
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
か
か
わ
る
こ
と
で
大
き
く
進
む
。
し
か

し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
離
れ
る
と
継
続
で

き
な
い
事
例
も
多
く
、
こ
れ
は
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
る
問
に
地
域
住
民

高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

弊

N
P
O
で
は
、
十
二
、
十
三
年
と
二
年
に
わ
た
り
、

地
域
高
校
生
の
企
画
・
立
案
・
実
行
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
支
援
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、

「
な

ぜ
?
私
た
ち
高
校
生
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
前
し
か
居
場
所

が
な
い
の
か
!
な
ぜ
?
私
た
ち
は
休
日
に
、
近
隣
都
市

ま
で
遊
び
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
!
」
と
い
う

まちづく りコ ンサー卜



課
題
を
持
ち
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手
で

楽
し
い
ま
ち
に
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
「
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
と
し
て
、

一
年
目
に
は
、
自
主
的
に
集
ま
っ
た
四
校
の
高
校
生
(
約

七
十
人
)
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
市
街
地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施
し
、

二
年
目
に
は
八
校
の
高
校
生
(
約
百
人
)

ス
タ
ッ
フ
が
、
約
五
百
人
の
高
校
生
を
動
員
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

百
貨
脂
跡
を
自
分
た
ち
の
居
場
所
に

か
否
か
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
に
か
か
る

管
理
維
持
費
は
、
私
た
ち

『将
来

の
納
税
者
と
な
る
市
民
』

が
背
負
っ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、

晶、

そ
の

頃
に
は
、

お
亡
く

な
り
に
な
り
責
任

も
取
れ
な
い
諸
先

輩
た
ち
の
ご
都
合

で
残
さ
れ
て
も
迷
惑
な
も
の
と

言
い
た
い
の
で
す
」

そ
の
活
動
内
容
は
、
清
掃
活
動
か

ら
始
ま
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
、
地
域

の
大
正
、
明
治
の
写
真
展
示
会
な
ど
の
開
催
と
な
り
、
発

足
後

一
年
足
ら
ず
の
十
四
年
二
月
ま
で
の
聞
に
、
旧
井
桁

屋
ビ
ル
に
五

一
六

一
人
の
来
場
者
を
動
員
し
た
。
「
井
桁

屋
を
考
え
る
会
」
の
活
動
が

最
高
潮
に
な
っ
た
十
三
年
夏

に
は
、
さ
ら
に
、
旧
井
桁
屋

の
持
ち
主
の
吉
見
家
旧
宅
に

つ
い
て
、
そ
の
年
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た

高
校
生
が
主
体
と
な
り
「
吉

見
家
を
活
用
す
る
会
」
も
発

足
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
、
翌
年
大

学
生
や
社
会
人
に
な
っ
た
若
者
が
、
十
三
年
「
井
桁

屋
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
井
桁
屋
と
は
、
愛

知
県
西
尾
市
の
中
心
市
街
地
に
残
る
大
正
末
期
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
百
貨
店
跡
だ
。
持
ち
主
で
あ
る
吉
見

家
が
、
保
存
を
条
件
に
旧
井
桁
屋
ピ
ル
を
西
尾
市
に
寄
付

し
た
い
と
申
し
出
た
も
の
の
、
市
の
財
政
難
か
ら
寄
付
を

受
け
入
れ
て
も
維
持
が
難
し
い
と
の
理
由

で
、
保
存
か
取
り
壊
し
か
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
井
桁
屋
を
考
え
る
会

は
、
決
し
て
保
存
活
動
を
行
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
旧
井
桁
屋
ピ
ル
の
清
掃
活
動
を
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
中
に
自
分
た
ち
の
居
場
所

を
作
り
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
そ
の
建
物
を
保
存
す
る
か
否
か
は
、
将

来
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
私

た
ち
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
ま
ち
に
必
要

日井桁屋

こ
う
し
た
地
域
の
若
者
の

活
動
を
受
け
、
吉
見
家
は
、

旧
井
桁
屋
に
つ
い
て
保
存
を

条
件
と
し
な
い
(
取
り
壊
し

を
含
め
た
用
途
は
市
に
決
定
権
を
持
た
せ
る
)
寄
付
を
再

度
西
尾
市
に
申
し
入
れ
、
市
側
は
翌
年
六
月
議
会
で
寄
付

を
受
け
た
。
ま
た
、
吉
見
家
跡
、
旧
井
桁
屋
跡
が
市
に
寄

付
さ
れ
る
こ
と
が
発
端
と
な
り
商
工
会
議
所
内
に

T
M
O

も
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

地
域
の
若
者
が
起
こ
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
「
井
桁
屋

を
考
え
る
会
」
「
吉
見
家
を
活
用
す
る
会
」
は
、
結
果
と

し
て
吉
見
家
の
寄
付
の
内
容
を
変
え
、
地
域
に

T
M
Oを

発
足
さ
せ
る
ほ
ど
の
社
会
的
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
が
、

そ
れ
は
結
果
で
し
か
な
い
。
こ
の
活
動
の
本
当
の
意
味
は
、

地
域
の
若
者
が
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
自
ら

実
践
し
、
そ
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
喜
び
ゃ
達
成
感
を
分

か
ち
合
っ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
体
験
を
通
し
て
多
く
の

知
恵
を
身
に
付
け
た
地
域
の
若
者
は
、
十
年
、
あ
る
い
は

二
十
年
後
、
課
題
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
継
続
的
に
地
域

課
題
に
対
し
て
主
体
性
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
と
す
る
市

民
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。
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課
題
を
持
ち
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手
で

楽
し
い
ま
ち
に
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
「
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
と
し
て
、

一
年
目
に
は
、
自
主
的
に
集
ま
っ
た
四
校
の
高
校
生
(
約

七
十
人
)
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
市
街
地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施
し
、

二
年
目
に
は
八
校
の
高
校
生
(
約
百
人
)

ス
タ
ッ
フ
が
、
約
五
百
人
の
高
校
生
を
動
員
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

百
貨
脂
跡
を
自
分
た
ち
の
居
場
所
に

か
否
か
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
に
か
か
る

管
理
維
持
費
は
、
私
た
ち

『将
来

の
納
税
者
と
な
る
市
民
』

が
背
負
っ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、

晶、

そ
の

頃
に
は
、

お
亡
く

な
り
に
な
り
責
任

も
取
れ
な
い
諸
先

輩
た
ち
の
ご
都
合

で
残
さ
れ
て
も
迷
惑
な
も
の
と

言
い
た
い
の
で
す
」

そ
の
活
動
内
容
は
、
清
掃
活
動
か

ら
始
ま
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
、
地
域

の
大
正
、
明
治
の
写
真
展
示
会
な
ど
の
開
催
と
な
り
、
発

足
後

一
年
足
ら
ず
の
十
四
年
二
月
ま
で
の
聞
に
、
旧
井
桁

屋
ビ
ル
に
五

一
六

一
人
の
来
場
者
を
動
員
し
た
。
「
井
桁

屋
を
考
え
る
会
」
の
活
動
が

最
高
潮
に
な
っ
た
十
三
年
夏

に
は
、
さ
ら
に
、
旧
井
桁
屋

の
持
ち
主
の
吉
見
家
旧
宅
に

つ
い
て
、
そ
の
年
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た

高
校
生
が
主
体
と
な
り
「
吉

見
家
を
活
用
す
る
会
」
も
発

足
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
、
翌
年
大

学
生
や
社
会
人
に
な
っ
た
若
者
が
、
十
三
年
「
井
桁

屋
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
井
桁
屋
と
は
、
愛

知
県
西
尾
市
の
中
心
市
街
地
に
残
る
大
正
末
期
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
百
貨
店
跡
だ
。
持
ち
主
で
あ
る
吉
見

家
が
、
保
存
を
条
件
に
旧
井
桁
屋
ピ
ル
を
西
尾
市
に
寄
付

し
た
い
と
申
し
出
た
も
の
の
、
市
の
財
政
難
か
ら
寄
付
を

受
け
入
れ
て
も
維
持
が
難
し
い
と
の
理
由

で
、
保
存
か
取
り
壊
し
か
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
井
桁
屋
を
考
え
る
会

は
、
決
し
て
保
存
活
動
を
行
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
旧
井
桁
屋
ピ
ル
の
清
掃
活
動
を
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
中
に
自
分
た
ち
の
居
場
所

を
作
り
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
そ
の
建
物
を
保
存
す
る
か
否
か
は
、
将

来
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
私

た
ち
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
ま
ち
に
必
要

日井桁屋

こ
う
し
た
地
域
の
若
者
の

活
動
を
受
け
、
吉
見
家
は
、

旧
井
桁
屋
に
つ
い
て
保
存
を

条
件
と
し
な
い
(
取
り
壊
し

を
含
め
た
用
途
は
市
に
決
定
権
を
持
た
せ
る
)
寄
付
を
再

度
西
尾
市
に
申
し
入
れ
、
市
側
は
翌
年
六
月
議
会
で
寄
付

を
受
け
た
。
ま
た
、
吉
見
家
跡
、
旧
井
桁
屋
跡
が
市
に
寄

付
さ
れ
る
こ
と
が
発
端
と
な
り
商
工
会
議
所
内
に

T
M
O

も
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

地
域
の
若
者
が
起
こ
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
「
井
桁
屋

を
考
え
る
会
」
「
吉
見
家
を
活
用
す
る
会
」
は
、
結
果
と

し
て
吉
見
家
の
寄
付
の
内
容
を
変
え
、
地
域
に

T
M
Oを

発
足
さ
せ
る
ほ
ど
の
社
会
的
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
が
、

そ
れ
は
結
果
で
し
か
な
い
。
こ
の
活
動
の
本
当
の
意
味
は
、

地
域
の
若
者
が
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
自
ら

実
践
し
、
そ
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
喜
び
ゃ
達
成
感
を
分

か
ち
合
っ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
体
験
を
通
し
て
多
く
の

知
恵
を
身
に
付
け
た
地
域
の
若
者
は
、
十
年
、
あ
る
い
は

二
十
年
後
、
課
題
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
継
続
的
に
地
域

課
題
に
対
し
て
主
体
性
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
と
す
る
市

民
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。
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通
学
合
宿
で
協
調
性

自
主
性
が
向
上

• 
「
通
学
合
宿
」
と
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
学
年
に
関
係
な
く
、
公
民
館
や
社

会
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
で

一
週
間

程
度
の
共
同
生
活
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
学

校
に
通
う
も
の
で
あ
る
。
静
岡
県
土
肥
町

で
昭
和
五
十
五
年
に
初
め
右
実
施
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
個
人
志
向

や
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
化
が
進
む
中

で
、
協
調
性
や
自
立
心
の
醸
成
を
目
的
に

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

鳥取県教育委員会• 
県
が
市
町
村
教
育
委
員
会
に

委
託

鳥
取
県
教
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
時
、
県
で
は
義
務
教
育
の
課
程
と
は

別
に
、
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
協
調
性

や
自
主
性
の
向
上
を
図
る
事
業
を
模
索
し

て
い
た
。

こ
う
し
た
折
、
通
学
合
宿
の
広
が
り
を

側
聞
し
、
調
査
。
自
然
体
験
学
校
な
ど
で

の
宿
泊
事
業
に
比
べ
、
よ
り
手
軽
で
地
域

社
会
に
根
差
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
取

• 

り
組
み
を
始
め
た
。
子
ど
も
た
ち
の
参
加

費
が
六
泊
七
日
で
お
お
む
ね
四

1
五
千
円

と
安
価
な
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、
年
を

経
る
ご
と
に
実
施
地
域
が
拡
大
し
、
十
五

年
度
は
県
内
二
十
二

市
町
村
、

三
十

一
地

域
で
取
り
組
み
が
行

わ
れ
た
。

県
は
事
業
委
託
の

形
式
で
実
施
し
て
お

り
、
直
接
の
事
業
主

体
は
市
町
村
の
教
育

委
員
会
。
地
域
の
交

通
事
情
や
宿
泊
施
設

の
調
整
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
企
画
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
、

市
町
村
は
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
参

加
者
の
募
集
、
実
施
期
間
中
の
運
営
な
ど
、

県
は
各
地
域
で
行
わ
れ
る
事
業
の
統
括
、

連
絡
調
整
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、

学
校
か
ら
帰
る
と
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
自
分
た
ち
で
考

え
た
計
画
に
従
い
ス

ー
パ
ー
へ
の
買
い
出

し
ゃ
炊
事
、
洗
濯
な

ど
を
行
う
。
期
間
中

は
、
役
場
職
員
の
ほ

か
、
保
護
者
や
P
T

A
、
地
域
の
大
学
生

な
ど
が
寝
食
を
共
に

し
、
調
理
法
な
ど
不
慣
れ
な
点
の
指
導
や

学
習
時
間
の
監
督
に
あ
た
る
。
ど
の
地
域

で
も
、
自
治
体
と
地
域
社
会
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
大
学
生
な
ど

一

部、

実
費
分
を
支
給
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
形
式
を
取
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

の
多
く
は
趣
旨
に
賛
同
し
た
地
域
住
民
の

手
で
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
人
た
ち

は
、
家
庭
で
つ
い
言
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

こ
と
も
、
こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
を
重
ん
じ
、
極
力
手
を
出
さ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。

-初日目 (日曜日)

15:00 集合・開会

17:30 夕食準備・夕食

19:00 自主活動

21 :30 就寝

.月~金曜日

6:00 起床、朝食準備

7:00 朝食

8:00 登校

..・・・学校・・・・・-

17:30 夕食準備・夕食

19:00 自主活動

21 :30 就寝

.最終日 (土曜日)

6:00 起床

6:30 朝食準備・朝食

8:00 自主活動

11 :30昼食準備・昼食

15:00整理・閉会式

一
般
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(6
泊
7
日
)

全
県
的
な
取
り
組
み
へ

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
自
分
で
食
事

の
準
備
や
後
始
末
、
洗
濯
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
「
父
や
母
に
日
頃
ど
れ

だ
け
世
話
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
理
解
で

き
た
。
家
に
戻
っ
た
ら
毎
日
お
手
伝
い
を

し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
も

「積
極
的
な

行
動
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
」
「弟

の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
」
な
ど
、
評
価
が
高
く
、
目
に
は
見
え
な

い
も
の
の
、
心
の
教
育
と
い
う
面
で
は
、
は

っ
き
り
と
し
た
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

県
で
は
、
こ
の
事
業
が
、
公
共
施
設
を

利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
運

営
で
安
価
に
実
施
で
き
る
こ
と
、
現
在
、

国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
、

今
の
と
こ
ろ
費
用
面
で
の
大
き
な
心
配
が

な
い
こ
と
か
ら
、
県
内
全
域
に
ま
で
事
業

を
拡
大
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

十
五
年
度
に
は
初
め
て
中
学
校
が
事
業
に

参
加
し
、
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後

呼
び
か
け
を
強
め
た
い
構
え
だ
。

宿
泊
施
設
と
し
て
適
当
な
施
設
の
な
い

地
域
も
あ
る
が
、

一
つ
ひ
と
つ
課
題
が
ク

リ
ア
さ
れ
、
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

山
辺
健
仁
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通
学
合
宿
で
協
調
性

自
主
性
が
向
上

• 
「
通
学
合
宿
」
と
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
学
年
に
関
係
な
く
、
公
民
館
や
社

会
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
で

一
週
間

程
度
の
共
同
生
活
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
学

校
に
通
う
も
の
で
あ
る
。
静
岡
県
土
肥
町

で
昭
和
五
十
五
年
に
初
め
右
実
施
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
個
人
志
向

や
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
化
が
進
む
中

で
、
協
調
性
や
自
立
心
の
醸
成
を
目
的
に

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

鳥取県教育委員会• 
県
が
市
町
村
教
育
委
員
会
に

委
託

鳥
取
県
教
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
時
、
県
で
は
義
務
教
育
の
課
程
と
は

別
に
、
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
協
調
性

や
自
主
性
の
向
上
を
図
る
事
業
を
模
索
し

て
い
た
。

こ
う
し
た
折
、
通
学
合
宿
の
広
が
り
を

側
聞
し
、
調
査
。
自
然
体
験
学
校
な
ど
で

の
宿
泊
事
業
に
比
べ
、
よ
り
手
軽
で
地
域

社
会
に
根
差
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
取

• 

り
組
み
を
始
め
た
。
子
ど
も
た
ち
の
参
加

費
が
六
泊
七
日
で
お
お
む
ね
四

1
五
千
円

と
安
価
な
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、
年
を

経
る
ご
と
に
実
施
地
域
が
拡
大
し
、
十
五

年
度
は
県
内
二
十
二

市
町
村
、

三
十

一
地

域
で
取
り
組
み
が
行

わ
れ
た
。

県
は
事
業
委
託
の

形
式
で
実
施
し
て
お

り
、
直
接
の
事
業
主

体
は
市
町
村
の
教
育

委
員
会
。
地
域
の
交

通
事
情
や
宿
泊
施
設

の
調
整
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
企
画
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
、

市
町
村
は
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
参

加
者
の
募
集
、
実
施
期
間
中
の
運
営
な
ど
、

県
は
各
地
域
で
行
わ
れ
る
事
業
の
統
括
、

連
絡
調
整
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、

学
校
か
ら
帰
る
と
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
自
分
た
ち
で
考

え
た
計
画
に
従
い
ス

ー
パ
ー
へ
の
買
い
出

し
ゃ
炊
事
、
洗
濯
な

ど
を
行
う
。
期
間
中

は
、
役
場
職
員
の
ほ

か
、
保
護
者
や
P
T

A
、
地
域
の
大
学
生

な
ど
が
寝
食
を
共
に

し
、
調
理
法
な
ど
不
慣
れ
な
点
の
指
導
や

学
習
時
間
の
監
督
に
あ
た
る
。
ど
の
地
域

で
も
、
自
治
体
と
地
域
社
会
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
大
学
生
な
ど

一

部、

実
費
分
を
支
給
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
形
式
を
取
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

の
多
く
は
趣
旨
に
賛
同
し
た
地
域
住
民
の

手
で
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
人
た
ち

は
、
家
庭
で
つ
い
言
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

こ
と
も
、
こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
を
重
ん
じ
、
極
力
手
を
出
さ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。

-初日目 (日曜日)

15:00 集合・開会

17:30 夕食準備・夕食

19:00 自主活動

21 :30 就寝

.月~金曜日

6:00 起床、朝食準備

7:00 朝食

8:00 登校

..・・・学校・・・・・-

17:30 夕食準備・夕食

19:00 自主活動

21 :30 就寝

.最終日 (土曜日)

6:00 起床

6:30 朝食準備・朝食

8:00 自主活動

11 :30昼食準備・昼食

15:00整理・閉会式

一
般
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(6
泊
7
日
)

全
県
的
な
取
り
組
み
へ

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
自
分
で
食
事

の
準
備
や
後
始
末
、
洗
濯
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
「
父
や
母
に
日
頃
ど
れ

だ
け
世
話
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
理
解
で

き
た
。
家
に
戻
っ
た
ら
毎
日
お
手
伝
い
を

し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
も

「積
極
的
な

行
動
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
」
「弟

の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
」
な
ど
、
評
価
が
高
く
、
目
に
は
見
え
な

い
も
の
の
、
心
の
教
育
と
い
う
面
で
は
、
は

っ
き
り
と
し
た
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

県
で
は
、
こ
の
事
業
が
、
公
共
施
設
を

利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
運

営
で
安
価
に
実
施
で
き
る
こ
と
、
現
在
、

国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
、

今
の
と
こ
ろ
費
用
面
で
の
大
き
な
心
配
が

な
い
こ
と
か
ら
、
県
内
全
域
に
ま
で
事
業

を
拡
大
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

十
五
年
度
に
は
初
め
て
中
学
校
が
事
業
に

参
加
し
、
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後

呼
び
か
け
を
強
め
た
い
構
え
だ
。

宿
泊
施
設
と
し
て
適
当
な
施
設
の
な
い

地
域
も
あ
る
が
、

一
つ
ひ
と
つ
課
題
が
ク

リ
ア
さ
れ
、
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

山
辺
健
仁
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地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
推
進
と

地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

総
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
(
十
五
年
か
ら
「
地
域
文
化
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
」
)
を
推
進
し
て
い
る
。

本
構
想
は
、
近
年
、
文
化
財
な
ど
を
電
子
的
に
保
存
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け

る
ア

l
カ
イ
ビ
ン
グ
の

一
環
と
し
て
、
美
術
館
や
博
物
館

な
ど
の
文
化
施
設
を
地
域
文
化
の
情
報
蓄
積
・
発
信
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
有
効
利
用
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
昨

年
開
催
さ
れ
た
「
第

一
回
全
国
地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
文

中
意
見
な
ど
に
わ
た
る
個
所
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

本
事
業
の
基
本
的
な
考
え
方
は

{
た
め
る
}
{
つ
な
ぐ
}

【
い
か
す
】
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
す
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
本
事
業
は
、

①
デ
ジ
タ
ル
画
像
技
術
を

用
い
て
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
等
を
高
精
細
の
画
像
・

音
声
で
記
録
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
{
た

め
る
}
②
地
域
聞
の
文
化
財
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
の
施
設
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
情

報
の
送
受
信
・
閲
覧
を
可
能
と
す
る
{
つ
な
ぐ
】

③

ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
既
存
シ
ス

テ
ム
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、

美
術
館
や
博
物
館
が
従
来

か
ら
所
有
す
る
画
像
資
産
の
有
効
活
用
を
図
る
{
い
か
す
】

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
な
ど
の

情
報
資
産
を
有
効
に
利
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
事
業
は
、
電
子
自
治
体
を
構
築
す
る
に
当
た

っ
て
地
方
公
共
団
体
が
留
意
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
提

示
し
た

『電
子
自
治
体
推
進
指
針
(
十
五
年
八
月
八
日
総

務
省
策
定
)
」
に
お
い
て
も
、
「
地
域
文
化
の
保
護
」
「
地

域
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
・
継
承
」
「
地
域

の
文
化
関
連
産
業
・
人
材
の
育
成
」
な
ど
と
い
っ
た
役
割

を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
子
自
治
体
構
築

の
た
め
の
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
総
務
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
促
進
す
る

た
め
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
一

は
、
文
化
財
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る
デ
ジ
タ

ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
対
す
る
財
政
支
援
で
あ
る
。

こ
の
財
政
支
援
は
、
都
道
府
県
分
を
普
通
交
付
税
の
単
位

費
用
で
、
市
町
村
分
を
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
も
の
で

あ
る
。
第
二
は
、
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
閲
覧
や
発
信

で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
(
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ

l
ジ 護

接記減ω2004・3月号35 
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地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
推
進
と

地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

総
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
(
十
五
年
か
ら
「
地
域
文
化
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
」
)
を
推
進
し
て
い
る
。

本
構
想
は
、
近
年
、
文
化
財
な
ど
を
電
子
的
に
保
存
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け

る
ア

l
カ
イ
ビ
ン
グ
の

一
環
と
し
て
、
美
術
館
や
博
物
館

な
ど
の
文
化
施
設
を
地
域
文
化
の
情
報
蓄
積
・
発
信
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
有
効
利
用
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
昨

年
開
催
さ
れ
た
「
第

一
回
全
国
地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
文

中
意
見
な
ど
に
わ
た
る
個
所
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

本
事
業
の
基
本
的
な
考
え
方
は

{
た
め
る
}
{
つ
な
ぐ
}

【
い
か
す
】
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
す
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
本
事
業
は
、

①
デ
ジ
タ
ル
画
像
技
術
を

用
い
て
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
等
を
高
精
細
の
画
像
・

音
声
で
記
録
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
{
た

め
る
}
②
地
域
聞
の
文
化
財
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
の
施
設
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
情

報
の
送
受
信
・
閲
覧
を
可
能
と
す
る
{
つ
な
ぐ
】

③

ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
既
存
シ
ス

テ
ム
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、

美
術
館
や
博
物
館
が
従
来

か
ら
所
有
す
る
画
像
資
産
の
有
効
活
用
を
図
る
{
い
か
す
】

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
な
ど
の

情
報
資
産
を
有
効
に
利
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
事
業
は
、
電
子
自
治
体
を
構
築
す
る
に
当
た

っ
て
地
方
公
共
団
体
が
留
意
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
提

示
し
た

『電
子
自
治
体
推
進
指
針
(
十
五
年
八
月
八
日
総

務
省
策
定
)
」
に
お
い
て
も
、
「
地
域
文
化
の
保
護
」
「
地

域
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
・
継
承
」
「
地
域

の
文
化
関
連
産
業
・
人
材
の
育
成
」
な
ど
と
い
っ
た
役
割

を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
子
自
治
体
構
築

の
た
め
の
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
総
務
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
促
進
す
る

た
め
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
一

は
、
文
化
財
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る
デ
ジ
タ

ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
対
す
る
財
政
支
援
で
あ
る
。

こ
の
財
政
支
援
は
、
都
道
府
県
分
を
普
通
交
付
税
の
単
位

費
用
で
、
市
町
村
分
を
特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
も
の
で

あ
る
。
第
二
は
、
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
閲
覧
や
発
信

で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
(
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ

l
ジ 護

接記減ω2004・3月号35 
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る
八
十

一
の
市
町
村
に
お
い
て
支
援
措
置
が
な
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
作
成
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ

ン
ツ
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
も
地
域
の
風
景
、
祭
り
、

文
化
財
か
ら
、
民
俗
芸
能
、
伝
承
の
保
存
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
地
域
の
独
自
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

る
。
十
五
年
度
に
お
い
て
も
上
記
と
同
様
の
措
置
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
を

行
っ
た
団
体
も
十
四
年
度
と
比
較
し
て
増
加
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
省
で
は
、
こ
れ
ら
支
援
施
策
の
他
に
も
地

域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
推
進
協
議
会
(
言
G
H
¥
¥
割
当
者
-

E
住
吉
』

'
B
5
2
B
-宵
-E¥)
と
協
力
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

な
普
及
施
策
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

そ
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「第

一
回
全
国
地
域
映
像

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

地踏切

ア
ム
・
シ
ス
テ
ム
)
の
整
備
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
整

備
に
対
す
る
支
援
は
地
域
活
性
化
事
業
債
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
現
在
ま
で
三
件
の
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
し
て

い
る
。

2004・3月号

M
問
、
均
年
度
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

総
務
省
に
お
い
て
は
、
十
四
、
十
五
年
度
も
引
き
続
き

地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
普
及
推
進
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
園
地
域
映
億
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

十
四
年
度
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

に
関
し
て
は
、
十
三
年
度
に
比
べ
て
二
十
八
団
体
増
と
な

十
五
年
六
月
十
三
日
、
紀
尾
井
町
の
千
代
田
放
送
会
館

に
お
い
て
、

「第

一
回
全
国
地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
十
四
年
に
開
催
さ
れ
た
東
西
の

奨 措デ 審 優 総 グ
励 進ジ 査 秀 務 フ

受
賞 協タ 貝 賞 大 ン 賞
議ル 特 臣 フ 名
4zhz • - 男。 賞 リ
4Z22除E~E 賞
長ユ
賞 l
ジ
ア
ム

-ー『 お 干 繭 プ 長
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4E4 ヨ
作ほ 宴 つ イ 街

障 』の た リ 道
作

匡 役 町 ツ 物
物 立つン、 ツ 言書 ロEヨ回
量回五ロ

"リ ア

んズ
物

名量回五目 エ
自
び第 ビ

老
JJ2 ス

脱 コ 外
出 レ弾 -、~ 伝
編

句、.

シ と
ピ 食L-
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物
編
2 
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2 
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あ
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。
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団
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、
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地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
か
ら
総
務
大
臣
賞
な

ど
の
入
賞
作
品
を
決
め
て
表
彰
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
第

一
部
「
手
づ
く
り
ソ
フ
ト
」
の
部
、
第

二
部
「
地
域
映
像
ソ
フ
ト
」
の
部
の
二
部
門
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
第

一
部
は
地
域
住
民
と
地
域
の
美
術
館
・
博

物
館
な
ど
が
「
プ
ロ
」
の
手
に
よ
ら
ず
協
働
作
業
に
よ
り

作
成
し
た
ソ
フ
ト
を
対
象
と
し
、
第
二
部
は
静
止
画
、
動

画
を
問
わ
ず
地
方
公
共
団
体
が
総
務
省
の
支
援
措
置
を
活

用
し
て
作
成
し
た
ソ
フ
ト
を
対
象
と
し
て
い
る
。

作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
個
性
を
特
色
と
し
た
見

応
え
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
加

藤
辿
氏
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
も
各
賞
の
選
定
に
苦
慮

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、
第

一
部
の
作
品
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
な
効
果
以
上
に
、
地
域
に
根
付
い
て
い

る
文
化
に
対
す
る
理
解
と
愛
着
、
地
域
文
化
を
保
存
継
承

し
て
い
き
た
い
と
言
う
気
持
ち
が
強
く
に
じ
み
出
て
お

り
、
審
査
員
の
胸
を
強
く
打
っ
た
。
な
お
、
審
査
の
結
果

選
出
さ
れ
た
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
別
添

一
覧
の
と
お

り
で
あ
る
。

地
域
文
化
・
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
に
つ
い
て
は
、

有
形
無
形
の
文
化
財
の
保
存
、
収
集
、
教
育
研
究
活
動
を

地
域
の
公
立
博
物
館
・
美
術
館
等
が
実
施
す
る
事
業
と
し

て
の
面
と
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
に
根
付
い
た
習
慣
、
祭
り
、

言
語
、
伝
承
等
を
自
ら
の

手
で
、
保
存
継
承
し
て
い
く
観
点
か
ら
の
行
動
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
・
活
性
化
の
た
め
の
「
拠
り
所
」
に
つ
い
て
、
「
地
域

文
化
・
伝
統
芸
能
」
を
核
と
し
、
地
域
文
化
・
伝
統
芸
能

の
保
存
継
承
機
関
、
地
域
文
化
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
公
立
博
物
館
、
美
術
館
等
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

財
政
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
」
の
推
進
及
び
地
域
文
化

・
伝
統
芸
能
の
全
国
に
対
す

る
貴
重
な
情
報
発
信
の
場
で
あ
る
「
地
域
映
像
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
維
持
継
続
に
つ
い
て
、
地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆

様
の
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

姐l1Oω2004・3月号37 
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地
域
映
像
コ
ン
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ル
の
入
賞
作
品
か
ら
総
務
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臣
賞
な

ど
の
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賞
作
品
を
決
め
て
表
彰
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
第

一
部
「
手
づ
く
り
ソ
フ
ト
」
の
部
、
第

二
部
「
地
域
映
像
ソ
フ
ト
」
の
部
の
二
部
門
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
第

一
部
は
地
域
住
民
と
地
域
の
美
術
館
・
博

物
館
な
ど
が
「
プ
ロ
」
の
手
に
よ
ら
ず
協
働
作
業
に
よ
り

作
成
し
た
ソ
フ
ト
を
対
象
と
し
、
第
二
部
は
静
止
画
、
動

画
を
問
わ
ず
地
方
公
共
団
体
が
総
務
省
の
支
援
措
置
を
活

用
し
て
作
成
し
た
ソ
フ
ト
を
対
象
と
し
て
い
る
。

作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
個
性
を
特
色
と
し
た
見

応
え
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
加

藤
辿
氏
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
も
各
賞
の
選
定
に
苦
慮

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、
第

一
部
の
作
品
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
な
効
果
以
上
に
、
地
域
に
根
付
い
て
い

る
文
化
に
対
す
る
理
解
と
愛
着
、
地
域
文
化
を
保
存
継
承

し
て
い
き
た
い
と
言
う
気
持
ち
が
強
く
に
じ
み
出
て
お

り
、
審
査
員
の
胸
を
強
く
打
っ
た
。
な
お
、
審
査
の
結
果

選
出
さ
れ
た
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
別
添

一
覧
の
と
お

り
で
あ
る
。

地
域
文
化
・
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
に
つ
い
て
は
、

有
形
無
形
の
文
化
財
の
保
存
、
収
集
、
教
育
研
究
活
動
を

地
域
の
公
立
博
物
館
・
美
術
館
等
が
実
施
す
る
事
業
と
し

て
の
面
と
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
に
根
付
い
た
習
慣
、
祭
り
、

言
語
、
伝
承
等
を
自
ら
の

手
で
、
保
存
継
承
し
て
い
く
観
点
か
ら
の
行
動
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
・
活
性
化
の
た
め
の
「
拠
り
所
」
に
つ
い
て
、
「
地
域

文
化
・
伝
統
芸
能
」
を
核
と
し
、
地
域
文
化
・
伝
統
芸
能

の
保
存
継
承
機
関
、
地
域
文
化
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
公
立
博
物
館
、
美
術
館
等
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

財
政
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
」
の
推
進
及
び
地
域
文
化

・
伝
統
芸
能
の
全
国
に
対
す

る
貴
重
な
情
報
発
信
の
場
で
あ
る
「
地
域
映
像
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
維
持
継
続
に
つ
い
て
、
地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆

様
の
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

姐l1Oω2004・3月号37 



[1]輔自画
団関!ヲ

よ
冗
進
市
町
村
現
地
調
査
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法
人
を
立
ち
上
げ
、
大
阪
の
い
ず
み
市
民

生
活
協
同
組
合
と
の
交
流
、
人
形
浄
瑠
璃

を
活
用
し
た
む
ら
お
こ
し
な
ど
を
実
践
し

て
い
た
。
ま
た
、
早
瀬
集
落
で
は
、
ゼ
ロ

分
の
イ
チ
運
動
を
き
っ
か
け
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
活
動
計
画

「
夢
ス
テ
ー
ジ
早
瀬
」
と
し
て
ま
と
め
、

そ
れ
を
基
礎
と
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
を

続
け
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
両

集
落
と
も
地
域
を
大
切
に
し
、
将
来
に
向

か
っ
て
着
実
に
前
進
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

地
域
の
自
立
を
テ
ー
マ

に
鳥
取
県
を
視
察

小
田
切
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
主
任
講
師

の
小
田
切
徳
美
先
生
を
団
長
に
ゼ
ミ
生
八

人
が
参
加
し
、
十

一
月
十
二
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
、
「
地
域
の
自
立
」
を

テ
l
マ
に
、
鳥
取
県
智
頭
町
、
鳥
取
県
庁

及
び
鹿
野
町
の
三
個
所
の
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
こ
の
研
修
は
、
考

え
方
の
転
換
を
迫
る
よ
う
な
、
強
い
衝
撃

を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

初
日
の
智
頭
町
で
は
、
集
落
機
能
崩
壊

の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
日
本
ゼ
ロ
分
の

イ
チ
村
お
こ
し
運
動
」
に
つ
い
て
視
察
し

た
。
同
運
動
は
、
旧
来
の
寄
り
合
い
と
は

別
組
織
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
地
域
づ

く
り
の
計
画
を
練
り
、
ソ
フ
ト
事
業
に
対

し
て
十
年
間
に
わ
た
り
補
助
金
を
交
付
す

る
、
と
い
う
町
の
事
業
で
、
交
付
が
長
期

に
わ
た
る
点
、
意
欲
の
あ
る
集
落
に
助
成

小
田
切
ゼ
ミ
ナ
ル

• 堀
江
啓

す
る
と
い
う
「
手
上
げ
方
式
」
で
あ
る
点

に
お
い
て
特
徴
的
な
補
助
金
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
事
業
の
発
案
者
で
あ
る
寺

谷
篤
さ
ん
か
ら
は
、
旧
態
依

然
と
し
た
体
質
の
中
で
活
力

を
失
っ
て
い
る
地
域
を
変
え

る
た
め
に
大
変
な
苦
労
を
し

た
こ
と
な
ど
、
地
域
づ
く
り

に
か
け
る
熱
い
思
い
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
今
後
中
途
半

端
な
気
持
ち
で
地
域
づ
く
り

を
語
っ
て
は
な
ら
な
い
と
肝

に
銘
じ
る
ほ
ど
の
感
銘
を
受

け
た
。
こ
の
後
、
こ
の
事
業
‘

を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
新
聞
集
落
と
早

瀬
集
落
を
訪
問
し
た
。
新
田

集
落
は
、
新
田
む
ら
づ
く
り

運
営
委
員
会
と
い
う
N
P
O

一一
日
目
の
午
後
は
、
鳥
取
県
庁
企
画
部

地
域
自
立
戦
略
謀
を

訪
問
し
、
過
疎
・
中

山
間
地
域
対
策
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
鳥
取
県
で
は
、

地
域
の
自
立
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
創
ら

れ
た
「
中
山
間
地
域

活
性
化
交
付
金
事

業
」
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
各
地

智頭町役場での調査

域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
に
よ
り
住
民

の
意
見
を
ま
と
め
て

事
業
計
画
を
作
成

し
、
審
査
を
経
て
採

択
さ
れ
る
と
、
使
途
を
特
定
し
な
い
二
千

万
円
ま
で
の
交
付
金
(
交
付
率
二
分
の
ニ

が
三
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
る
。
採

択
に
あ
た
っ
て
の
審
査
は
、
住
民
の
参
画

度

・
総
意
を
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
お

り
、
通
常
行
政
主
導
で
行
わ
れ
が
ち
な
地

域
づ
く
り
を
、
地
域
に
住
む
人
々
に
計

画

・
立
案
さ
せ
自
立
を
促
す
と
い
う
事
業

で
あ
る
。
事
業
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た

県
の
担
当
者
か
ら
「
県
と
し
て
、
や
る
気

の
あ
る
地
域
に
は
支
援
す
る
が
、
や
る
気

の
な
い
地
域
に
は
支
援
し
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
聞
か
さ
れ
、
従
来
の
助
成
の
あ
り

方
と
の
違
い
に
衝
撃
を
受
け
た
。

最
終
日
は
、
鹿
野
町
を
訪
問
し
、
住
民

と
仔
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
っ
た
。
住
民
有
志
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
「
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
策
定
し
た
「
童
里
夢
計
画
」

に
つ
い
て
特
に
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
空
家
を
活
用
し
た
街
並
み
の
整

備
に
よ
り
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
伝
統
芸

能
の
伝
承
や
盆
踊
り
を
中
心
と
し
て
地
域

住
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
い
う
、
行

政
と
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り

計
画
で
あ
る
。
住
民
有
志
に
よ
り
行
燈
が

設
置
さ
れ
た
、
趣
の
あ
る
街
並
み
を
実
際

に
歩
き
、
そ
の
成
果
を
視
察
し
て
研
修
を

締
め
く
く
っ
た
。
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日
本
で
も
、
こ
こ
数
年
各
地
域
に
お

い
て
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
ん
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

例
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
原
点
と
も
い

う
べ
き
も
の
が
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ワ

l
ク

(
C
5
5色
調
。
昇
、
以

下
G
W
)
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
実
態

を
調
査
す
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

G
W
ウ
エ
ス
ト
ロ
ン
ド
ン
の
事
務
所
で

』
自
足
∞
〉

1
7
E氏
ら
に
話
を
伺
っ
た
。

圏
内
田
地
域
に
拡
大

も
と
も
と

G
W
は、

一
九
七
九
年
マ

イ
ケ
ル
・
ヘ

l
ゼ
ル
テ
ィ
ン
(
冨

wyg-

国
自
己
巴

5
)
議
員
(
当
時
英
国
保
守
党

の
環
境
大
臣
、
サ
ッ
チ
ャ

l
政
権
で
は

副
首
相
を
務
め
る
)
に
よ
り
提
唱
さ
れ

た
。
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
工

業
地
域
周
辺
部
に
お
け
る
産
業
転
換
の

結
果
、
工
場
の
整
理
統
合
に
よ
り
生
じ

た
余
剰
用
地
な
ど
荒
廃
し
た
土
地
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
土
地
の
再
生

を
図
る
た
め
、
行
政
か
ら
の
委
託
料
や

企
業
・
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を
使
い
、

地
域
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
環
境
再
生

活
動
を
行
お
う
と

G

W
が
つ
く
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
最
初
は
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム

な
ど
古
い
工
業
地
帯
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
う
ち
に
ロ
ン
ド
ン
な
ど
都
市
部
に
も

広
が
り
現
在
で
は
囲
内
の
五
十
の
地
域

に
ま
で
増
え
た
。
G
W
は
理
事
会

と
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
、

理
事
会
は
地
元
地
域
の
自
治
体
、

企
業
、
住
民
代
表
が
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
は

G
W
か

ら
給
料
を
得
て
い
る
専
属
の
職
員

で
、
環
境
な
ど
に
対
し
て
問
題
意

識
が
高
く
企
画
力
や
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
能
力
、
造
固
な
ど
の
専
門

的
能
力
を
備
え
た
若
い
人
が
多
い
。

G

W
ウ
エ
ス
ト
ロ
ン
ド
ン

の
活
動

ロ
ン
ド
ン
市
内
に
あ
る
十
二
の

G
W
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
こ
の

G
W
は
、
市
内
の
ハ
マ

l
ス
ミ
ス

ア
ン
ド
フ
ル
ハ
ム
区
と
イ

l
リ
ン

グ
区
と
い
う
二
つ
の
区

を
活
動
の
エ
リ
ア
と
し

て、

二
十
五
人
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て

活
動
し
て
い
る
。

こ
の

G

W
で
は
三
つ

の
目
標
を
揚
げ
て
い
る
。

一
つ
目
は
、
地
域
の

環
境
を
向
上
さ
せ
る
活

動
で
あ
り
、
主
な
活
動

は
区
域
内
を
流
れ
る
ブ

レ
ッ
ド
川
の
再
生
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
川
は
、

大
変
汚
い
川
で
あ
っ
た

グラウンドワークで
荒廃地の環境を再生

が
、
環
境
省
な
ど
か
ら
百
三
十
万

£
(
約
二
億
六
千
万
円
)
の
資
金
を

得
て
、
流
域
に
住
む
人
々
の
協
力
も

得
な
が
ら
川
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
川
の

浄
化
活
動
を
行
い
、
川
辺
の
堤
防
に

壁
画
を
書
い
た
り
、
地
域
の
子
供
た

ち
と
協
力
し
て
ア

l
ト
作
品
を
作
っ

て
飾
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

ど
う
い
う
景
観
を
形
づ
く
る
か
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
と
い
う
日

を
設
け
、
地
域
住
民
の
声
を
拾
い
上

げ
て
い
る
。

一先進地英国の事例調査一

二
つ
目
は
、
地
域
住
民
の
生
活
向

上
を
図
る
活
動
で
あ
り
、
主
な
も
の

と
し
て
は
、
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
リ
ニ

ュ
l
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
ロ
Z
m
y・

σ。
『
町
。
。
仏
門
O
E
0
4弓
白
戸
喝
さ
」
E

R門
H
近
隣
地
域
の
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
が
あ
る
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
荒
廃
し

て
し
ま
い
誰
も
住
み
た
が
ら

な
く
な
っ
た
地
域
に
お
い

て
、
ロ
ン
ド
ン
開
発
機
構
な

ど
か
ら
約
五
十
万
£
(
約

一

億
円
)
の
助
成
金
を
得
て
、

地
域
内
の
住
民
で
タ
ウ
ン
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
自
衛
団
を

組
織
し
、
ゴ
ミ
の
出
し
か
た

を
指
導
し
た
り
、
市
民
の
安

全
の
た
め
に
見
回
り
な
ど
を

GWの環境学習事業

し
た
り
し
て
地
域
の
安
全
を
確
保
し
、

反
社
会
的
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
貢

献
し
て
い
る
。

コ
一
つ
目
は
、
地
域
の
経
済
に
貢
献
す

る
活
動
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
商
業

地
域
に
お
い
て
商
庖
街
の
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
講
習
会
な
ど

を
聞
い
て
商
庖
街
の
景
観
形
成
を
行
い
、

商
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
域
内
の
商
庖
な
ど
か
ら
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を

請
け
負
い
、
商
腐
の
前
の
駐
車
場
の
位

置
や
ゴ
ミ
捨
て
場
の
位
置
、
他
地
域
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
調
査
し
、
ど
う

す
れ
ば
環
境
を
良
く
す
る
の
か
と
い
う

調
査
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
も
行
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
と
か
く
地
域
の
再
生
や
活

性
化
、
環
境
改
善
な
ど
を
行
う
際
に
は
、

地
元
自
治
体
が
す
べ
て
請
け
負
い
、
住

民
や
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
機
会
が
少

な
い
。
こ
れ
か
ら
地
方
自
治
体
の

一
層

の
行
財
政
改
革
が
迫
ら
れ
少
な
い
予
算

の
中
で
こ
う
い
っ
た
活
動
を
図
る
際
に

は、

G
W
の
よ
う
な
中
間
的
な
組
織
に

よ
っ
て
運
営
し
、
よ
り
住
民
や
企
業
な

ど
を
参
加
さ
せ
る
方
法
の
検
討
を
図
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事

・

千
葉
義
樹
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日
本
で
も
、
こ
こ
数
年
各
地
域
に
お

い
て
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
ん
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

例
が
増
え
て
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た
。
そ
の
原
点
と
も
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う
べ
き
も
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が
イ
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ス
発
祥
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
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l
ク

(
C
5
5色
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昇
、
以

下
G
W
)
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
実
態

を
調
査
す
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

G
W
ウ
エ
ス
ト
ロ
ン
ド
ン
の
事
務
所
で

』
自
足
∞
〉

1
7
E氏
ら
に
話
を
伺
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た
。

圏
内
田
地
域
に
拡
大

も
と
も
と

G
W
は、
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九
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九
年
マ

イ
ケ
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・
ヘ

l
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テ
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冨
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国
自
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5
)
議
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(
当
時
英
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保
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党

の
環
境
大
臣
、
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ッ
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l
政
権
で
は

副
首
相
を
務
め
る
)
に
よ
り
提
唱
さ
れ

た
。
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
工

業
地
域
周
辺
部
に
お
け
る
産
業
転
換
の

結
果
、
工
場
の
整
理
統
合
に
よ
り
生
じ

た
余
剰
用
地
な
ど
荒
廃
し
た
土
地
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
土
地
の
再
生

を
図
る
た
め
、
行
政
か
ら
の
委
託
料
や

企
業
・
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を
使
い
、

地
域
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
環
境
再
生

活
動
を
行
お
う
と

G

W
が
つ
く
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
最
初
は
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム

な
ど
古
い
工
業
地
帯
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
う
ち
に
ロ
ン
ド
ン
な
ど
都
市
部
に
も

広
が
り
現
在
で
は
囲
内
の
五
十
の
地
域

に
ま
で
増
え
た
。
G
W
は
理
事
会

と
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
、

理
事
会
は
地
元
地
域
の
自
治
体
、

企
業
、
住
民
代
表
が
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
は

G
W
か

ら
給
料
を
得
て
い
る
専
属
の
職
員

で
、
環
境
な
ど
に
対
し
て
問
題
意

識
が
高
く
企
画
力
や
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
能
力
、
造
固
な
ど
の
専
門

的
能
力
を
備
え
た
若
い
人
が
多
い
。

G

W
ウ
エ
ス
ト
ロ
ン
ド
ン

の
活
動

ロ
ン
ド
ン
市
内
に
あ
る
十
二
の

G
W
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
こ
の

G
W
は
、
市
内
の
ハ
マ

l
ス
ミ
ス

ア
ン
ド
フ
ル
ハ
ム
区
と
イ

l
リ
ン

グ
区
と
い
う
二
つ
の
区

を
活
動
の
エ
リ
ア
と
し

て、

二
十
五
人
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て

活
動
し
て
い
る
。

こ
の

G

W
で
は
三
つ

の
目
標
を
揚
げ
て
い
る
。

一
つ
目
は
、
地
域
の

環
境
を
向
上
さ
せ
る
活

動
で
あ
り
、
主
な
活
動

は
区
域
内
を
流
れ
る
ブ

レ
ッ
ド
川
の
再
生
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
川
は
、

大
変
汚
い
川
で
あ
っ
た

グラウンドワークで
荒廃地の環境を再生

が
、
環
境
省
な
ど
か
ら
百
三
十
万

£
(
約
二
億
六
千
万
円
)
の
資
金
を

得
て
、
流
域
に
住
む
人
々
の
協
力
も

得
な
が
ら
川
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
川
の

浄
化
活
動
を
行
い
、
川
辺
の
堤
防
に

壁
画
を
書
い
た
り
、
地
域
の
子
供
た

ち
と
協
力
し
て
ア

l
ト
作
品
を
作
っ

て
飾
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

ど
う
い
う
景
観
を
形
づ
く
る
か
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
と
い
う
日

を
設
け
、
地
域
住
民
の
声
を
拾
い
上

げ
て
い
る
。

一先進地英国の事例調査一

二
つ
目
は
、
地
域
住
民
の
生
活
向

上
を
図
る
活
動
で
あ
り
、
主
な
も
の

と
し
て
は
、
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
リ
ニ

ュ
l
ア
ル
プ
ロ
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ェ
ク
ト
(
ロ
Z
m
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仏
門
O
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0
4弓
白
戸
喝
さ
」
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R門
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近
隣
地
域
の
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
が
あ
る
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
荒
廃
し

て
し
ま
い
誰
も
住
み
た
が
ら

な
く
な
っ
た
地
域
に
お
い

て
、
ロ
ン
ド
ン
開
発
機
構
な

ど
か
ら
約
五
十
万
£
(
約

一

億
円
)
の
助
成
金
を
得
て
、

地
域
内
の
住
民
で
タ
ウ
ン
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
自
衛
団
を

組
織
し
、
ゴ
ミ
の
出
し
か
た

を
指
導
し
た
り
、
市
民
の
安

全
の
た
め
に
見
回
り
な
ど
を

GWの環境学習事業

し
た
り
し
て
地
域
の
安
全
を
確
保
し
、

反
社
会
的
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
貢

献
し
て
い
る
。

コ
一
つ
目
は
、
地
域
の
経
済
に
貢
献
す

る
活
動
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
商
業

地
域
に
お
い
て
商
庖
街
の
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
講
習
会
な
ど

を
聞
い
て
商
庖
街
の
景
観
形
成
を
行
い
、

商
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
域
内
の
商
庖
な
ど
か
ら
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を

請
け
負
い
、
商
腐
の
前
の
駐
車
場
の
位

置
や
ゴ
ミ
捨
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場
の
位
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、
他
地
域
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
調
査
し
、
ど
う

す
れ
ば
環
境
を
良
く
す
る
の
か
と
い
う

調
査
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
も
行
っ
て
い
る
。

日
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で
は
と
か
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地
域
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再
生
や
活

性
化
、
環
境
改
善
な
ど
を
行
う
際
に
は
、

地
元
自
治
体
が
す
べ
て
請
け
負
い
、
住

民
や
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
機
会
が
少

な
い
。
こ
れ
か
ら
地
方
自
治
体
の

一
層

の
行
財
政
改
革
が
迫
ら
れ
少
な
い
予
算

の
中
で
こ
う
い
っ
た
活
動
を
図
る
際
に

は、

G
W
の
よ
う
な
中
間
的
な
組
織
に

よ
っ
て
運
営
し
、
よ
り
住
民
や
企
業
な

ど
を
参
加
さ
せ
る
方
法
の
検
討
を
図
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伽
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域
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性
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修
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

l
は
、
持
続
可

能
な
都
市
の
概
念
と
し
て

E
U
諸
国
で

推
進
さ
れ
て
い
る
都
市
政
策
で
あ
る
。

交
通
渋
滞
に
よ
る
環
境
問
題
の
解
決
や

中
心
市
街
地
を
活
性
化
し
都
市
の
再
生

を
図
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
l
は

現
実
の
都
市
形
態
を
指
す
も
の
で
は
な

く
、
都
市
哲
学
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
実
態
は
つ
か
み
に
く
い
。
そ
こ
で
、

E
U
の
中
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

政
策
に
最
も
積
極
的
と
い
わ
れ
る
英
国

の
ミ
ル
ト
ン
キ

1
ン
ズ
の
ま
ち
づ
く
り

の
事
例
を
視
察
し
た
。

最
大
の
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン

ミ
ル
ト
ン
キ
l
ン
ズ

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
は
、
英
国
の
首

都
ロ
ン
ド
ン
と
英
国
二
番
目
の
都
市
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て

お
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
電
車
で
約
四
十

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
人
口
は
二
十
二

万
人
、
面
積
は
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
英

国
で
計
画
さ
れ
た
三
十
二
あ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
う
ち
最
大
の
も
の
で
あ
る
。

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
多
く
は
ロ
ン
ド
ン

周
辺
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
発
生
し
た
人
口
増
加
に
よ

る
住
宅
不
足
や
交
通
渋
滞
に
よ
る
環
境

問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
、
近
郊
都

市
へ
人
の
流
れ
を
分
散
さ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
あ
る
。

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
開
発
が

始
ま
っ
た
の
は
、

一
九
六
七
年
で
、

…

「

…

、

r-
-

最
初
に
市
の
中
央
部
に
オ
リ
ジ
ナ

…

h

J

H

ル
エ
リ
ア
(
八
千
九
百
ヘ
ク
タ

l

…
で

刑

…

ル
)
を
決
め
、
そ
れ
を
超
え
る
部

…
化

英

明

…

分
の
無
秩
序
な
開
発
は
せ
ず
、
ォ

…
医
「
ト
-
ノ
一

;

:

1
・

リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
で
都
市
機
能

…
hρ

衛
門

一卜

…

六
V
F
-
v
-

-fJ

を
蓄
積
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し

…
じ
じ
本
ぃ
シ

て
き
た
。

…
治

事

見

川

…

ザ

渋
滞
防
止
目
的
に
道
路
計
画

…
時

環

川

…

ヨ

…
ト

汀

コ

…

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
道
路
計

…
都

子

画
は
渋
滞
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を

…

匡英

…

目
的
に
、
東
西
南
北
を
結
ぶ
道
路

…

一

が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
、

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
に
幹
線
道
路

が
走
っ
て
い
る
。
同
じ
目

的
地
に
行
く
場
合
に
さ
ま

ざ
ま
な
ル

l
ト
が
選
択
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
幹
線
道
路
は
、

当
初
か
ら
四
車
線
分
の
用

地
を
確
保
し
て
い
て
、
現

在
は
二
車
線
の
み
使
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
来

交
通
量
が
増
え
た
場
合
に

残
り
の
外
側
二
車
線
を
拡

幅
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
車
道
部
分
と

歩
道
部
分
の
聞
に
は
独
立
し
た
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
住
宅
地
を
騒
音
や
排

気
ガ
ス
の
交
通
公
害
か
ら
防
ぐ
た
め

の
緩
衝
緑
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
緩
衝
緑
地
帯
の
地
下
部

分
に
電
線
、
電
話
線
、
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
を
埋
設
し
て
い
る
た
め
、

電
柱
が
な
く
景
観
的
に
も
す
ば
ら
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
で
、
中
心

市
街
地
、
住
宅
地
域
、
緑
地
帯
と
い

う
よ
う
に
役
割
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
に
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
大
型
シ
ヨ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
劇
場

が
整
備
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
あ

る
。
市
役
所
な
ど
の
公
共
施

設
も
あ
り
、
こ
の
地
区
に
行

政
・
商
業
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
関
連
施
設
を
集
中
さ
せ
る

み

こ
と
で
、
都
市
機
能
の
効
率

制
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

初
住
宅
地
域
で
は
、
例
え
ば

ト
小
学
校
は
居
住
地
か
ら
四
百

ハ
レ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
配

U

置
さ
れ
、
ま
た
、
日
常
の
買

い
物
を
す
る
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
、
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
歩
行
者
に
配
慮
し

た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
な
ど
事
業
所
地
域
は
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
を
避
け
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ

リ
ア
内
に
分
散
さ
せ
て
い
る
。
ロ
ン
ド

ン
に
比
べ
土
地
が
安
い
こ
と
か
ら
、
企

業
の
進
出
が
進
ん
で
お
り
、
現
在
、
事

業
所
は
五
千
程
あ
る
。
そ
し
て
、
働
い

て
い
る
人
の
八
割
が
市
内
に
居
住
し
て

お
り
、
職
住
近
接
が
ほ
ぼ
実
現
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
自
然
と
の
共
生
を
図
る
た

め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
の

二
十

二
%
を
緑
地
帯
と
し
て
保
護
し
て
い
る
。

実
際
に
車
で
市
内
を
走
っ
て
み
る
と
緑

が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
公
園
が
多
く
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
て
、
都

市
に
自
然
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

以
上
、
ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
事
例
か

ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、
住
居
・
就

労
・
生
活
・
レ
ジ
ャ
ー
さ
ら
に
自
然
な

ど
の
都
市
と
し
て
人
間
に
必
要
な
も
の

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課

副
参
事

・

杉
申
寛
之
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

l
は
、
持
続
可

能
な
都
市
の
概
念
と
し
て

E
U
諸
国
で

推
進
さ
れ
て
い
る
都
市
政
策
で
あ
る
。

交
通
渋
滞
に
よ
る
環
境
問
題
の
解
決
や

中
心
市
街
地
を
活
性
化
し
都
市
の
再
生

を
図
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
l
は

現
実
の
都
市
形
態
を
指
す
も
の
で
は
な

く
、
都
市
哲
学
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
実
態
は
つ
か
み
に
く
い
。
そ
こ
で
、

E
U
の
中
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

政
策
に
最
も
積
極
的
と
い
わ
れ
る
英
国

の
ミ
ル
ト
ン
キ

1
ン
ズ
の
ま
ち
づ
く
り

の
事
例
を
視
察
し
た
。

最
大
の
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン

ミ
ル
ト
ン
キ
l
ン
ズ

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
は
、
英
国
の
首

都
ロ
ン
ド
ン
と
英
国
二
番
目
の
都
市
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て

お
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
電
車
で
約
四
十

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
人
口
は
二
十
二

万
人
、
面
積
は
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
英

国
で
計
画
さ
れ
た
三
十
二
あ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
う
ち
最
大
の
も
の
で
あ
る
。

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
多
く
は
ロ
ン
ド
ン

周
辺
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
発
生
し
た
人
口
増
加
に
よ

る
住
宅
不
足
や
交
通
渋
滞
に
よ
る
環
境

問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
、
近
郊
都

市
へ
人
の
流
れ
を
分
散
さ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
あ
る
。

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
開
発
が

始
ま
っ
た
の
は
、

一
九
六
七
年
で
、

…

「

…

、

r-
-

最
初
に
市
の
中
央
部
に
オ
リ
ジ
ナ

…

h

J

H

ル
エ
リ
ア
(
八
千
九
百
ヘ
ク
タ

l

…
で

刑

…

ル
)
を
決
め
、
そ
れ
を
超
え
る
部

…
化

英

明

…

分
の
無
秩
序
な
開
発
は
せ
ず
、
ォ

…
医
「
ト
-
ノ
一

;

:

1
・

リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
で
都
市
機
能

…
hρ

衛
門

一卜

…

六
V
F
-
v
-
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を
蓄
積
さ
せ
る
ま
ち
づ
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り
を
し

…
じ
じ
本
ぃ
シ

て
き
た
。

…
治

事

見

川

…

ザ

渋
滞
防
止
目
的
に
道
路
計
画

…
時

環

川

…

ヨ

…
ト

汀

コ

…

ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
道
路
計

…
都

子

画
は
渋
滞
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を

…

匡英

…

目
的
に
、
東
西
南
北
を
結
ぶ
道
路

…

一

が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
、

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
に
幹
線
道
路

が
走
っ
て
い
る
。
同
じ
目

的
地
に
行
く
場
合
に
さ
ま

ざ
ま
な
ル

l
ト
が
選
択
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
幹
線
道
路
は
、

当
初
か
ら
四
車
線
分
の
用

地
を
確
保
し
て
い
て
、
現

在
は
二
車
線
の
み
使
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
来

交
通
量
が
増
え
た
場
合
に

残
り
の
外
側
二
車
線
を
拡

幅
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
車
道
部
分
と

歩
道
部
分
の
聞
に
は
独
立
し
た
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
住
宅
地
を
騒
音
や
排

気
ガ
ス
の
交
通
公
害
か
ら
防
ぐ
た
め

の
緩
衝
緑
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
緩
衝
緑
地
帯
の
地
下
部

分
に
電
線
、
電
話
線
、
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
を
埋
設
し
て
い
る
た
め
、

電
柱
が
な
く
景
観
的
に
も
す
ば
ら
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
で
、
中
心

市
街
地
、
住
宅
地
域
、
緑
地
帯
と
い

う
よ
う
に
役
割
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
に
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
大
型
シ
ヨ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
劇
場

が
整
備
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
あ

る
。
市
役
所
な
ど
の
公
共
施

設
も
あ
り
、
こ
の
地
区
に
行

政
・
商
業
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
関
連
施
設
を
集
中
さ
せ
る

み

こ
と
で
、
都
市
機
能
の
効
率

制
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

初
住
宅
地
域
で
は
、
例
え
ば

ト
小
学
校
は
居
住
地
か
ら
四
百

ハ
レ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
配

U

置
さ
れ
、
ま
た
、
日
常
の
買

い
物
を
す
る
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
、
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
歩
行
者
に
配
慮
し

た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
な
ど
事
業
所
地
域
は
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
を
避
け
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ

リ
ア
内
に
分
散
さ
せ
て
い
る
。
ロ
ン
ド

ン
に
比
べ
土
地
が
安
い
こ
と
か
ら
、
企

業
の
進
出
が
進
ん
で
お
り
、
現
在
、
事

業
所
は
五
千
程
あ
る
。
そ
し
て
、
働
い

て
い
る
人
の
八
割
が
市
内
に
居
住
し
て

お
り
、
職
住
近
接
が
ほ
ぼ
実
現
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
自
然
と
の
共
生
を
図
る
た

め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
リ
ア
内
の

二
十

二
%
を
緑
地
帯
と
し
て
保
護
し
て
い
る
。

実
際
に
車
で
市
内
を
走
っ
て
み
る
と
緑

が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
公
園
が
多
く
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
て
、
都

市
に
自
然
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

以
上
、
ミ
ル
ト
ン
キ

l
ン
ズ
の
事
例
か

ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、
住
居
・
就

労
・
生
活
・
レ
ジ
ャ
ー
さ
ら
に
自
然
な

ど
の
都
市
と
し
て
人
間
に
必
要
な
も
の

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伽
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タ
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過
去
最
多
の

引
人
が
修
了

当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
全
国
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
平
成
十
五
年
度
の

修
了
式
が
、

二
月
五
日
、
大
森
輔
塾
長

(
千
葉
大
学
教
授
)
を
は
じ
め
と
す
る
主

任
講
師
陣
、
総
務
省
伊
藤
総
括
審
議
官
ら

関
係
団
体
、
塾
生
派
遣
元
団
体
関
係
者
が

出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

市
町
村
、
地
域
づ
く
り
団
体
か
ら
過
去

最
多
と
な
る
四
十

一
人
の
塾
生
が
参
加
し

た
今
年
度
は
、
受
け
入
れ
塾
生
の
増
加
に

伴
い
、
従
来
四
人
で
あ
っ
た
主
任
講
師
を

一
名
増
員
す
る
な
ど
指
導
体
制
が
強
化
さ

れ
た
。修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
の
後
に
開
催
さ

れ
た
修
了
式
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
小
林
実

理
事
長
が
「
市
町
村
合
併
の
推
進
や
三
位

一
体
改
革
の
具
体
化
が
進
む
中
で
、
地
方

の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
個
性
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
積
極
的
に
地

域
住
民
を
ま
と
め
、
民
意
を
十
分

反
映
さ
せ
た
施
策
を
実
行
し
て
い

く
力
強
い
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
寝
食
を
共
に
し
た
リ
ー
ダ
ー

塾
の
同
期
生
や
先
輩
方
、
研
修
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
や
全
国
各
地
で
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
今
後

も
活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
大
森
瀬
塾
長
(
千
葉
大
学
教

授
)
か
ら
は
、
「
修
了
式
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
本
当
に
素
晴
ら
し
い
報
告
が
さ
れ

た
。
ま
た
そ
の
発
表
を
聞
き
に
多
く
の
派

遣
元
に
も
来
て
い
た
だ
い
た
。
不
況
や
合

併
な
ど
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

中
、
こ
う
し
た
塾
に
派
遣
さ
れ
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
皆
さ
ん
は
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
培
っ
た
知
恵

を
地
元
の
実
践
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
エ

l
ル
が
送
ら
れ
た
。

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
は
、
「
広

い
視
野
と
深
い
見
識
、
卓
越
し
た
想
像
力

と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
、
常
に
問
題
意

識
と
確
固
た
る
使
命
感
を
持
ち
、
積
極

的
・
主
体
的
に
行
動
の
で
き
る
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
平

成
元
年
度
か
ら
開
講
し
、
四
百
六
十
三
人

の
「
リ
ー
ダ
ー
」
を
全
国
に
輩
出
し
て

き
た
。

塾生謝辞 (右から 3人目が大森塾長)

同
養
成
塾
は
五
月
か
ら
翌
二
月
ま
で
、

十
か
月
の
聞
に
東
京
で
行
う

一
般
研
修
が

七
回
あ
る
ほ
か
、
国
内
外
の
視
察
を
行
う

な
ど
長
期
の
研
修
と
な
っ
て
い
る
。
主
な

特
徴
と
し
て
は
、
「
地
域
経
営
」
「
住
民
参

加
」
な
ど
絞
り
込
ん
だ
七
つ
の
重
点
テ
ー

マ
に
つ
い
て
複
数
の
講
師
の
講
義
を
中
心

に
体
系
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
専
門
家
、

行
政
・
民
間
の
実
践
家
な
ど
多
彩
な
講
師

陣
を
登
用
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ィ
ベ

l
ト
な
ど
実
践
面
を
重
視
し
た
演
習
を
多

く
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
、
主
任
講
師
に

よ
る
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
講
座

を
開
講
し
、
塾
生
の
課
題
研
究
に
対
し
て

き
め
の
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ

と
、
卒
塾
後
も
、
定
期
的
に
修
了
者
を
対

象
と
し
た
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
研
修
を
修
了
し
、
こ
の
日
修

了
証
を
手
に
し
た
四
十

一
人
が
、
研
修
で

身
に
付
け
た
知
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど

う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
還
元
し
て
い

く
の
か
、
本
当
の
意
味
で
の
真
価
が
問
わ

れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事

・

清
水
磁
樽

泌政$ω
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講
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講
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す
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催
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取
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れ
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取
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、
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わ
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を
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取
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中
、
こ
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に
派
遣
さ
れ
、
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が
で
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と
に
皆
さ
ん
は
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。
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だ
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と
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を
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と
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を
持
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、
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に
行
動
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で
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を
目
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に
平
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元
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、
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を
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に
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が
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を
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。
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と
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「
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「
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な
ど
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込
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だ
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つ
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に
つ
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て
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数
の
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の
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を
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に
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る
こ
と
、
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・
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の
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を
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習
を
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、
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に
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る
少
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の
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の
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を
開
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し
、
塾
生
の
課
題
研
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に
対
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め
の
細
か
い
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を
行
っ
て
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る
こ

と
、
卒
塾
後
も
、
定
期
的
に
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了
者
を
対

象
と
し
た
研
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会
、
情
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交
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会
を
開

催
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る
な
ど
フ
ォ
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ー
ア
ッ
プ
を
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っ

て
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る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
研
修
を
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了
し
、
こ
の
日
修

了
証
を
手
に
し
た
四
十
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が
、
研
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で

身
に
付
け
た
知
識
や
ネ
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ト
ワ
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ク
を
ど

う
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と
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て
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に
還
元
し
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く
の
か
、
本
当
の
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で
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れ
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。
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サ
ケ
の
回
帰
で

川
の
大
切
さ
を
再
認
識

環
境
教
育
の
生
き
た
教
材
に

立
山
連
峰
の
ふ
も
と
に
広
が
り
、
ホ
タ

ル
イ
カ
な
ど
日
本
海
の
幸
に
恵
ま
れ
古
く

か
ら
漁
業
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
い
る
魚

津
市
。
こ
の
ま
ち
の
中
心
部
を
流
れ
る
鴨

川
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
、
清
流
を
取

り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ケ
の
回
帰
を
目

指
す
「
鴨
川
に
も
サ
ケ
を
呼
ぶ
会
」
が
あ

る
。
昭
和
六
十
三
年
に
地
域
の
有
志
約
三

十
人
で
始
ま
っ
た
こ
の
団
体
の
活
動
は
、

今
で
は
会
員
数
二
百
人
を
超
え
、
市
内
全

小
学
校
も
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
地
域
活
動

へ
と
発
展
し
て
い
る
。

県
で
⑨

に
汚
い
川

会
の
発
足
当
時
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
で
、
現
在
副
会
長
の
古
金

三
良
さ
ん
は
「
か
つ
て
の
鴨
川

は
水
量
も
豊
富
で
ア
ユ
、
コ
イ

が
す
み
、
子
ど
も
た
ち
は
釣
り
や
川
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
か
の
よ
う
に
鴨
川
の
汚
染
は
進
み
、
六

十
年
代
初
め
に
は
粗
大
ご
み
が
点
在
し
、

住
宅
か
ら
の
雑
排
水
の
流
入
な
ど
で
ヘ
ド

ロ
が
異
臭
を
放
ち
、
有
機
物
汚
染
の
指
標

と
な
る

B
O
D
(※
注
I
)

の
数
値
は
富
山

県
内
で
三
番
目
に
汚
染
さ
れ
た
川
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
心
を
痛
め
て
い
た
往

時
の
清
流
を
知
る

地
域
の
人
々
に
よ

り

六

十

三
年
、

「
鴨
川
に
も
サ
ケ

を
呼
ぶ
会
」
が
発

足
す
る
。
会
の
名

称
を
「
鴨
川
に
」

古金三良副会長

魚住義彦

-・・且-田園-置圃・・・

設立年・昭和63年3月

設立・運営主体.自主的組織

(コミュニティー組織等)

代表者・会長谷口喜博

会員数.200人

<事務局連絡先>

干937-0056

魚津市諏訪町3ー 11 事務局長

(電話)0765-22-5060 

で
は
な
く
「
鴨
川
に
も
」
と
し
た
の
は
す

で
に
「
多
摩
川
サ
ケ
の
会
」
が
サ
ケ
の
稚

魚
の
放
流
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と
、

県
内
で
三
番
目
に
ま
で
汚
染
が
進
ん
だ
鴨

川
に
も
な
ん
と
か
サ
ケ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
気
持
ち
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
サ
ケ
の
回
帰
を
会
の

大
き
な
目
標
と
す
る
と
同
時
に
サ
ケ
を
子

ど
も
た
ち
に
な
ぞ
ら
え
、
ふ
る
さ
と
の
川

が
待
つ
地
元
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
の

地
域
の
願
い
も
会
の
名
前
に
込
め
た
の
だ

〉』い、っ
。

当
初
は
、
活
動
内
容
が
認
知
さ
れ
ず
、

あ
ん
な
に
汚
れ
た
川
に
サ
ケ
を
放
流
し
て

は
サ
ケ
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
っ
た
批
判

を
受
け
た
り
、
毎
月

一
回
の
清
掃
の
す
ぐ

後
に
も
、
ゴ
ミ
が
次
々
投
棄
さ
れ
る
い
た

ち
ご
っ
こ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
平
成

二
年
、
初
め
て
サ
ケ
の
回
帰
が
鴨
川
で
確

認
さ
れ
る
と
地
域
住
民
の
聞
に
は
、
驚
き

の
声
が
挙
が
る
と
と
も
に
会
の
活
動
に
対

し
て
関
心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

行
政
サ
イ
ド
も
環
境
保
全
、
さ
ら
に
は
自

然
教
育
、
地
域
教
育
と
い
っ
た
視
点
か
ら

会
の
活
動
に
注
目
し
始
め
、
補
助
金
な
ど

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
教
育
委
員

会
は
平
成
五
年
、
市
内
全
十
三
の
小
学
校

で
会
が
放
流
す
る
サ
ケ
の
稚
魚
の
飼
育
を

始
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

生
き
@

と
し
て

そ
れ
以
来
、
毎
年
十
二
月
に
約
五
百
の

卵
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
配
布
さ
れ
、

ふ
化
か
ら
三
月
に
稚
魚
と
し
て
放
流
す
る

ま
で
の
聞
の
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
鴨
川
を
校
区
内
に
持
つ
村
木

中心市街地を流れる鴨川
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ケ
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帰
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古
く

か
ら
漁
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の
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る
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、
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を
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の
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を
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「
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も
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を
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が
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。
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に
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の
有
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約
三
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で
始
ま
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た
こ
の
団
体
の
活
動
は
、

今
で
は
会
員
数
二
百
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を
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え
、
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内
全

小
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も
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
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活
動

へ
と
発
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し
て
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る
。

県
で
⑨

に
汚
い
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会
の
発
足
当
時
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ら
の
メ
ン
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ー
で
、
現
在
副
会
長
の
古
金

三
良
さ
ん
は
「
か
つ
て
の
鴨
川

は
水
量
も
豊
富
で
ア
ユ
、
コ
イ

が
す
み
、
子
ど
も
た
ち
は
釣
り
や
川
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
か
の
よ
う
に
鴨
川
の
汚
染
は
進
み
、
六

十
年
代
初
め
に
は
粗
大
ご
み
が
点
在
し
、

住
宅
か
ら
の
雑
排
水
の
流
入
な
ど
で
ヘ
ド

ロ
が
異
臭
を
放
ち
、
有
機
物
汚
染
の
指
標

と
な
る

B
O
D
(※
注
I
)

の
数
値
は
富
山

県
内
で
三
番
目
に
汚
染
さ
れ
た
川
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
心
を
痛
め
て
い
た
往

時
の
清
流
を
知
る

地
域
の
人
々
に
よ

り

六

十

三
年
、

「
鴨
川
に
も
サ
ケ

を
呼
ぶ
会
」
が
発

足
す
る
。
会
の
名

称
を
「
鴨
川
に
」

古金三良副会長

魚住義彦

-・・且-田園-置圃・・・

設立年・昭和63年3月

設立・運営主体.自主的組織

(コミュニティー組織等)

代表者・会長谷口喜博

会員数.200人

<事務局連絡先>

干937-0056

魚津市諏訪町3ー 11 事務局長

(電話)0765-22-5060 

で
は
な
く
「
鴨
川
に
も
」
と
し
た
の
は
す

で
に
「
多
摩
川
サ
ケ
の
会
」
が
サ
ケ
の
稚

魚
の
放
流
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と
、

県
内
で
三
番
目
に
ま
で
汚
染
が
進
ん
だ
鴨

川
に
も
な
ん
と
か
サ
ケ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
気
持
ち
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
サ
ケ
の
回
帰
を
会
の

大
き
な
目
標
と
す
る
と
同
時
に
サ
ケ
を
子

ど
も
た
ち
に
な
ぞ
ら
え
、
ふ
る
さ
と
の
川

が
待
つ
地
元
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
の

地
域
の
願
い
も
会
の
名
前
に
込
め
た
の
だ

〉』い、っ
。

当
初
は
、
活
動
内
容
が
認
知
さ
れ
ず
、

あ
ん
な
に
汚
れ
た
川
に
サ
ケ
を
放
流
し
て

は
サ
ケ
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
っ
た
批
判

を
受
け
た
り
、
毎
月

一
回
の
清
掃
の
す
ぐ

後
に
も
、
ゴ
ミ
が
次
々
投
棄
さ
れ
る
い
た

ち
ご
っ
こ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
平
成

二
年
、
初
め
て
サ
ケ
の
回
帰
が
鴨
川
で
確

認
さ
れ
る
と
地
域
住
民
の
聞
に
は
、
驚
き

の
声
が
挙
が
る
と
と
も
に
会
の
活
動
に
対

し
て
関
心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

行
政
サ
イ
ド
も
環
境
保
全
、
さ
ら
に
は
自

然
教
育
、
地
域
教
育
と
い
っ
た
視
点
か
ら

会
の
活
動
に
注
目
し
始
め
、
補
助
金
な
ど

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
教
育
委
員

会
は
平
成
五
年
、
市
内
全
十
三
の
小
学
校

で
会
が
放
流
す
る
サ
ケ
の
稚
魚
の
飼
育
を

始
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

生
き
@

と
し
て

そ
れ
以
来
、
毎
年
十
二
月
に
約
五
百
の

卵
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
配
布
さ
れ
、

ふ
化
か
ら
三
月
に
稚
魚
と
し
て
放
流
す
る

ま
で
の
聞
の
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
鴨
川
を
校
区
内
に
持
つ
村
木

中心市街地を流れる鴨川
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小
学
校
で
は
、
ふ
化
か
ら
体
長
が
三
セ
ン

チ
く
ら
い
と
な
る

一
月
下
旬
ま
で
は
奇
形

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
水
槽
を
段
ボ

ー
ル
で
覆
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
子

ど
も
た
ち
が
な
る
べ
く
身
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
職
員
室
の
廊
下
に
設
置
し

た
水
槽
で
飼
育
し
て
い
る
。

同
小
学
校
で
は
五
年
生
は
理
科
の
生
命

誕
生
の
教
材
と
し
て
、
六
年
生
は
環
境
教

育
の
教
材
と
し
て
サ
ケ
の
稚
魚
の
飼
育
、

放
流
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
九
年
か

ら
は
、
会
が
毎
月
行
う
清
掃
活
動
に
子
ど

も
た
ち
も

一
緒
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
会
の
用
意
す
る
胴
長
を
身
に
つ
け
、

⑨ 地域づくり団体探訪

放流式

川
に
入
る
子
ど
も
た
ち
は
、
先
輩
が
放
っ

た
サ
ケ
を
き
れ
い
な
川
で
迎
え
る
た
め

に
、
ま
た
自
分
た
ち
が
放
つ
稚
魚
が
き
れ

い
な
川
か
ら
大
海
へ
巣
立
っ
て
い
け
る
よ

う
に
と
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

だ
と
い
う
。
同
小
学
校
教
務
主
任
の
石
津

先
生
は
「
身
近
と
な
っ
た
サ
ケ
を
通
じ
て

地
域
の
川
を
学
び
、
地
域
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
る
。
サ
ケ
を
呼
ぶ

会
の
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に
鴨
川
を
総
合

的
な
学
習
の
生
き
た
教
材
と
し
て
与
え
て

も
ら
っ
た
」
と
語
る
。

み
ん
な
で
遊
べ
る

よ
う
な
清
溌
へ

平
成
九
年
、
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「
サ
ケ
に
学
ぶ
環
境
教
育
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
た
。
「
サ
ケ
に
学
ぶ
、
川
に
学

ぶ
」
を
テ
l
マ
に
全
国
七
市
町
村
か
ら
環

境
団
体
や
小
学
生
が
参
加
し
、
活
動
状
況

報
告
な
ど
情
報
交
換
を
図
る
と
と
も
に
交

流
を
行
っ
た
。
他
団
体
と
の
交
流
は
、
鴨

川
を
あ
ら
た
め
て
自
分
た
ち
の
大
切
な
共

有
財
産
と
し
て
、
再
認
識
す
る
と
同
時
に

自
分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
活
動
に
対
し
自

信
を
深
め
る
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
。
開

催
後
も
他
地
域
の
団
体
と
の
交
流
は
定
期

的
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
で
会
の
発
足
か
ら
十
五
年
が
経
過

し
た
。
サ
ケ
の
回
帰
は
工
事
の
た
め
鴨
川

の
水
流
が
止
ま
っ
た
平
成
三
年
を
除
い

て
、
毎
年
確
認
さ
れ
て
い
る
。
サ
ケ

を
前
面
に
出
し
な
が
ら
川
づ
く
り
と

ま
ち
づ
く
り
を
同
時
に
進
め
よ
う
と

す
る
会
の
活
動
は
、
着
実
に
浸
透
し

て
お
り
、
行
政
、
学
校
、
地
域
の
連

携
が
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
た
現
在
は

安
定
期
に
入
っ
た
と
い
う
。
古
金
さ

ん
が
今
後
の
目
標
だ
と
い
う
「
子
ど

も
た
ち
が
素
足
で
川
に
入
り
、
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
清
流
」
を
取
り
戻
す

の
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
は
ず
だ
。

会
の
発
足
後
行
わ
れ
た
下
水
道

整
備
や
護
岸
工
事
な
ど
社
会
的
要

因
も
あ
る
が
昭
和
六
十
年
に
人
・

一
だ
っ
た

B
O
D
数
値
は
、
平
成

十
三
年
に
は

一
・
八
へ
と
大
き
く
改
善

さ
れ
て
い
る
。
(
数
値
は
富
山
県
土
木
部

河
川
課
提
供
)

毎月1固の会の清掃

(注
I
)
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
。

∞Z
n
y
冊
目
付
色
。
同
一
三
州
内
ロ
ロ

2
口
同
ロ
円
四
の

略
。
水
中
の
有
機
物
に
よ
る
汚
濁
の
程

度
を
示
す
も
の
で
、
水
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
有
機
物
が

一
定
時
間
(
五
日
間
)
、

一
定
温
度
(
二
十
度
C
)
の
下
で
微
生

物
に
よ
っ
て
酸
化
分
解
さ
れ
る
時
に
消

費
さ
れ
る
酸
素
の
量
を
い
い
、
数
値
が

大
き
い
ほ
ど
有
機
物
の
量
が
多
く
、
汚

れ
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

清
水
灘
博 胴長をつけて清掃を行う子どもたち
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地域づくり団体探訪

農
園
を
舞
台
に
国
際
交
流

パ
オ

バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
て

外
国
文
化
を
紹
介

丹
波
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
、

人
口
約
七
万
人
の
う
ち
、
外
国
人
人
口
が

約
了
八
%
を
占
め
る
京
都
府
福
知
山
市
。

市
街
地
か
ら
車
で
約
二
十
分
、
近
畿
北

部
最
大
の
河
川
由
良
川
沿
い
に
、
田
園
地

帯
が
広
が
り
、
そ
の

一
角
に
、
ビ
ニ
ー
ル

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

高
床
式
建
物
バ
ン
プ

l
ハ
ウ
ス
や
モ
ン
ゴ

ル
の
組
み
立
て
式
住
居
パ
オ
な
ど
の
建
物

が
並
ぶ
農
園
が
あ
る
。

京
都
府
北
部
国
際
交
流
協
会
の
活
動
拠

点
と
な
っ
て
い
る
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
農

園
だ
。
農
園
入
口
の
看
板
に
は
、
日
本
語
、

英
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
、
タ
イ
語
な
ど
各
国

語
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
農
園
に
は
、
ス

モ
モ
、
グ
ミ
と
い
っ
た
果
実
や
季
節
の
野

菜
が
栽
培
さ
れ
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
箱
、

烏
骨
鶏
の
小
屋
な
ど
が
あ
る
。

今
回
、
こ
の
農
園
で
、

塩
見
日
出
勝
さ
ん
と
会
員
の
方
々
に
お
話

を
伺
っ
た
。

海
外
膏
年
防
力
隊
の

O
B
h
い
結
成

同
協
会
は
、
国
際
協
力
事
業
団

(
J
I
C

A
)
が
実
施
し
て
い
る
海
外
青
年
協
力
隊

に
参
加
し
た
京
都
北
部
地
域
の

O
B
・
O

G
ら
約
十
人
が
、
帰
国
後
、
た
び
た
び
開

催
し
て
い
た
親
交
を
兼
ね
る
飲
み
会
の
場

で
「
自
分
た
ち
の
海
外
経
験
を
生
か
し
て

-・圃星-由理彊... 

設立年・平成3年8月

設立・運営主体.自主的組織

代表者・塩見日出勝

会員数・107名

<事務局連絡先>
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同
協
会
代
表
、

何
か
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
提
案
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
平
成
三
年
に
発
足
し
た
。

派
遣
先
だ
っ
た
ケ
ニ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ラ
オ
ス
と
い
っ
た
国
の
人
々
は
、
外

国
人
で
あ
る
自
分
た
ち
を
差
別
や
偏
見
な

く
受
け
入
れ
、
親
切
に
し
て
く
れ
た
が
、

果
た
し
て
自
分
た
ち
は
福
知
山
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
に
対
し
て
、
同
じ
様
な
こ
と

を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
感
じ
て

、.，.
。

し
ナ
れ日
本
人
は
、
外
国
人
に
対
し
て
警
戒
心

や
差
別
、
偏
見
を
持
つ
こ
と
が
ま
ま
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
生
か
し

て
、
外
国
人
・
日
本
人
と
い
っ
た
区
別
な

く
親
交
を
深
め
、
外
国
人
が
、
福
知
山
ひ

い
て
は
日
本
の
文
化
を
理
解
し
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う
な
活
動
が
必
要
だ

と
考
=
え
た
。

国
際
/交

ゑ
動

農
作
業
を
導
入

各国語で表記されている看板

日
本
に
お
い
て
行
政
が
実
施
す
る
国
際

交
流
活
動
は
、
留
学
生
な
ど
の
外
国
人
を

招
い
て
、
着
物
の
着
付
け
を
し
た
り
、
た

こ
揚
げ
を
し
た
り
と
、
そ
の
場
限
り
の
も

の
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
単
発
の
イ
ベ
ン

ト
が
外
国
人
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
日
本
人

と
親
交
を
深
め
る
場
に
な
り
、
日
本
の
文

化
を
理
解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。
同
協
会
は
そ
こ
で
、
年
間
を
通
じ
た

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。

趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て
い
た
会
員

の
一
人
か
ら
「
み
ん
な
で
ハ
チ
ミ
ツ
の
採

取
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案

が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

同
協
会
の
活
動
に
農
作
業
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。A
M
一w，v

福
知
山
弁
を
共
通
語
に

必
仰
、
¥

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
国
際
交
流

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、
塩
見
さ
ん
の
近
所
の

方
の
協
力
で
、
約
二
千
六
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
休
耕
地
を
無
償
貸
与
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。毎
月
、
第
二
日
曜
日
が
活
動
日
と
な
っ

て
お
り
、
平
均
二
十
人
程
度
の
参
加
が
あ

る
。
午
前
中
に
農
園
で
農
作
業
な
ど
の
活
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農
園
を
舞
台
に
国
際
交
流

パ
オ

バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
て

外
国
文
化
を
紹
介

丹
波
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
、

人
口
約
七
万
人
の
う
ち
、
外
国
人
人
口
が

約
了
八
%
を
占
め
る
京
都
府
福
知
山
市
。

市
街
地
か
ら
車
で
約
二
十
分
、
近
畿
北

部
最
大
の
河
川
由
良
川
沿
い
に
、
田
園
地

帯
が
広
が
り
、
そ
の

一
角
に
、
ビ
ニ
ー
ル

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

高
床
式
建
物
バ
ン
プ

l
ハ
ウ
ス
や
モ
ン
ゴ

ル
の
組
み
立
て
式
住
居
パ
オ
な
ど
の
建
物

が
並
ぶ
農
園
が
あ
る
。

京
都
府
北
部
国
際
交
流
協
会
の
活
動
拠

点
と
な
っ
て
い
る
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
農

園
だ
。
農
園
入
口
の
看
板
に
は
、
日
本
語
、

英
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
、
タ
イ
語
な
ど
各
国

語
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
農
園
に
は
、
ス

モ
モ
、
グ
ミ
と
い
っ
た
果
実
や
季
節
の
野

菜
が
栽
培
さ
れ
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
箱
、

烏
骨
鶏
の
小
屋
な
ど
が
あ
る
。

今
回
、
こ
の
農
園
で
、

塩
見
日
出
勝
さ
ん
と
会
員
の
方
々
に
お
話

を
伺
っ
た
。

海
外
膏
年
防
力
隊
の

O
B
h
い
結
成

同
協
会
は
、
国
際
協
力
事
業
団

(
J
I
C

A
)
が
実
施
し
て
い
る
海
外
青
年
協
力
隊

に
参
加
し
た
京
都
北
部
地
域
の

O
B
・
O

G
ら
約
十
人
が
、
帰
国
後
、
た
び
た
び
開

催
し
て
い
た
親
交
を
兼
ね
る
飲
み
会
の
場

で
「
自
分
た
ち
の
海
外
経
験
を
生
か
し
て
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会
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、
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で
き
な
い
か
」
と
い
う
提
案
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
平
成
三
年
に
発
足
し
た
。

派
遣
先
だ
っ
た
ケ
ニ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ラ
オ
ス
と
い
っ
た
国
の
人
々
は
、
外

国
人
で
あ
る
自
分
た
ち
を
差
別
や
偏
見
な

く
受
け
入
れ
、
親
切
に
し
て
く
れ
た
が
、

果
た
し
て
自
分
た
ち
は
福
知
山
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
に
対
し
て
、
同
じ
様
な
こ
と

を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
感
じ
て
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し
ナ
れ日
本
人
は
、
外
国
人
に
対
し
て
警
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心

や
差
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、
偏
見
を
持
つ
こ
と
が
ま
ま
あ
る

こ
と
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、
自
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ち
の
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験
を
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て
、
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・
日
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人
と
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な

く
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を
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、
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て
は
日
本
の
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理
解
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、
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で

よ
か
っ
た
と
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う
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な
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必
要
だ

と
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が
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流
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ど
の
外
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を

招
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て
、
着
物
の
着
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を
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、
た

こ
揚
げ
を
し
た
り
と
、
そ
の
場
限
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の
も

の
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
単
発
の
イ
ベ
ン

ト
が
外
国
人
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
日
本
人

と
親
交
を
深
め
る
場
に
な
り
、
日
本
の
文

化
を
理
解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。
同
協
会
は
そ
こ
で
、
年
間
を
通
じ
た

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。

趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て
い
た
会
員

の
一
人
か
ら
「
み
ん
な
で
ハ
チ
ミ
ツ
の
採

取
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案

が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

同
協
会
の
活
動
に
農
作
業
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。A
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山
弁
を
共
通
語
に

必
仰
、
¥

活
動
の
拠
点
と
な
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て
い
る
国
際
交
流

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、
塩
見
さ
ん
の
近
所
の

方
の
協
力
で
、
約
二
千
六
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
休
耕
地
を
無
償
貸
与
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。毎
月
、
第
二
日
曜
日
が
活
動
日
と
な
っ

て
お
り
、
平
均
二
十
人
程
度
の
参
加
が
あ

る
。
午
前
中
に
農
園
で
農
作
業
な
ど
の
活
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動
を
行
っ
た
後
、
昼
食
を
取

り
な
が
ら
、
会
員
同
士
が
近

況
や
悩
み
を
話
し
合
い
、
親

交
を
深
め
て
い
る
。
年
間
を

通
じ
て
、
農
作
業
や
昼
食
の

準
備
と
い
っ
た
共
通
の
作
業

を
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、

信
頼
関
係
も
構
築
さ
れ
、
子

ど
も
の
い
じ
め
問
題
な
ど
深
刻
な
相
談
を

す
る
外
国
人
の
会
員
も
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
の
共
通
語
は
、
福
知
山
弁
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
会
員
の
海
外
経
験
か
ら
、

親
交
を
深
め
て
い
く
上
で
は
、
飾
ら
ず
、

普
段
ど
お
り
、
そ
の
土
地
の
言
葉
で
話
す

⑥ 地域づくり団体探訪

こ
と
が
、
理
解

で
き
る
、
で
き

な
い
は
別
に
し

て
、
外
国
人
に

と
っ
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら

で
あ
る
。

国
際
結
婚
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
で
入
会

し
た
会
員
は
、
外
国
人
の
妻
が
会
の
活
動

に
参
加
し
、
会
員
と
話
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
語
(
福
知
山
弁
)
が
少
し
ず

つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
友
達
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
か
か
る
活
動
費
用
は

財
団
や
行
政
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い

る
が
、
そ
の
ほ
か
活
動
に
係
る
費
用
は
参

加
者
が
そ
の
都
度
、
割
勘
に
し
て
い
る
。

組
織
体
制
は
、
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、

代
表
者
が
中
心
に
な
っ
て
、
連
絡
調
整
や

助
成
申
請
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
代
表
者

が
多
忙
な
際
は
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
四
、
五
人
の
会
員
が
手
分
け
し
て

い
る
。
約
十
人
で
発
足
し
た
会
で
あ
る
が
、
口

コ
ミ
や
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
結
果
、
京
都
市
や
兵
庫
県
な
ど

か
ら
の
入
会
者
も
増
え
、
現
在
、
会
員
は

約
百
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
は
十
五
人
と

な
っ
て
い
る
。
国
籍
は
、
中
国
や
韓
国
、

オンドルを建築中の塩見代表

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
来
日
目
的
も
留
学
や
企
業

の
研
修
、
国
際
結
婚
な
ど
多
様
で
あ
る
。

市
民
⑥

知
ら
れ
る
存
在
に

地
道
に
十
年
活
動
を
続
け
、
農
作
業
と

国
際
交
流
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
内
容

が
マ
ス
コ
ミ
に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら

れ
た
結
果
、
同
協
会
は
、
福
知
山
市
民
に

も
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

小
学
校
か
ら
会
員
に
対
し
て
講
演
の
依

・頼
が
あ
っ
た
り
、
農
園
近
く
の
幼
稚
園
児

が
授
業
の

一
環
と
し
て
、
会
員
と
と
も
に

イ
モ
掘
り
を
楽
し
ん
だ
り
と
い
っ
た
交
流

も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
年

一
回
の
恒
例
行

バンプーハウス

事
、
収
穫
祭
へ
の
参
加
者
も
年
々
増
え
、

昨
年
は
、

一
般
市
民
を
含
め
約
六
百
人
が

農
園
で
作
物
の
収
穫
や
民
族
衣
装
シ
ョ
ー

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

同
協
会
は
、
外
国
人
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
に
は
、
直
接
交
流
の
場
を
持

つ
こ
と
の
ほ
か
、
外
国
文
化
を
発
信
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

最
近
で
は
、
通
り
す
が
る
市
民
に
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
活
動

の
一
環
と
し
て
、
農
園
に
外
国
の
伝
統
様

式
の
建
物
を
建
築
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
バ

ン
ブ
l
ハ
ウ
ス
、
パ
オ
を
完
成
さ
せ
て
お

り
、
現
在
は
、
韓
国
人
の
会
員
の
要
望
に

応
え
、
オ
ン
ド
ル
部
屋
を
建
築
中
で
あ
る
。

「
お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
で
、

差

別
や
編
見
も
な
く
な
り
、
外
国
人
に
と
っ

て
も
日
本
人
に
と
っ
て
も
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
土
地
に
な
る
と
思
う
の
で

す
。
故
郷
の
福
知
山
を
そ
の
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
塩
見

さ
ん
は
語
る
。

今
後
も
、
会
員
の
海
外
経
験
を
生
か
し

た
同
協
会
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ
て
、
少

し
ず
つ
外
国
人
と
日
本
人
が
理
解
を
深
め

合
い
、
差
別
や
偏
見
が
取
り
払
わ
れ
、
誰

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
福
知
山

を
実
現
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

沼
田
麻
美
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動
を
行
っ
た
後
、
昼
食
を
取

り
な
が
ら
、
会
員
同
士
が
近

況
や
悩
み
を
話
し
合
い
、
親

交
を
深
め
て
い
る
。
年
間
を

通
じ
て
、
農
作
業
や
昼
食
の

準
備
と
い
っ
た
共
通
の
作
業

を
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、

信
頼
関
係
も
構
築
さ
れ
、
子

ど
も
の
い
じ
め
問
題
な
ど
深
刻
な
相
談
を

す
る
外
国
人
の
会
員
も
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
の
共
通
語
は
、
福
知
山
弁
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
会
員
の
海
外
経
験
か
ら
、

親
交
を
深
め
て
い
く
上
で
は
、
飾
ら
ず
、

普
段
ど
お
り
、
そ
の
土
地
の
言
葉
で
話
す

⑥ 地域づくり団体探訪

こ
と
が
、
理
解

で
き
る
、
で
き

な
い
は
別
に
し

て
、
外
国
人
に

と
っ
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら

で
あ
る
。

国
際
結
婚
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
で
入
会

し
た
会
員
は
、
外
国
人
の
妻
が
会
の
活
動

に
参
加
し
、
会
員
と
話
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
語
(
福
知
山
弁
)
が
少
し
ず

つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
友
達
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
か
か
る
活
動
費
用
は

財
団
や
行
政
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い

る
が
、
そ
の
ほ
か
活
動
に
係
る
費
用
は
参

加
者
が
そ
の
都
度
、
割
勘
に
し
て
い
る
。

組
織
体
制
は
、
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、

代
表
者
が
中
心
に
な
っ
て
、
連
絡
調
整
や

助
成
申
請
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
代
表
者

が
多
忙
な
際
は
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
四
、
五
人
の
会
員
が
手
分
け
し
て

い
る
。
約
十
人
で
発
足
し
た
会
で
あ
る
が
、
口

コ
ミ
や
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
結
果
、
京
都
市
や
兵
庫
県
な
ど

か
ら
の
入
会
者
も
増
え
、
現
在
、
会
員
は

約
百
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
は
十
五
人
と

な
っ
て
い
る
。
国
籍
は
、
中
国
や
韓
国
、

オンドルを建築中の塩見代表

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
来
日
目
的
も
留
学
や
企
業

の
研
修
、
国
際
結
婚
な
ど
多
様
で
あ
る
。

市
民
⑥

知
ら
れ
る
存
在
に

地
道
に
十
年
活
動
を
続
け
、
農
作
業
と

国
際
交
流
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
内
容

が
マ
ス
コ
ミ
に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら

れ
た
結
果
、
同
協
会
は
、
福
知
山
市
民
に

も
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

小
学
校
か
ら
会
員
に
対
し
て
講
演
の
依

・頼
が
あ
っ
た
り
、
農
園
近
く
の
幼
稚
園
児

が
授
業
の

一
環
と
し
て
、
会
員
と
と
も
に

イ
モ
掘
り
を
楽
し
ん
だ
り
と
い
っ
た
交
流

も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
年

一
回
の
恒
例
行

バンプーハウス

事
、
収
穫
祭
へ
の
参
加
者
も
年
々
増
え
、

昨
年
は
、

一
般
市
民
を
含
め
約
六
百
人
が

農
園
で
作
物
の
収
穫
や
民
族
衣
装
シ
ョ
ー

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

同
協
会
は
、
外
国
人
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
に
は
、
直
接
交
流
の
場
を
持

つ
こ
と
の
ほ
か
、
外
国
文
化
を
発
信
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

最
近
で
は
、
通
り
す
が
る
市
民
に
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
活
動

の
一
環
と
し
て
、
農
園
に
外
国
の
伝
統
様

式
の
建
物
を
建
築
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
バ

ン
ブ
l
ハ
ウ
ス
、
パ
オ
を
完
成
さ
せ
て
お

り
、
現
在
は
、
韓
国
人
の
会
員
の
要
望
に

応
え
、
オ
ン
ド
ル
部
屋
を
建
築
中
で
あ
る
。

「
お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
で
、

差

別
や
編
見
も
な
く
な
り
、
外
国
人
に
と
っ

て
も
日
本
人
に
と
っ
て
も
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
土
地
に
な
る
と
思
う
の
で

す
。
故
郷
の
福
知
山
を
そ
の
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
塩
見

さ
ん
は
語
る
。

今
後
も
、
会
員
の
海
外
経
験
を
生
か
し

た
同
協
会
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ
て
、
少

し
ず
つ
外
国
人
と
日
本
人
が
理
解
を
深
め

合
い
、
差
別
や
偏
見
が
取
り
払
わ
れ
、
誰

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
福
知
山

を
実
現
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

沼
田
麻
美
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-ヲ本
州
四
端
観
光
物
産
展

を
合
同
開
催

一
同
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
三
日
間
、
岩
手
県
宮
古
市
、

山
口
県
下
関
市
、
和
軟
山
県
串
本

町
、
青
森
県
大
間
町
の
本
州
の
最
東

西
南
北
に
位
置
す
る
四
端
地
の
市

町
が
合
同
で
、
観
光
物
産
展
を
ふ

る
さ
と
情
墾
ノ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
。

二
十
二
日
に
は
熊
坂
宮
古
市

長
、
江
島
下
関
市
長
、
田
嶋
串
本

町
長
が
出
席
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
、
「
本
州
四
端
サ
ミ
ッ
ト
・

コンサルタン卜会社の紹介・.
情報提供しています

• 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
が
披
露
さ
れ

た
。
今
後
、
四
方
位
の
最
端
の
地

で
あ
る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
四

市
町
交
流
を
全
国
に
発
信
し
、
観

光
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
相
互
の

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
す
る
。
館
内
で
は
、
四
市

町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
ブ
ー
ス
で

特
産
品
を
展
示
販
売
、
ま
た
観
光

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

の
配
布
に
よ
る
観
光
P
Rが
行
わ

れ
た
。
あ
っ
た
か
お
鍋
や
お
い
し
い
モ

ノ
が
い
っ
ぱ
い
当
る
ア
ン
ケ
ー
ト

抽
選
会
を
実
施
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
各

市
町
の
鍋
セ
ッ
ト
を
は
じ
め
特
産

品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

み
ち
の
く
三
大
桜
名
所
を

紹
介

一
月
二
十
六
日
j
三
十
日
の
五

日
間
、
東
北
地
方
の
三
大
桜
の
名

所
、
青
森
県
弘
前
市
、
岩
手
県
北

上
市
、
秋
田
県
角
館
町
の
共
催
に

よ
リ
、
桜
の
名
所
紹
介
と
地
場
産

品
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。
三
大
桜

の
名
所
パ
ネ
ル
と
観
光
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
、

観
光
ビ
デ
オ
放
映
な
ど
に
よ
る

p

当センターでは、「計画策定に伴う調査の

委託を考えているが、まずは見積もりだけ

してもらいたいHプロポーザルを行いたい

ので、コンサルタン卜会社を何社か紹介し

てほしいHこういう調査に対応できるコン

サルタン卜会社が思いつかないので、教え

てほしいJなど、コンサルタン卜会社をお

探しの自治体の皆様に、当センター会員コ

ンサルタン卜会社の紹介や情報提供を無料

て・行っております。また、ご希望があれば、

委託を予定されている調査の企画書などを

提供することも可能です。

会員コンサルタン卜会社の会社概要、調

査実績につきましては、当センターホーム

ページ(http://w州 .chiilくi-dukuri-hyakka.or

jp/jcrd/cons_kaishagaiyo2002.htm)をご

覧ください。

皆様からのお問い合わせをお待ちしてお

ります。お気軽にご相談ください。

• 

.c持i普勝 勢J警戸

-・・・・・・・・・出国正玉置臨調・・・・・・・・
コンサルタント業務課

TEL.03-5202-6138 
consuI2@chiiki-dukuri-hyakka.or.jp 

R
が
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
た
。

北
上
市
が
展
示
し
た
「
義
経
鍋
」

が
特
に
注
目
さ
れ
た
。
義
経
が
蒙

古
に
渡
り
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
な
っ

た
と
い
う
伝
説
に
基
づ
き
羊
肉
を

主
体
と
し
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の

こ
と
で
、
水
炊
き
料
理
と
焼
肉
料

理
が
同
時
に
昧
わ
え
る
南
部
鉄
器

製
。
冬
の
鍋
シ
ー
ズ
ン
と
相
ま
っ

て
来
館
者
の
興
昧
を
ひ
い
た
。

ま
た
、
二
十
七
日
と
二
十
八
日

に
は
、
ミ
ス
北
上
、
秋
田
お
ば
こ
、

弘
前
城
ミ
ス
桜
が
来
館
し
、
来
館

者
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
リ

地
元
の
魅
力
を
宣
伝
し
た
。

最
終
日
三
十
日
の
夜
に
は
、
古

今
亭
菊
之
丞
(
真
打
)
さ
ん
、
柳
家

さ
ん
角
さ
ん
に
よ
る
「
み
ち
の
く
三

大
桜
寄
席
」
を
開
催
。
募
集
の
席
は

す
べ
て
埋
ま
り
盛
況
に
終
了
し
た
。

笑

顔

が

い

ち

ば

M
U予
定

-3月7日
富
山
県
魚
津
市

・
福
光
町

森
の
夢
市
民
大
学
と
ユ
ピ
キ
タ
ウ

ン
ふ
く
み
つ

-3月凶日
埼
玉
県
熊
谷
市
・寄
居
町
・
長
瀞
町
・

荒
川
村
・
吉
田
町

・
両
神
村

「S
し
が
走
る
ま
ち
」

ー
秩
父
鉄
道
沿
線
地
域
の
紹
介
1

・3月引日
総
集
編
も
う
一
度
見
て
み
た
い
ー

あ
の
町
あ
の
笑
顔

-3月お日
総
集
編
も
う

一
度
見
て
み
た
い
!

あ
の
町
あ
の
笑
顔

【
番
組
終
了
の
お
知
ら
せ
】

平
成
五
年
十
月
か
ら
、
全
国
で
展

開
さ
れ
る
個
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
事
例
に
携
わ
る
人
々
の

"笑

顔
“
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
「
笑
顔
.か
い
ち
ば
ん
|
」
は
、
三

月
二
十
八
日
放
送
分
を
も
ち
ま
し
て

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

番
組
制
作
に
当
た
り
ま
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
は
じ

め
、
ご
視
聴
賜
り
ま
し
た
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
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れ
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個
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ふ
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く
り
の
事
例
に
携
わ
る
人
々
の

"笑

顔
“
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
「
笑
顔
.か
い
ち
ば
ん
|
」
は
、
三

月
二
十
八
日
放
送
分
を
も
ち
ま
し
て

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

番
組
制
作
に
当
た
り
ま
し
て
ご
協

力
い
た
だ
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ま
し
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皆
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を
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ご
視
聴
賜
り
ま
し
た
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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進
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会
・

側
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奈
良
県

察眼の北臨位置し生駒

山に象徴される緑豊かな生駒

山地をはじめ、美しい自然環

境に恵まれた生駒市。

市の北端には、竹製品の伝統と技を伝

える里・高山があり、その中でも特に全

国的に有名なものとして「茶釜Jがあり
ます。高山茶茎は室町時代中期、高山城

主の次男が親友の村田珠光の依頼によっ

て作ったのが始まりと伝えられていま

す。以後、一子相伝の技として今日まで

脈々と受け継がれてきた茶筆づくりは、

高山を全国一の生産地にしました。各流

儀、 用途によ っ て60~120本もの穂先を

小刀などで丹念に形作っていく作業は、

文字通り「手づくりの伝統工芸」で、昭

和50年には通産省 (当時)より伝統的工

芸品に指定されています。

平成元年には茶室をはじめとする竹製

品を PRするための施設として、「高山

竹林園」がオープンしました。美しい日

本庭園の中に資料館や茶室などか、設けら

れ、これらの施設は誰でも気軽に利用で

きるようになっています。

竹林園では、毎年秋に「円楽大楽茶」という大茶

会が催されます。このお茶会では、直径39センチも

ある茶碗など大きな茶道具を使用し、大勢の方々が

お茶を楽しみます。また、9年度から.y;t.、竹林圏内で

大茶会に合わせて、竹製品の楽器をメーンとした現

代邦楽などの演奏会「十六夜コンサートJが実施さ
れており、大勢の人々でにぎわっています。

茶釜の里高山、皆様も伝統の技に触れられてはい

かカずでしょうか。
円楽大楽茶

i基演誕~ 2004・3月号 48 
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女日本橋プラザピル

イベントスペース

・3月 17 日 ~ 19 日

上山市 (山形県)

・3月 23 日 ~ 25 日

草加市地場産業振興協

議会(i奇玉県)

女ふるさと情報プラザ

・3月 1 日 ~3 日
東部市町村文化観光施

設振興研究会 (鳥取県)

・3月 8 日 ~ 12日

八代観光協会 (熊本県)

・3月 15日 ~ 19 日

別府市 (大分県)

1月
(実施)

*日本橋プラザビル

イベントスペース・1月23日
鹿島町 (福島県)

みちのく鹿島のうまいもの

と田舎への誘い (1) 

. 1 月 29 日 ~30日

中山町 (山形県)

新鮮なかやま市 (2)

*ふるさと情報プラザ

・ 1 月 21 日 ~23 日

下関市 (山口県)

本州四端観光物産展 (3)

・ 1 月 26 日 ~30 日

北上市 (岩手県)

「東北三大桜名所j北上市・

弘前市・角館町観光展

【
編
集
後
記
】

V
今
回
の
テ

l
マ
は
ス
ポ
ー
ツ
。
従
来
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え

ば
、
企
業
、
学
校
等
が
引
っ
張
っ
て
き
た
と
一言
守
え
る
が
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
な
ど
「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
で

も
や
れ
る
」
手
軽
な
も
の
が
広
が
り
を
見
せ
、
多
様
化
が

進
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
サ
ボ

i
タ
l
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
っ
た
住
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

も
目
立
つ
。

V
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
が
企
業
ス
ポ
ー
ツ
に
向
け
ら
れ
、
廃

部
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果
の
は
か
り
に

か
け
れ
ば
役
割
が
終
わ
っ
た
と
見
る
企
業
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
あ
ろ
う
。
企
業
城
下
町
の
祭
で
も
あ
っ
た
都
市
対

抗
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
の
は
そ
の
象
徴
だ
ろ
う
し
、
今
後

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
も
大
き
く
変
り
そ
う
だ
。

V
中
津
江
村
の
若
い
職
員
と
電
話
で
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

村
に
と
っ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
何
を
残
し
た
か
、
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
村
民
が

一
つ
に
な
れ
た
こ
と
、
熱
意
を
持
て

ば
何
事
も
や
れ
る
自
信
が
つ
い
た
こ
と
」
と
い
う
答
で
あ

っ
た
。
偶
然
の
産
物
と
は
一言
ヲ
ん
、
"
カ
メ
ル

1
ン
事
件
“
が

残
し
た
も
の
は
大
き
い
。
村
は
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
合
併
で

日
岡
市
に
な
っ
て
も
中
津
江
村
の
名
前
が
残
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
職
員
の
言
葉
の
よ
う
に
、
村
民
が
持

っ
た
誇
り
と
自
信
は
後
々
ま
で
残
る
。
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

熱
意
を
示
し
た
こ
と
が
ツ
キ
を
呼
ん
だ
と
思
う
。
ブ
ラ
ン

ド
と
村
名
存
続
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

(丘
)

【

4
月
号
予
告
】

特
集
H
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
影

印刷・製本/株式会社丸井工文ー社

地域づくり3月号
平成16年3月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本紙プラザピル131滑 屯話03-5202-6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

東京都中央区日本僑2-3-4
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